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サステナビリティリポート2012をお読みになったご意見・ご感想をお寄せください。
次回リポートをよりよいものにするために、皆さまのご意見を参考にさせていただきたく存じます。
お読みいただいた率直なご意見、ご指摘をぜひお聞かせください。
ご意見・ご感想につきましては、弊社宛にご送付いただくか、メールもしくはFAXにてお願いいたします。

送付先
ＪＸ日鉱日石金属（株）　CSR 推進部
〒100-8164 東京都千代田区大手町二丁目6番3号
Mail: info@nmm.jx-group.co.jp
FAX: 03-5299-7343
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お読みいただくに当たって
編ू ํ
　ＪＸ日鉱日石金属グループは、事業活動を通じて、社会の持続
可能な発展に貢献すべくCSR活動に取り組んでいます。
　お客さま、お取引先、株主・投資家、産官学団体、地域社会をは
じめとした幅広いステークホルダーの皆さまに適切な情報開示を
行い、CSR活動をご理解いただくためのコミュニケーションツール
として年1回「サステナビリティリポート」を発行しています。
　「サステナビリティリポート2012」は、ICMM（国際金属・鉱業
評議会）の10原則および「検証手順書」に基づき、「GRIガイドラ
イン第3版」および「GRI鉱山・金属業補足文書」に準拠して作成
し、企業行動規範を踏まえ、「マネジメント」「経済活動」「環境活動」

「社会活動」の各側面から活動をご紹介しています。

ରൣ ғ
　当社および当社の国内・海外の主要関係会社（計54社・2012年
4月1日現在）を報告対象としています。なお、各指標の報告対象
範囲は、以下のとおりです。

報告対象分野 国内 海外 合計
経済*1 13 12 25
環境 12*2 4*3 16
社会*4 39 15 54

*1 経済活動報告「ステークホルダーに対する経済的な影響」での報告対象社数です。連結
子会社を対象としています（ただし、非連結子会社の東莞日鉱富士電子有限公司を含み、
事業活動を行っていない連結会社は除いています）。

*2 生産活動を行う当社の直轄事業所と環境負荷の比較的大きな会社（第二種エネルギー管
理指定工場、PRTR法の届出対象事業所を持つ会社）を対象としています。

*3 対象となる4社は、常州金源銅業、日鉱金属（蘇州）、JX Nippon Mining & Metals Philip-）、JX Nippon Mining & Metals Philip-、JX Nippon Mining & Metals Philip-
pines、Gould Electronicsです。

*4 社会活動報告「従業員とともに」での報告対象社数です。

ظ࣌ߦൃ
　2012年9月（前回の発行時期：2011年10月）

ใࠂରؒظ
　2011年4月〜 2012年3月（原則として2011年度の事業活動
を対象としていますが、重要な情報を包括的にお伝えするため、
一部に対象期間前後の情報を掲載しています）

私たちは、資源と素材の生産性を革新し、 
社会の持続可能な発展に貢献します。

本リポートの第三者機関による保証対象指標には
保証マーク（ ）を表示しています。

文中の下線を引いた語彙については、その説明を用語集（P97 〜 100）に掲載しています。
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తٴͼൣ ғ
　当社は、ＪＸ日鉱日石金属株式会社（以下、「会社」という。）からの委嘱に基づき、会社が作成したサステナビリティリポート2012（以下、「サステナビリティリポート」とい
う。）に対して限定的保証業務を実施した。本保証業務の目的は、以下について保証手続を実施し、その結論を表明することである。

■ サステナビリティリポートに記載されている2011年4月1日から2012年3月31日までを対象とした マークの付されている環境・社会･経済パフォーマンス指標
（以下、「指標」という。）が以下に示す会社の定める基準に従って作成されているか

■ Global Reporting Initiative（以下、「GRI」という。）アプリケーションレベルに関する自己宣言（A+）がGRIの定める基準に準拠しているか
■ 会社の方針が、91頁に記載されているようにInternational Council on Mining & Metals（ICMM）の基本原則及び適用される声明文（position statements）

で定められている必須要件（mandatory requirements）と整合しているか
■ 会社の重要テーマの抽出及び優先順位付けが15頁に記載されているとおりに行われているか
■ 会社が16頁に記載されているとおりに重要テーマに対する取組及びマネジメントを行っているか

　サステナビリティリポートの記載内容に対する責任は会社にあり、当社の責任は、限定的保証業務を実施し、実施した手続に基づいて結論を表明することにある。

அن४
　会社はGRIのサステナビリティ・レポーティング・ガイドライン2006等を参考にして定めた指標の算定・報告基準（以下、「会社の定める基準」という。）に基づいてサス
テナビリティリポートを作成しており、当社はこの会社の定める基準を指標についての判断規準としている。また、GRIアプリケーションレベルの自己宣言についての判断規
準としてはGRIの定める基準を用いている。

อূ खଓ
　当社は、国際監査・保証基準審議会の国際保証業務基準（ISAE）3000「過去財務情報の監査又はレビュー以外の保証業務」（2003年12月改訂）及びサステナビリティ
情報審査協会のサステナビリティ情報審査実務指針（2012年4月改訂）に準拠して本保証業務を実施した。本保証業務は限定的保証業務であり、主としてサステナビリティ
リポート上の開示情報の作成に責任を有するもの等に対する質問、分析的手続等の保証手続を通じて実施され、合理的保証業務ほどには高い水準の保証を与えるものでは
ない。
　当社の実施した保証手続には以下の手続が含まれる。

■ サステナビリティリポートの作成・開示方針についての質問
■ 指標に関して、

• 会社の定める基準の検討
• 算定方法並びに内部統制の整備状況に関する質問
• 集計データに対する分析的手続の実施
• 会社の定める基準に従って指標が把握、集計、開示されているかについて、試査により入手した証拠との照合並びに再計算の実施
• リスク分析に基づき選定した国内1事業所における現地往査
• 指標の表示の妥当性に関する検討

■ GRIアプリケーションレベルについてGRIの示す基準に照らした検討
■ 会社の方針に関する文書の閲覧及び質問を通じたICMM基本原則及び適用される声明文で定められている必須要件と会社の方針との整合性の検討
■ 重要テーマの抽出及び優先順位付けのプロセスについての質問及び関連文書の閲覧
■ 重要テーマに対する取組及びマネジメントについての質問及び関連文書の閲覧

݁
　上述の保証手続の結果、以下のように認められる重要な事項は発見されなかった。

■ サステナビリティリポートに記載されている指標が会社の定める基準に従って作成されていない
■ GRIアプリケーションレベルに関する自己宣言（A+）がGRIの示す基準を満たしていない
■ 会社の方針が、91頁に記載されているようにICMMの基本原則及び適用される声明文で定められている必須要件と整合していない
■ 会社の重要テーマの抽出及び優先順位付けが15頁に記載されているとおりに行われていない
■ 会社が16頁に記載されているとおりに重要テーマに対する取組及びマネジメントを行っていない

　当社及び本保証業務に従事したものと会社との間には、サステナビリティ情報審査協会の倫理規程に規定される利害関係はない。また、本保証業務は、環境及び社会的
側面並びに保証業務に関する専門性を有するチームによって実施された。

以上

ಠཱ อূ ใࠂॻ

2012年8月31日
ＪＸ日鉱日石金属株式会社
代表取締役社長　足立　吉正　殿

KPMGあずさサステナビリティ株式会社
東京都新宿区津久戸町1番2号

 代表取締役社長
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ຊϦϙʔτใࠂରͷάϧʔϓۀا��（会社໊は、2012年4月1日現在）

ۀࣄ։ൃݯࢿ
य़日鉱山株式会社
ＪＸ日鉱日石୳開株式会社
ＪＸ日鉱日石ドリリング株式会社
SCM Minera -umina  

Copper Chile

ۚଐ࿉ۀࣄ
パンパシフィοク・Χοパー株式会社
日比ڞಉ࿉株式会社
三金日比ߓӡ株式会社
日照ߓӡ株式会社
株式会社PPCプラントࠤլ関
株式会社日照整備工場
日三環ଠ銅業（上海）有限公司
日本ர銅株式会社
常州金源銅業有限公司

ۀࣄリサΠΫϧڥ
ＪＸ金属環境株式会社
ਆ็クリーンサービス株式会社
ＪＸ金属খケミΧル株式会社
ＪＸ金属ರլリサイクル株式会社
ＪＸ金属三日ࢢリサイクル株式会社
ＪＸ金属ࠇ部ガルό株式会社

ۀࣄՃࡐి
JX Nippon Mining & Metals 6SA 

Inc.
JX Nippon Mining & Metals 

Europe Gmb)
JX Nippon Mining & Metals 

Philippines Inc.
JX Nippon Mining & Metals 

Singapore Pte. -td.

Gould Electronics Gmb)
一関ഩ株式会社
ؖ国ＪＸ金属株式会社
日鉱金属有限公司ߓ߳
ＪＸ日鉱日石コイルセンター株式会社
日鉱金属（蘇州）有限公司
ແऎ日鉱富士ਫ਼ີՃ工有限公司
上海日鉱金属有限公司
三༑電子工業株式会社
株式会社ླ作所*2

ＪＸ日鉱日石フΝンドリー株式会社*2

ͦͷଞͷۀࣄ
ＪＸ金属事株式会社
日本マリン株式会社
ＪＸ日鉱日石エコマネジメント 

株式会社
٢野鉱山株式会社
大୩鉱山株式会社
鉱山株式会社
新高ۄ鉱業株式会社
ଧ鉱業株式会社
日ཱ鉱山株式会社
ऍՠ内鉱山株式会社
Ֆྠ鉱山株式会社
進鉱業株式会社
Ԗ山鉱業株式会社
上鉱山株式会社*2

下田Թઘ株式会社
๛Ӌ鉱山株式会社
ＪＸ日鉱日石ඒज़工ܳ株式会社
日鉱（上海）有限公司
日鉱金属ވ㟨有限公司
Materials Service Complex 

Malaysia Sdn. #hd.

*1 社会活動報告「従業員とともに」での報告対象グループ企業です（SCM Minera  
-umina Copper Chileを除く）。

*2 本リポートより新たに報告対象にՃえた会社（3社）。
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τοϓϝοηʔδ

私たちは、エネルギー・資源・素材における創造と 革新を通じて、持続可能な経済・社会の発展に貢献します。

ＪＸ日鉱日石金属株式会社
取締役会長

ＪＸ日鉱日石金属株式会社
代表取締役社長　CSR推進会議議長
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資ݯɾૉۀʹࣄࡐ ຽͱͯ͠ࢢٿΘΔܞ
　ＪＸ日鉱日石金属グループは、ੈ ք有数の૯合エネルギー・資
源・素材企業を目指す「ＪＸグループ」の、中֩を୲う金属事業会
社です。銅という金属をഎࠎに、上 （ྲྀ資源開発）、中 （ྲྀ金属
࿉）、下 （ྲྀ電材Ճ工、環境リサイクル）の各部門をそれͧれࠎଠ
に、かつたくましく成長させる૯合非మメーΧーとして、グローό
ルに事業を展開しています。そして、「エネルギー・資源・素材に
おけると革新を通じて、持続可能な経済・社会の発展に貢献」
していくとのＪＸグループの経Ӧ理೦の実ફにめています。

౦ຊେ͕ࡂ ͨ Β͠ ͔ࡂͨ Βͷ෮ڵ
　2011年3月11日に発生した東日本大ࡂにより、ଟくの皆さ
まがඃࡂされ、ະだෆे分ながらも国を͛ڍて෮چ・෮ڵのಓ
をาんでいます。当社グループにおいても、東・関東地方に
所在する工場などのૢ業ఀࢭを༨ّなくされました。この非常事
ଶに対しグループ一ؙとなって対Ԡし、ࡢ年の7月までには順次
生産を再開させることができました。また、ٳഇࢭ鉱山のଯੵ場
2ϱ所で発生した鉱

㆓ㆄ㆕ㆂ
ᕥのྲྀ出については、行のご指ಋと地域の

皆さまのご理解・ご協ྗのもと、Ӷ意෮چ作業を進めています。
できた団結ྗ長年ഓわれたشに当たり発ڵ෮・چ害からの෮ࡂ
地域の皆さまからの৴པ・৴用は、当社グループの大きな財産で
あるとの֬৴をಘることができました。ಉ時に、෮چ・෮్ڵ上の
地域に対して、いささかなりともお役にཱてることを願ってみ
ません。

����ΛৼΓฦͬͯ
　2011年度は、当社の前である日本鉱業（株）がૢ業を行って
いたの金ӝ石鉱山地にあるԫ金തؗとのڞಉ展示会の
開࠵、海ಓࡳຈࢢの๛Ӌ鉱山におけるഇ水ॲ理ઃ備のॡ
工など、当社グループの企業行動規範にᨳわれている「さま͟ま
なステークホルダーとのڞ生」をଟ方面で実ફできた年でもあり
ました。また、東京大学生産ٕज़ڀݚ所との間では、非మ金属資
源॥環工学د付ڀݚ部門をཱち上͛、金属材ྉのリサイクル工学
のڀݚとਓ材ҭ成により、資源॥環ܕ社会をߏஙしていきます。
　「҆શ・ࡂ」と「法ྩ९क（コンプライアンス）」は、事業活動を
進めていく上での大前ఏであり、CSR活動のࠜװを成すもので
す。2011年度は、グループ内の९法検を従དྷにも૿して推進
し、「法ྩ९क」の一のਁಁと実行をਤりました。一方で、にҨ

̓、こすなどىを引きނながら、3件の重大事״ શ・ࡂ面ではະ
だ改ળ・改革の్上にあることをࢥいらされました。改めて、グ
ループを͛ڍて「҆શ・ࡂ」の֬保の࠷優先をపఈし、重大事ނ
の再発のࢭにめてまいります。

ಈͦ׆ۀࣄಈ׆$43 ͷͷ
　2012年度は、「事業にଈしたCSR活動を通して企業Ձの上
をਤる」ことを活動目標としています。当社グループは、その社会
的໋として、「たΏま͵ٕज़開発をベースにし、社会の満足と৴
པを֫ಘする」ことを企業行動規範の中に制定しています。言い
えれ、当社グループの事業を展開することが「経済・社会の持
続可能な発展に貢献していく」ことであり、CSR活動は事業活動そ
のものとଊえています。各事業所・各৬場における事業のಛ性を
再認ࣝし、それらを活かした活動を実ફしていくことが、グループ
શ体のCSR活動の幅を広͛、質を高めるとともに、結果として当
社グループの企業Ձの上につながると考えています。その
ためにも、活動の主役である従業員શ員が、日常の事業活動の中
で経済・社会の持続可能な発展に貢献するための施ࡦを考えるこ
とが必要ෆ可ܽです。

ࣾ άϧʔϓͷ$43׆ಈʹ ର͢ Δ͝ ཧղͱ͝ ҙݟΛ
　当社グループは、持続可能な社会の発展を目指すICMM（国際
金属・鉱業評議会）の基本原則・声明文およびEITI（࠾取産業ಁ明
性イニシアティϒ）の考えにࢍಉし、また国連「グローόル・コンパ
クト」の10原則のࢧ持を表明し、これらの実現のためにܧ続して
取り組んでいます。「サステナビリティリポート2012」の作成に当
たっては、これらをөさせるとともに、「GRIガイドライン第3版」
および「GRI鉱山・金属業補足文書」に準拠しました。
　「当社グループの社会的責任」を明֬に認ࣝし、活動してきた内
容を自ら検証するとともに、それらをੵۃ的に社内外に発৴し、広
くご意見をࣀることにより、ࠓ後のCSR活動を一ਂԽ・進展させ
ていきたいと考えています。
　本リポートを通じ、当社グループのCSR活動についての皆さま
のご理解をਂめていただくとともに、سጨのないご意見をࣀれ
。ਙに存じます

私たちは、エネルギー・資源・素材における創造と 革新を通じて、持続可能な経済・社会の発展に貢献します。



5 JX Nippon Mining & Metals Corporation Sustainability Report 2012

ＪＸ߭ ੴۚ ଐʹ ͍ͭ ͯ

ＪＸάϧʔϓܦӦཧ೦

ＪＸάϧーϓɺ
ΤωϧΪー・ݯࢿ・ૉࡐにお͚Δͱֵ৽を௨͡てɺ

。͢·͠ݙߩ社ձͷൃలに・ࡁܦଓՄな࣋

Θた͠たͪɺάϧーϓͷཧ೦を࣮͢ݱΔたΊにɺ
&"35)��ͭ ͷՁ؍�にͮجいてߦಈ͠·͢。

ＪＸάϧーϓスϩーΨϯ

ＪＸάϧーϓγϯϘϧϚーΫ

ＪＸάϧーϓཧ೦

ＪＸάϧーϓߦಈࢦ

EUIJDT 高い倫理؍
AEWBODFE

�
JEFBT 新しい発想

RFMBUJPOTIJQ
�
XJUI�TPDJFUZ 社会とのڞ生

TSVTUXPSUIZ
�
QSPEVDUT�TFSWJDFT ৴པの・サービス

HBSNPOZ
�
XJUI�UIF�FOWJSPONFOU 地ٿ環境とのௐ
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ձࣾత໋
たΏま͵ٕज़開発をベースに、責任をもってઃ計を行うことにより、限りある資源から、ଟ༷なをແବなく、ޮ 率的
に開発・生産するとともに、リサイクルを推進し、環境負荷をݮすることにより、ސ客・社会の満足と৴པを֫ಘします。

�
��
�
๏ྩ ɺϧʔϧͷ९क͓ Αͼެ ਖ਼ͳऔҾ
国内外の法ྩ、ルール等を९कするとともに、社会ྑࣝにしたがって、公ਖ਼・ಁ明・自༝なڝ૪・取引を行います。

�
��
�
ใͷ։ࣔۀا Α͓ͼݸਓใͷอޢ
株主はもとより、広く社会とのコミュニケーションを行い、企業情報をੵۃ的かつ公ਖ਼に開示するとともに、ݸਓ情報の保
。にྗいたしますޢ

�
��
�

શ̓Ӵੜͱ৬ڥͷ֬ อ
҆શӴ生・ࡂを࠷優先するとともに、従業員のਓ֨・ਓݸ・ݖ性をଚ重したಇきすい৬場環境を֬保します。

�
��
�
ͷอશڥ
環境問の取り組みは、企業の存在と活動に必須の要件であるとの認ࣝのもと、地ٿ環境の保શ活動（生ଟ༷性のҡ
持を含Ή）に自主的、ੵ 。続的に取り組みますܧ的かつۃ

�
��
�
ϦεΫཧͷॆ ɾ࣮ڧԽ
ࠜ拠あるデータに基づく管理システムをߏஙし、リスク管理をॆ実・ڧԽします。

�
��
�

ձࣾͱͷڞଘڞӫ
社会貢献活動をੵۃ的に推進し、「ྑき企業ࢢຽ」として社会とのڞ存ڞӫをਤります。

�
��
�
ಈ׆ۀࣄతͳࡍࠃ
国際的な事業活動においては、関係する国地域のਓʑの基本的ਓݖをकるとともに、文Խ・׳शをଚ重し、持続可能な
発展に貢献する経Ӧを行います。

�
��
�
ࣾ ձతߦಈͷഉআ
社会のடং҆શをڴかす社会的なྗ団体とは、ؽવとして対Ԡします。

�
���
�
෦ͷװӦܦ
経Ӧװ部は、この行動規範を率先ਨ範・पపఈするとともに、規範にする事ଶが生じたときには、自らその原Ҽڀ明、
再発ࢭに当たり、社会のਝかつ的֬な情報の公開と説明責任を果たします。

ＪＸ߭ ੴۚ ଐ
ɹ
نಈൣߦۀا

Ͱ͋Δͱͷೝࣝͷͱɺ໋߭Δ͜ͱ͕社ձత͢څڙを҆ఆతにࡐͱૉݯࢿたͪɺඇమࢲ ͷ୳ࠪ・۷࠾・࿉͔Βۚ
ଐՃࡐࢠి・ྉ·Ͱͷੜ࢈・ൢച・։ൃなͲ׆ۀࣄಈͷ͋ΒΏΔ໘においてɺʮＪＸάϧーϓܦӦཧ೦ʯに͖ͮجɺ
にैってɺٕൣنಈߦͷ࣍ ज़త߹ཧੑɺޮ ੑɺ ・࣭ಛੑͷ্なͲを͢ٻΔҰํɺθϩΤϛογϣϯを͠ࢦたリサ
ΠΫϧをଅਐ͢Δ͜ͱにΑΓɺݯࢿͱૉࡐͷੜੑ࢈ͷֵ৽にܧଓ͠て取Γみ·͢。
　ซせてɺお٬さ·ɺҬ社ձを͡Ίͱ͢Δさ·͟·なステーΫϗϧμーͱͷڞੜؔをҡ্・࣋いた͠·͢。ͦ ͠
てɺ͜ ΕΒを௨͡てɺࢲたͪɺنٿͰ社ձͷ࣋ଓՄなൃలに͠ݙߩて·いΓ·͢。

ࢲͨ ͪɺ$43׆ಈΛάϧʔϓܦӦཧ೦
�ͱߦۀاಈൣن ʹै ͬͯ ల։͢ Δɺ

ಈͦ׆ۀࣄ� ͷͷͰ͋ Δͱ͑ߟ ͍ͯ ·͢ ɻ
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ಈͦ׆ۀࣄಈ׆ஊձͰɺň$43࠲ճͷࠓ ͷͷŉʹ͍ͭ վͯΊͯ ߟ͑ ΈͯΔ͜ͱΛओ؟
ɺʹʮ׆ۀࣄಈͷதͰ$43׆ಈΛͲͷΑ͏ʹ࣮ ફ͠ ͍ͯ Δ͔ ʯʮޙࠓͷۀʹࣄ ଈ͠ ׆$ͨ43
ಈΛͲͷΑ͏ʹ࣮ ફ͠ ɺۀاՁͷ্ ʹͭ ͳ͛ ͍ͯ ͔͘ ʯʹ͍ͭ ɺͯ͡ ͯΒ͍ ·͠ ɻͨ

ʮ$43׆ಈ׆ۀࣄಈͦͷͷʯͱ
司会　ʮ$43׆ಈ׆ۀࣄಈͦͷͷʯͱい͏͜ ͱにͭいてͲͷΑ͏
なཧղをさΕていΔͷ͔ɺίϝϯトをいただ͚Εͱࢥい·͢。
小塚　ଟくのਓがCSR活動はಛผなものと考えているとࢥいます

が、実はීஈ従事している事が結果として社会に貢献してい
ます。そのことを理解しすいように見工場の従業員に説明
していくことが、見工場長としての私の事であるとࢥってい
ます。
岡　Ӧ業という৬種ฑ、CSR活動はお客さまの満足度上のため

の企業活動とࢥっています。材ྉ開発を通じてお客さまのಋ
体開発をࢧԉし、その結果として生み出されていく電Խが
社会の利ศ性を上させ、ライフスタイルをมえると意ࣝしな
がら事をしています。
塚原　経理財務部で業の取りまとめ分析を行い、報告をして

います。これを適時適切に行い、数ࣈという切りޱから事業શ
体の状況を把握することで、企業Ձの上につな͛ていくこ
とができると考えています。また、法ྩを९कしてܾ算の情報
を社外に開示する業務はCSR活動そのものであると考え、常に
。ு感を持ってྟんでいますۓ
阪口　環境リサイクル事業で目指すのは資源॥環ܕ社会のߏங

です。まさに社会の持続可能な発展に貢献でき、CSR活動を行
えていると考えています。また、産業ഇغのম٫を持って
いる関係で、環境リサイクル事業に対する地域社会の皆さまの
理解が必要になります。事業をܧ続させていくための各種活動
もCSR活動だと認ࣝしています。

大塚　業以དྷ55年間、金属の表面ॲ理事業を続けることがで
きたのは、お客さまの満足を考え、৴པにԠえてきた結果であ
るとࢥっています。社会から長期的な৴པをಘる、またকདྷにわ
たって期されるϒランドྗを持つということは、事業ܧ続のた
めにෆ可ܽであり、このことがCSR活動であると感じています。
木村　この࠲ஊ会に参Ճすることになってから、私たちの作るも

のがਓʑのらしを๛かにするか、事業の֦大によってޏ用が
૿え、その結果、地域の活性Խにつながるかなどを考えるよう
になりました。私たちの事がੈの中の役にཱつのであれ、
それがCSR活動なのではとࢥいます。
中村　海外事業所の存在Ձは、その国にとって必要な会社かど

うかがポイントになるとࢥいます。ྫ え、現地のお客さまの
の҆定څڙを通した産業の発展のد与といったものが
も必要となりま؍用ਓ材のҭ成のޏ、られます。また͛ڍ
す。従業員には事の内容をे分に理解してもらい、プライド
を持ってもらうことをCSR活動の中৺に考えています。
松井　「CSR活動は事業活動そのもの」という言༿に࠷ॳ、ᡰにམ

ちないとこΖがあったのは事実です。しかし、Responsibleには
「৴པできる」という意ຯがあり、CSRを「企業が社会からدせら
れた৴པにԠえること」だとଊえることで、理解が進みました。
企業に社会からدせられる৴པのࠜװとは、「ྑ質な
サービスを適ਖ਼なՁ֨で҆定的にڅڙすること」に対するもの
であり、それはまさに事業活動そのものの৴པということな
のです。

ＪＸ߭ ੴۚ ଐͷ׆ۀࣄಈͱ$43

ஊձ࠲һۀै

։࠵
　2012年5月8日（Ր）

։࠵ॴ
　ＪＸビル会議ࣨ
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八牧　「CSR活動は事業活動そのもの」を考えるとき、次の3つの
。いが行きますࢥに؍

　　1つは、当社の事業が鉱山・࿉から࢝まっているということ
です。鉱山のଟくは、家、ಓ࿏、電ؾ、水ಓもない山Ԟにありま
した。事業を行うためには、会社がこれらのインフラを整え、さら
には学ߍපӃまでをつくる必要がありました。ॾ先ഐは、事業
の一環として地域社会そのものをつくったのです。このことが、

「CSR活動は事業活動そのもの」の原であるとࢥいます。
　　2つ目は、当社のྺ࢙は環境問とのಆいのྺ࢙であったと

いうことです。公害ࢭの؍のないઃ備投資は、これまであ
まりଟくはなかったはずです。公害ࢭ対Ԡなくしては事業が
成りཱちませんでした。CSRの大きな要素である環境保શも

「事業そのもの」でした。
　　3つ目は、銅をѻっていることです。銅はਓྨが࠷ॳに利用し

た金属です。エジプトなどのݹ代文明の開Խに大きく貢献し、

日本ではಸྑ・東大ࣉの大などにわれるなど、ਓの生活
文Խをࢧえてきました。IT、自動ं産業のٕज़革新も、銅なしに
は考えられません。銅を社会にڅڙすることが、社会の持続可
能な発展にد与しています。
岡田　子ڙは、から「ルールをकる」「ਓにをかけてはなら

ない」とڭҭされ、ਓからଚܟされるਓ֨を持ったਓ間になれま
す。企業も、୯७に利ӹをٻしているだけでは、長い年月事
業のܧ続はできません。当社が100年間事業を続けられた࠷
大の理༝は、৴པを地域社会からউちಘたことと、従業員が会
社でಇくことにތりを持つことでさま͟まなࠔをࠀできた
ことであるとࢥいます。ਓ間にਓ֨があるように、会社にも会社
としての֨があります。この֨を私たちの先ഐ方は、100年
間かけてつくってきたわけです。CSR活動はਓ間をྫにとるな
ら、子ڙの୯なる能ྗではなくਓ֨をつくる活動であると理
解しています。

ྫࣄಈͷதͰ$43͕࣮ફさΕた׆ۀࣄ
司会　当社ͷྺ࢙ͷதͰʮ$43׆ಈ׆ۀࣄಈͦͷͷʯͱい͏
意͕ࣝৢさΕɺ当社ͷҨࢠͷதにࠜ付いていΔͷͰͱ
を͋ྫࣄಈͦͷͷʯͷ׆ۀࣄಈ׆ɺʮ$43࣍。͢·いࢥ
͛ていただ͚Εͱࢥい·͢。
小塚　ૢ業を行う上でৼ動૽Իは発生しますが、見工場では

当વ法は९कしています。一方、地域の方からはトラοクが通
れ動がする、フォークがれ૽Իがするとのۤ情があり
ます。以前は、「法をकっているから問ない」とࢥっていまし

た。しかし、法をकっていても「ダメなものはダメ」と考えをม
えました。現在は、「地域の方ʑに事業をらせていただいてい
る」と考え、一ॹに૽Իをଌるなど૬ޓの理解をਂめるྗを
続けています。
岡　ࡢ年3月11日の東日本大ࡂでү原工場がඃࡂした際、

しているの出荷が一時的にࢭまりました。工場の方のྗ
のおか͛で、い期間で෮چできましたが、この間海外事業
拠にある在ݿを༥通するなどして、お客さまのڅڙを切ら

Ԭా�ণಙ
代表取締役社長ࣥ行役員

௩ݪ�ѥل
経理財務部　主事

খ௩�༟ೋ
見工場長

দҪ�༟
取締役෭社長ࣥ行役員

ଜ࢘�
ү原工場　第4部
ਖ਼ۃ材՝長

Ԭ�େี
電材Ճ工事業本部
Ӧ業୲当՝長

ീ�ெߦ
取締役常務ࣥ行役員

தଜ�正
日鉱金属ވ㟨有限公司
૯経理

ߩ�ޱࡕ
ＪＸ金属ರլリサイクル（株）
取締役工場長

ձʣ࢘ຊ�ಓ　ʢࢁ
CSR推進部長

େ௩�༤࢘
三༑電子工業（株）
常務ࣥ行役員　ؗྛ工場長

˞役৬は࠲ஊ会開࠵日のものです。
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さないྗを続けました。結果としてお客さまのラインを
一つもࢭめることなくり切れました。この時こそ、当社の事業
の社会的責任の重さについてڧく感じました。
塚原　東日本大ࡂ発生時に、大୩鉱山、高ۄ鉱山のଯੵ場から

鉱
㆓ㆄ㆕ㆂ

ᕥがྲྀ出しました。その෮چに当たり、地域の҆શをकるた
めに法ྩに定められた基準よりݻڧかつ大規な߃久対ࡦ工
事をすることになりました。当વコストは༨計にかかります。経
理୲当としてこのコスト૿が業に与える影響を算出し、適切
な会計ॲ理を行うことができました。経理の業務は、現場と
れている場所で行っていますが、できるだけ現場の୲当者と
をして理解をਂめ໋を行することも、私のCSR活動である
とࢥっています。
阪口　ＪＸ金属ರլリサイクルでの銅・و金属含有スクラοプのॲ

理ྔは、7年前は月300トン程度でしたが、現在は1000トンを
えるような規になりました。スクラοプ原ྉのॲ理ྔを૿し
ていくことは、資源॥環ܕ社会のߏஙにつながるとࢥいます。ま
た、地域のඒԽ活動などに参Ճするなど、地域社会とのڞ生のた
めの活動をੵۃ的に行っています。会社で作ったϢニフォームの
ィンドϒレイΧーをணて、地域活動に参Ճしています。
大塚　三༑電子工業は表から見ると表面ॲ理の専門工場ですが、

ཪから見ると一日2000トンの水をリサイクルしている水の再
生工場です。メοΩ業քには、メοΩイコール公害と見られた環
境面で非常にݫしい時代がありました。こういったことから、三
༑電子では「ഉ水で問をىこすとૢ業ఀࢭだけではなく、業
քにをかける」という意ࣝで、ഉ水ॲ理のためのઃ備投資
を行ってきました。ഉ水ॲ理は、メοΩ事業をܧ続するための
CSR活動とも考えられます。
木村　۩体的な事ྫとして2つ͛ڍられます。1つには、私たちの

がお客さまに認定されて、監査をडけていることです。こ
れは、お客さまがΉものをできている証拠ではないかと

水と・ؾのંのྫです。電ࡂいます。2目は、東日本大ࢥ
いったライフラインがશ部ࢭまり、ү原工場も大きなඃ害をड
けました。その時に、地域の方ʑからさま͟まなࢧԉをଷし、
本社からもଟくのࢧԉ資を送っていただきました。このこと
をྐにૢ業の再開に当たり工場શ体が一க団結し、非常に大き
なྗを発شできたとࢥっています。
中村　東日本大ࡂのંには、の方ʑからଟֹのԉॿをいた

だいています。はਓ2ޱ300ສਓの国ですが、ੈ ք࠷大の
ٛԉ金を送ってくれた、非常に日的な国です。それにԿらか
のܗでԠえたいと考え、ઓ前に日本鉱業が事業を行っていた金
ӝ石鉱山の地にあるԫ金തؗと協ྗし、2011年11月に日
鉱記೦ؗのಛผ展示会を開࠵しました（ৄࡉはP84をご参照く
ださい）。ࠓ後もܧ続的にの社会に対して貢献活動をして
いきたいと考えています。
八牧　当社グループでは5000ਓをえるਓがಇいており、コン

プライアンスコーポレート・ガόナンスについて、会社として
きちんとした制度をつくる必要はあります。一方、性ѱ説を持っ
て組৫がਓをコントロールすれそれなりのռめは可能です
が、それではշ活な৬場づくりはめません。性ળ説を持って
問に対ॲし、解ܾすることができる体制をつくることが、CSR
を推進する意ٛであるとࢥいます。
松井　CSRを社会的責任と理解すると、外からڧ制される、എ負

わされるというडのイメージになってしまいます。CSRは
もっと能動的な「社会の৴པにԠえ、社会にうまく関わっていく
活動」です。皆さんがCSRを能動的なものとしてडけࢭめ、ੵ
ってࢥ的に活動を展開しているが聞けて、非常にうれしくۃ
います。
岡田　鉱山は、ด山のためにඅ用をੵみཱてていきます。๛Ӌ鉱

山は60ԯԁをえるੵみཱてをしました。この๛Ӌ鉱山の地
にੈքでॳめての内ഇ水ॲ理場をつくりましたが、結ہ
100ԯԁのݐઃඅがかかりました。さらにຖ年5 〜 6ԯԁの
ॲ理අがかかってきます。こういったٳഇࢭ鉱山がશ国で39ϱ
所あります。当社は、ほ΅Ӭ久的にٳഇࢭ鉱山の管理を続け
る必要がある会社です。

　　また、ࠓ後も銅は必要であり、銅鉱山の開発は進めなけれ
なりません。一方、資源開発は、地ٿ環境をഁյしている側面
もあります。このため資源開発を進める上でルールをकる必要
がありますが、そのために大มなコストがかかります。「CSR活
動は事業活動そのもの」と言うのは؆୯です。当社がこれを実
ફしていくことは、大きなࠔをうという認ࣝが必要です。

にͭな͛ていく্͔Ձۀاಈをい͔に׆$43
司会　ޙ࠷ͷ՝ͱ͠てɺۀࣄ͕֤ࣗޙࠓにଈ͠た$43׆ಈをͲ
ͷΑ͏に࣮ફ͠ɺͦ ͷ׆ಈをい͔にۀاՁͷ্にͭな͛て
いくͷ͔にͭいておฉ͔せいただ͖たいͱࢥい·͢。·ͣখ௩
さΜ͔Βɺ見Ͱͷ取Γみにͭいてごઆ໌をいただ͖ɺ
ͦͷ༰をجにօさΜにٞ͠ていただ͖たいͱࢥい·͢。
小塚　見工場では、CSR活動という切りޱで項目を並べସえた

中期計ըの資ྉを作成し、これを基に工場のCSR活動について
の中期計ըを従業員に説明しました。NPM活動（ৄࡉはP27を
ご参照ください）を通して۩体的な活動を推進していくわけで
すが、従業員には私たちの事業活動が社会につながっているこ
とを理解し、企業Ձ上のための意ࣝ改革につな͛てもらい
たいとࢥいます。
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中村　大切なのは、会社内での意ࣝ統一だとࢥいます。ྫ え
ローΧルの従業員は、必ずしも日本ਓとಉじՁ؍を持って
いるとは限りません。ਓの国ຽ性をଚ重した上で、従業員
に事に対するތりを持たせることが企業Ձ上の基ૅにな
るとࢥいます。そのための組みづくりが私の事であると
。っていますࢥ
木村　の໋は、高質のを҆定的にコストでつくる

ことです。ڝ૪ྗのあるものづくり、事業の֦大、ޏ用の出、
ＪＸ日鉱日石金属というϒランドの上、それがさらなるڝ૪ྗڧ
Խにつながるというサイクルを回していけれとࢥっています。
大塚　ＪＸ日鉱日石金属グループの一員となって2年になります。

この間、̓ શ文Խのߏஙにྗしてきました。また、中期計ըを
基に部門ごとの方針、さらにはݸਓ目標を抽出し、方針・目標を
記したΧードを作りました。ࠓ後もCSR活動をわかりすい言
༿で従業員に伝え、શ員参Ճで企業Ձを上͛ていきたいと
。っていますࢥ
阪口　去る4月11日に新ઃ備のॡ工式をࣥり行いました。この

際、マスコミ関連にも数社དྷていただき、式の༷がテレビの
地方版で์өされました。プレθンスなどをૌえる上で、マスコ
ミのྗは大きいとࢥいます。地域との৴པ関係をߏஙする上で
のコミュニケーションの大切さを௧感しました。
塚原　国際的な情報開示の基準がมわりつつあります。このよう

なมԽにଈ時に対Ԡすべく情報ऩ集などを৺ֻけています。当
社グループの情報をਖ਼しく社外に発৴する体制をつくっていく
ことによって、企業Ձの上に貢献できると考えています。
岡　先日์өされたテレビ番組で、あるಋ体関係のメーΧーの

事業が紹介されました。この番組を見ていた方はこのメーΧー
に対しྑいイメージを持ったはずです。会社の規株Ձと
いった指標ではなく、はり事業そのものがपりの方からଚܟ・
評Ձされることが非常に重要であるとࢥいました。
八牧　ྗとか成果が報われる組みをつくっていくことが、本

社にいる私たちの責務です。ྫ えٳഇࢭ鉱山の管理業務は、
ଟくのਓにられることのない大ม地ຯな存在でしたが、東日
本大ࡂ以߱の適切な対Ԡを通して、その重要性が認ࣝされ
ています。こういった業務をਖ਼しく評Ձできる会社にすることに
よって、当社グループの従業員一ਓひとりが自৴ތりを持て
るようにしたいとࢥいます。
松井　「CSR活動は事業活動そのもの」ですから、中期計ըが

出དྷ上がった時でCSR活動計ըも出དྷ上がっているわけ
です。この活動計ըの実ޮ性を୲保することが重要なので
あり、先ほどখ௩工場長に説明してもらった見工場での新
たな取り組みは、ଞの事業所にとっても非常に参考になると
。いますࢥ
岡田　ऩӹの૿大生産性の改ળなどは、企業Ձ上のため

の必要件であることは間ҧいありません。しかし、地域社会
お客さまからの৴པ、従業員の満足度の上といったものを
含めてॳめて必要े分になるとࢥいます。৴པのߏங満足
度上のためのツールとして、খ௩さんがまとめてくれたもの
が一つのサンプルになるとࢥいます。ぜひࠓ回し合ったこと
を踏まえ、必要े分件を満たす৬場でのリーダーになってい
ただきたいとお願いします。
司会　Ͳ͏͋Γ͕ͱ͏ ご͟い·͠た。
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ಈํ׆$43 

ＪＸ日鉱日石金属グループのCSR
ＪＸ߭ ੴۚ ଐάϧʔϓͷ$43׆ಈʹ ͍ͭ ͯ͝ ใ͠ࠂ ·͢ ɻ

当社άϧーϓͷʮ$43׆ಈ׆ۀࣄಈͦͷͷͰ͋Δʯͱͷجຊೝࣝに͖ͮجɺߦۀاಈൣنを࣮ࡍͷ$43׆ಈʢ׆ۀࣄ
ಈʣに۩ମతにͲ͏ల։͠ていくͷ͔をʮ$43׆ಈํʯͱ͠て·ͱΊてい·͢。͜ ͷʮ$43׆ಈํʯにԊってɺごͱ
に۩ମతな׆ಈܭըをࡦఆ͠ɺ1%$"サΠΫϧをճ͢͜ͱにΑΓɺ$43׆ಈͷԁなਪਐをਤΓ·͢。
　·たɺ当社άϧーϓɺʮۀࣄにଈ͠た$43׆ಈを௨͠てۀاՁͷ্をਤΔʯ͜ ͱを2012Ҏ߱ͷ$43׆ಈ
ඪͱ͠てい·͢。͜ ͷඪにैいɺै དྷͷάϧーϓڞ௨ͷ$43׆ಈํにՃ͑ɺ֤ ಈ׆にଈ͠た$43ۀࣄॴ͕ͦͷۀࣄ
ํをࡦఆ͠ɺ͜ ΕにԊって1%$"サΠΫϧをճ͠ていく͜ͱͱ͠てい·͢。

■ 地ٿ資源を直原材ྉとしているಛを踏まえて、 
限りある資源をແବなく、ޮ 率的に۷࠾、࿉、Ճ工、そ
してリサイクルすることをܧ続的に実行するため、事業
活動のあらΏる工程および側面における生産性の革新

։ൃݯࢿ

金属࿉

Ճࡐి

リサΠΫϧڥ

■ 企業行動規範の९क
 （公ਖ਼な取引、法ྩ९क、地ٿ環境保શ、̓ શ・ࡂ、 

情報開示など）
■ 社会貢献活動の推進（国内外）
 （事業活動のಛ性にԠじた貢献活動の展開）

■ ະ利用位ེԽ銅鉱からの銅回ऩٕज़の開発
 （όイΦ・マイニング）

■ ੈք基準（8orld #anL Environment )ealth and 
Safety Guidelines）のクリアーを前ఏとした鉱山開発

■ グループ各࿉所（ࠤլ関、ۄ野、-S-NIKK0）の連ڧܞ
Խによる生産性の上（ޮ率Խ、ٕ ज़ڧԽなど）

■ 位銅ਫ਼鉱から銅・و金属をޮ率的に回ऩする࣪式
࿉ٕज़の開発（日鉱ԘԽ法）

■ 環境ௐܕの࿉ٕज़開発
 （S0xを発生させないなど）

■ 質･ಛ性などの革新にけた開発のଅ進 ■ 環境ྀܕ電子材ྉのٻ

■ ॲ理（石໖、ඍྔPC#含有機ثなど）の҆શॲ理の
ଅ進

■ リサイクル原ྉからのو金属、レアメタル、レアアースな
どの回ऩ（都ࢢ鉱山開発のଅ進）

■ θロエミοションにけたリサイクルのଅ進

資源と素材の生産性の革新 さまざまなステークホルダーとの共生

上流

中流

下流

௨ڞ
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主なステークホルダー 当社グループの主な責任・活動 主な対方法
お٬さ· 事業活動を通じて、ී ஈからີな関わ

りを持つお客さまのご意見・ご要にお
Ԡえし、ご期にԊうことが࠷重要՝
の一つであると認ࣝしています。

■ Ձあるのఏڙ
■ の҆શ面・環境面に関する情報

ఏڙ
■ 質の一の改ળ
■ サービス面の上
■ の҆定څڙ体制のཱ֬

■ ・サービスの紹介、ఏڙ
■ 新規開発などに関するご૬ஊ
■ の҆શ面・環境面・څڙ面に関す

る情報ఏڙ
■ 展示会などにおける情報ަ

お取Ҿ先 当社グループの事業ܧ続のための重要
なパートナーであるお取引先との૬ޓの
৴པ関係のߏஙにめています。

■ 公ਖ਼な取引
入ガイドラインߪങ方針、グリーンߪ ■

のఏ示による環境保શの推進
■ ྲྀのޮ率Խ、リサイクルなどでの協ಇ
■ 協ྗ会社の҆શかつշ適な৬場環

境のఏڙ

■ ＪＸ日鉱日石プロΩュアメント（株）を通
した日常の取引

■ 協ྗ会社の環境҆શガイドラインな
どのఏڙ

Ոࢿओ・ג ＪＸグループの中֩事業会社として、株
主・投資家の皆さまの説明責任を果た
し、企業経Ӧのಁ明性の֬保にめ 
ます。

■ ＪＸホールディングス（株）を通した適
切かつ適時の情報開示

■ 経済、環境、社会の各側面からの企業
Ձの上

■ 株主૯会
■ ＪＸホールディングス主࠵の投資家

け説明会など

һۀै ステークホルダーであるとಉ時に、CSR
活動の中৺的な役ׂを果たしています。
ஙにߏできる体制のشʑの能ྗを発ݸ
めています。

■ ৬場環境の整備
■ 公ਖ਼な機会のఏڙとଟ༷性の֬保
■ ਓ材ҭ成制度などの整備
■ 従業員の満足度の上

■ 自己ਃ告制度
■ ࿑協議会など
■ ҆શӴ生委員会
■ CSRアンケート
■ CSR࠲ஊ会

ମஂֶ࢈ 新ٕज़のߏங、কདྷੈ代のҭ成上での重
要なパートナーであると認ࣝしています。

■ 幅広い分野に関するఏ言
■ Պ学ٕज़のৼڵ
■ 当社グループ事業ྖ域におけるਓ材

ҭ成のための協ಉ

■ ॾ団体のՃ入およびྫ会などの
定期的な参Ճ

■ 大学・ڀݚ機関とのڞಉڀݚなど
■ 国家プロジΣクトなどの参ը

Ҭ社ձ・
社ձࡍࠃ
ʢڥٿʣ

事業活動を展開するに当たり、さま͟ま
なަྲྀの機会を通じて、地域社会・国際
社会のଟくの皆さまの声をഈௌしてい 
ます。さらに、地ٿ環境問に対して、当
社グループのྟΉべき方針・࢟を明֬
にし、事業活動にөしています。

■ 地域環境の保ޢ（自࣏体などの環境規
制などの९क）

■ 国内外事業所における事ࡂ、ނ害の 
ࢭ

■ 各地域の文Խ、׳शのଚ重

■ 地域社会の貢献活動（ਗ਼活動、
（活動の参ըࡂ

■ ೲྋࡇ、意見ަ会などの定期的な 
実施

■ ICMMの各種プロジΣクトの参ը
■ 国際会議などでの情報・意見ަ

/10・/(0 ಛ৭ある活動を展開しているNP0・NG0
の皆さまとの対、協ྗ関係を、当社グ
ループのCSR活動にөしています。

■ ICMMの会員企業として、地ٿ環境保
શの実現にけたॾ活動の実施

■ 環境保ޢなどの社会貢献活動におけ
る協ಇ

■ 事業展開における協ಇ

■ NP0・NG0との意見ަ
■ NP0・NG0活動のࢧԉ

কདྷੈ代 কདྷの社会を୲うੈ代の皆さま、当社
グループの役ׂを伝えることができるよ
う、対を続けていきます。

■ 環境保શશൠに対する意ࣝのৢ成
■ ものづくりによる社会的貢献度の重要

性のܒ発

■ 工場見学会などの実施
■ 東大د付ڀݚϢニοトの開ઃ（ৄࡉは

P23をご参照ください）

εςʔΫϗϧμʔͱͷؔ ΘΓ

ࣾ άϧʔϓͷεςʔΫϗϧμʔ
当社άϧーϓͷ׆ۀࣄಈさ·͟·なステーΫϗϧμーʢརؔを༗͢Δํʑʣͷօさ·に͑ࢧΒΕてい·͢。ৗత
にؔΘΓͷਂいステーΫϗϧμーͷօさ·ͱ当社άϧーϓͷओなɺରํ๏をԼ表ͷΑ͏に·ͱΊ·͠た。͜ ΕΒͷ
օさ·ͱػձͷ͋Δごͱにີなίϛϡχέーγϣϯを取Γͭͭɺޙࠓྑな৴པؔͷߏஙにΊてい͖·͢。

Ｊ
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߭
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ଐ
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ಈํ׆$43 ʹ ΘؔΔ࣮ ɾධՁ͓ Αͼ����ͷඪ
PLAN DO CHECK ACT

۩ମతͳ߲͓Αͼඪ 2011ඪ ըͨ͠༰ܭ 2011࣮
ʢ࣮ɺϕϯνϚーΫͱͷࠩҟɺ։ൃҊ݅ʹ͓͚Δਐ࣮ͳͲʣ ୡධՁ 2012ͷඪ߲

ʢඪɺ·ͨඪͱ͢ΔਐͳͲʣ͓Αͼͦͷ՝

˙
�
資ݯͱૉࡐͷੜੑ࢈ ৽ֵ

事業活動のあらΏる工程および 
側面における生産性の革新

⬟ 生産性革新の推進

社長表জ、工場長表জなど ⬟ 生産性革新による表জ事ྫ
■ パンパシフィοク･Χοパー（株ࠤ） լ関࿉所：ＪＸ日鉱日石金属社長

表জड
■ パンパシフィοク･Χοパー（株）ۄ野࿉所：発明優ल者表জ
■ ү原工場：発明࠷優ल者

˓

⬡ 環境における生産性革新

エネルギー用原୯位ݮ
（2008 〜 2010年度実ฏۉ比1ˋݮ）

■ 日ཱ事業所 )MC部：ࢎԽਫ਼エネルギーޮ率改ળ
■ 日ཱ事業所 銅ഩ部：電解銅ഩの電ྗ原୯位改ળ
■ 日ཱ事業所 めっき･Ճ工部：電ྗ用ྔݮ

2008〜2010年度のฏۉに比べ5.3ˋ૿ エネルギー用ྔ、C02ഉ
出ྔとも2008 〜 2010年
度のฏۉに比べ下した
が、東日本大ࡂの影響に
より、関東・東地域の
事業所でૢ業を༨ّなく
されたこと、電材Ճ工事業
のタイの水害の影響な
どにより、生産ྔの下が
ஶしく、原୯位としては૿
Ճとなった。

ʷ

ʲ目標 2r008 〜 2010年度のฏۉに比べ2ˋݮ
■ 各事業所のলエネ事ྫを発۷し、શ事業所水ฏ展

開する
■ ແବにࣺてられているエネルギー源を抽出・回ऩし有

ޮ活用をਤる
などの方ࡦで目標ୡ成を目指す。

C02ഉ出原୯位ݮ
（2008 〜 2010年度実ฏۉ比1ˋݮ）

■ ＪＸ金属খケミΧル：ܗݻ૿ॲ理による原୯位ݮ
■ ү原工場：าཹり改ળ、高ޮ率機ثの切りସえなど
■ 日ཱ事業所 めっき・Ճ工部：ৠؾ用ྔݮ
■ 見工場：各種লエネ対ࡦとาཹり改ળ

2008〜2010年度のฏۉに比べ5.9ˋ૿

ʷ

ແ用్ഇغ比率1ˋະ満のҡ持
ແ用్ഇغ比率ʹ

（୯७ম٫ྔʴ
ऴॲ分ྔ）y࠷
ഇغ等発生ྔ

■ 日ཱ事業所 )MC部、ＪＸ金属খケミΧル、ＪＸ金属環
境、ＪＸ金属三日ࢢリサイクル、ＪＸ金属ರլリサイクル： 
ഇغ࠷ऴॲ分ྔθロ（θロエミοション）のܧ続

■ 見工場：産業ഇغഉ出ྔ、࠷ऴຒめཱてྔのݮによりコ
スト改ળ

■ 日ཱ事業所 銅ഩ部：ഇغྔの管理ڧԽなど

ແ用్ഇغ比率0.8ˋ

˓ ແ用్ഇغ比率1ˋະ満をҡ持

˙
�͞
·͟ ·ͳεςʔΫϗϧμʔͱͷڞੜ

企業行動規範の९क
（公ਖ਼な取引、法ྩ९क、地ٿ環境

保શ、̓ શ・ࡂ、情報開示など）

ෆ事のࠜઈ ⬟ ෆ事のະવࢭ
■ コンプライアンス意ࣝのపఈ
■ コンプライアンス関連目標の९क

■ 重大なෆ事なし
˓ ෆ事θロをܧ続

҆શ・ࡂのపఈ ⬡ ҆શ・ࡂのపఈ
■ ҆શな৬場環境の֬保
■ 業務上࣬පの໓

34件：（以上ٳෆ）害発生件数ࡂ ■
■ Րࡂ･ര発事2：ނ件
■ 業務上࣬ප： 0件

ʷ
重大ࡂ害事ྫに基づく܁りฦしڭҭ実施など
まれ・高所作業に関する法ྩ・所内ルールࠐきרまれڬ
の理解のためのڭҭを重的に実施

CSRਁಁを೦಄にஔいた各種ڭҭの実施 ⬣ 社員ڭҭの実施
■ CSR説明会の開࠵
■ コンプライアンスڭҭの実施など

■ 国内25、海外14の事業所でCSR説明会（51回）、従業員࠲ஊ会（46回）
を開࠵

■ 従業員アンケートௐ査の実施
■ ֊ผڭҭ、ಠې法、̓ શ保োқ管理の実施
■ 各部ॺのCSR推進責任者に対するCSRݚम会を実施

˓

法規制に対する対Ԡ ⬥ 法規制に対する対Ԡ
認可、ॾ届出などの࿙れのない適切な対Ԡڐ ■
■ 環境関連法ྩの९क

■ 環境・҆શ関係コンプライアンス૯検を実施
■ PC#の計ը的ॲ理 ˓ 続実施ܧ

社会貢献および地域社会に関わ
る事項の推進

地域社会との༥ ⬧ 地域社会とのコミュニケーションの推進
■ ඒԽӡ動
■ ೲྋ会などによる地域社会とのコミュニケーション

■ 東日本大ࡂ෮ࢧڵԉの従業員Ϙランティア活動
■ ඒԽӡ動、海؛ਗ਼、地域社会、ॾ団体とのަ ࡇೲྋ、（続実施ܧྀྲ）

の開࠵
■ Ҍֻ山ਗ਼Ϙランティア活動の参Ճ

˓ 続実施ܧ

ステークホルダーからの৴པ֫ಘ 各種認証の取ಘ 各事業所にて、0)SAS・IS0の認証ܧ続のため定期審査をड審 各事業所にて、0)SAS・IS0の認証ܧ続のため定期審査をड審、֓ Ͷ適ਖ਼なӡ用 ˓ 続実施ܧ
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ୡ成度評Ձ ˰ ˓：目標をୡ成　˚：一部ະୡ成　 ：̫ະୡ成

PLAN DO CHECK ACT

۩ମతͳ߲͓Αͼඪ 2011ඪ ըͨ͠༰ܭ 2011࣮
ʢ࣮ɺϕϯνϚーΫͱͷࠩҟɺ։ൃҊ݅ʹ͓͚Δਐ࣮ͳͲʣ ୡධՁ 2012ͷඪ߲

ʢඪɺ·ͨඪͱ͢ΔਐͳͲʣ͓Αͼͦͷ՝

˙
�
資ݯͱૉࡐͷੜੑ࢈ ৽ֵ

事業活動のあらΏる工程および 
側面における生産性の革新

⬟ 生産性革新の推進

社長表জ、工場長表জなど ⬟ 生産性革新による表জ事ྫ
■ パンパシフィοク･Χοパー（株ࠤ） լ関࿉所：ＪＸ日鉱日石金属社長

表জड
■ パンパシフィοク･Χοパー（株）ۄ野࿉所：発明優ल者表জ
■ ү原工場：発明࠷優ल者

˓

⬡ 環境における生産性革新

エネルギー用原୯位ݮ
（2008 〜 2010年度実ฏۉ比1ˋݮ）

■ 日ཱ事業所 )MC部：ࢎԽਫ਼エネルギーޮ率改ળ
■ 日ཱ事業所 銅ഩ部：電解銅ഩの電ྗ原୯位改ળ
■ 日ཱ事業所 めっき･Ճ工部：電ྗ用ྔݮ

2008〜2010年度のฏۉに比べ5.3ˋ૿ エネルギー用ྔ、C02ഉ
出ྔとも2008 〜 2010年
度のฏۉに比べ下した
が、東日本大ࡂの影響に
より、関東・東地域の
事業所でૢ業を༨ّなく
されたこと、電材Ճ工事業
のタイの水害の影響な
どにより、生産ྔの下が
ஶしく、原୯位としては૿
Ճとなった。

ʷ

ʲ目標 2r008 〜 2010年度のฏۉに比べ2ˋݮ
■ 各事業所のলエネ事ྫを発۷し、શ事業所水ฏ展

開する
■ ແବにࣺてられているエネルギー源を抽出・回ऩし有

ޮ活用をਤる
などの方ࡦで目標ୡ成を目指す。

C02ഉ出原୯位ݮ
（2008 〜 2010年度実ฏۉ比1ˋݮ）

■ ＪＸ金属খケミΧル：ܗݻ૿ॲ理による原୯位ݮ
■ ү原工場：าཹり改ળ、高ޮ率機ثの切りସえなど
■ 日ཱ事業所 めっき・Ճ工部：ৠؾ用ྔݮ
■ 見工場：各種লエネ対ࡦとาཹり改ળ

2008〜2010年度のฏۉに比べ5.9ˋ૿

ʷ

ແ用్ഇغ比率1ˋະ満のҡ持
ແ用్ഇغ比率ʹ

（୯७ম٫ྔʴ
ऴॲ分ྔ）y࠷
ഇغ等発生ྔ

■ 日ཱ事業所 )MC部、ＪＸ金属খケミΧル、ＪＸ金属環
境、ＪＸ金属三日ࢢリサイクル、ＪＸ金属ರլリサイクル： 
ഇغ࠷ऴॲ分ྔθロ（θロエミοション）のܧ続

■ 見工場：産業ഇغഉ出ྔ、࠷ऴຒめཱてྔのݮによりコ
スト改ળ

■ 日ཱ事業所 銅ഩ部：ഇغྔの管理ڧԽなど

ແ用్ഇغ比率0.8ˋ

˓ ແ用్ഇغ比率1ˋະ満をҡ持

˙
�͞
·͟ ·ͳεςʔΫϗϧμʔͱͷڞੜ

企業行動規範の९क
（公ਖ਼な取引、法ྩ९क、地ٿ環境

保શ、̓ શ・ࡂ、情報開示など）

ෆ事のࠜઈ ⬟ ෆ事のະવࢭ
■ コンプライアンス意ࣝのపఈ
■ コンプライアンス関連目標の९क

■ 重大なෆ事なし
˓ ෆ事θロをܧ続

҆શ・ࡂのపఈ ⬡ ҆શ・ࡂのపఈ
■ ҆શな৬場環境の֬保
■ 業務上࣬පの໓

34件：（以上ٳෆ）害発生件数ࡂ ■
■ Րࡂ･ര発事2：ނ件
■ 業務上࣬ප： 0件

ʷ
重大ࡂ害事ྫに基づく܁りฦしڭҭ実施など
まれ・高所作業に関する法ྩ・所内ルールࠐきרまれڬ
の理解のためのڭҭを重的に実施

CSRਁಁを೦಄にஔいた各種ڭҭの実施 ⬣ 社員ڭҭの実施
■ CSR説明会の開࠵
■ コンプライアンスڭҭの実施など

■ 国内25、海外14の事業所でCSR説明会（51回）、従業員࠲ஊ会（46回）
を開࠵

■ 従業員アンケートௐ査の実施
■ ֊ผڭҭ、ಠې法、̓ શ保োқ管理の実施
■ 各部ॺのCSR推進責任者に対するCSRݚम会を実施

˓

法規制に対する対Ԡ ⬥ 法規制に対する対Ԡ
認可、ॾ届出などの࿙れのない適切な対Ԡڐ ■
■ 環境関連法ྩの९क

■ 環境・҆શ関係コンプライアンス૯検を実施
■ PC#の計ը的ॲ理 ˓ 続実施ܧ

社会貢献および地域社会に関わ
る事項の推進

地域社会との༥ ⬧ 地域社会とのコミュニケーションの推進
■ ඒԽӡ動
■ ೲྋ会などによる地域社会とのコミュニケーション

■ 東日本大ࡂ෮ࢧڵԉの従業員Ϙランティア活動
■ ඒԽӡ動、海؛ਗ਼、地域社会、ॾ団体とのަ ࡇೲྋ、（続実施ܧྀྲ）

の開࠵
■ Ҍֻ山ਗ਼Ϙランティア活動の参Ճ

˓ 続実施ܧ

ステークホルダーからの৴པ֫ಘ 各種認証の取ಘ 各事業所にて、0)SAS・IS0の認証ܧ続のため定期審査をड審 各事業所にて、0)SAS・IS0の認証ܧ続のため定期審査をड審、֓ Ͷ適ਖ਼なӡ用 ˓ 続実施ܧ
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■ 業քのおもなテーマおよびকདྷ的՝

■ 組৫のコア・コンϐテンス等

■ 組৫の成ޭに投資した
ステークホルダーの関৺事項等

■ 組৫の主要な方針、ઓུ等

■ 組৫の成ޭを実現するためにෆ可ܽな要Ҽ

■ 組৫にとっての重大なリスク

■ 組৫およびステークホルダーにとって重要な法規等 ■ ステークホルダーによって͛ڍられた関৺事項

■ 専門機関または専門家が行ったௐ査にてಛ定された
影響リスクまたは機会等

ス
テ
ồ
ク
ホ
ル
ダ
ồ
の
関
৺
の
高
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事業ઓུ上の重要性の高さ

ʹॏཁςʔϚ࠷ ఆܾ
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ＪＸ߭ੴۚଐάϧーϓͰɺۀࣄにؔΘΔڥ・ࡁܦ・社ձͷ֤໘Ͱさ·͟·な՝ղܾに取ΓΜͰい·͢。サス
テナビリティリポート2012ͷฤूに当たってɺͦ ͏͠ たଟくͷ՝ͷத͔ΒɺステーΫϗϧμーͷօさ·に༏先తにใ
。Δ�ͭͷテーϚをબఆ͠·͠た͑ߟॏཁͱ࠷ΔたΊに͢ࠂ

ॏཁテーϚબఆͷステοϓ

ステークホルダーの関心の高さ
■ 従業員アンケートのௐ査結果および従業員࠲ஊ会での関

৺テーマ
■ 新聞など公ڞの情報機関からの情報

事業戦略上の重要性の高さ
■ 各重要テーマのٸۓ性の高さ
■ 各重要テーマが経済活動に与える影響度の大きさ
■ CSR活動方針

(3*ΨΠυϥΠϯͷॏཁੑݪଇͱʁ

特集～私たちが重要と考える3つのテーマ

�
ୈ�ஈ֊

��ॏཁテーϚͷநग़
　GRIのガイドラインに基づき、2011年5月に開࠵したCSR推進
会議で抽出した44の重要テーマのうち、「ฆ૪地域からの原ྉ非
ௐୡ」を「サプライチΣーンマネジメント」の中に含めることで整理し
ました。一方、ICMMなど会議の場で取り上͛られたҊ件、および

2011年10月に開࠵したCSR推進責任者会議において新たに抽出
した項目のうち、「銅ਫ਼鉱༌送に関わる問」「外国現地従業員のプ
ロϞーション基準および意見集方法の明֬Խ」および「資源ナ
ショナリζムの対Ԡ」の3項目をՃえ、��߲Λநग़しました。

�
ୈ�ஈ֊

��ॏཁテーϚͷ༏ઌॱҐ͚
　第1ஈ֊で抽出された��ͷॏཁςʔϚを、事業ઓུ上の重
要性の高さおよびステークホルダーの関৺の高さについて、以下
の؍から優先順位付けを実施しています。

　また、CSR推進責任者ݚम会において実施した重テーマの
IS026000の7つの中֩主にԊった議論の結果もөさせま
した。
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特集

　優先順位付けした46の重要テーマを、2012年4月のCSR推進
会議で審議し、࠷ऴ的にサステナビリティリポート2011とಉ༷に
下記を࠷重要テーマとして選定しました。また、サステナビリティ
リポート2012においては、2011年3月11日に発生した東日本大

ࡂの当社グループの事業および社会શ体の影響のਙ大さに
ؑみ、「東日本大ࡂの対Ԡ（#CP対Ԡなど）」について第4の
テーマとしてまとめています。

　各重要テーマについては、CSR推進部にて年度ごとの見直しを行い、CSR推進会議で審議し、ঝ認をಘています。また重要テーマ
の実際の取り組みは、テーマごとに関連事業部などで実施計ըをࡦ定し、活動を行っています。CSR推進会議ではその進につい
て定期的に報告をडけることで、その状況を管理しています。

　3つの重要テーマに関するリスク・機会およびこれらのテーマのアプローチについてまとめました。

ॏཁςʔϚબఆͷ݁ Ռ

ॏཁςʔϚͷϚωδϝϯτ

બఆ͞ Εͨ �ͭ ͷॏཁςʔϚͱͦ ͷϦεΫ͓ Αͼػձ

テーマ リスクおよび機会 アプローチ

ज़ͷ։ൃٕܕྀڥ ■ お客さまをはじめとするステークホルダーか
らのニーζのมԽ。

■ 高機能Խなどによるল資源、高リサイクル
性、環境負荷のݮなどの؍からのٕज़
開発の要。

ステークホルダーからの要をベースに、ࠓ後
༧ଌされるリスクに対Ԡできるٕज़をཱ֬する
ため、ٕ ज़開発センターを中৺に各事業ྖ域
において開発を進めています。

มಈͷ取Γみީؾ ■ 地ٿԹஆԽの対Ԡとして、ಛにC02ഉ出
Խの社会的ニーζの高ڧの取り組みݮ
まり。

■ 資源と素材の生産性を革新することによる
環境負荷のさらなるݮの要。

লエネ推進部会での活動を基に、さま͟まな
֯度から、計ը的にԹࣨޮ果ガスのഉ出ྔを
。しますݮ

ஙߏ社ձͷܕ॥ݯࢿ ■ ੈք的な資源ෆ足（ภ在を含Ή）による資源
のधڅඡഭと資源高。

■ リサイクル原ྉのޮ率的な集荷およびリサイ
クル原ྉからの金属回ऩٕज़の開発要。

資源॥環ܕ社会のߏஙに必要となるのが、資
源のリサイクルです。マテリアル・スチュϫード
シοプを推進し、都ࢢ鉱山からの金属資源の回
ऩに取り組んでいます。
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ଓՄͳࣾ࣋ ձͷߏஙʹ ͚ ͯ
特集 ⬟ 環境配慮型技術の開発

ڥʹ ྀ ͨ͠ ૉࡐͷɾͷ։ൃ

有識者座談会
ＪＸ日鉱日石金属άϧーϓͰɺステーΫϗϧμーͷօ͞
·͔Β͝ҙݟΛ͍͖ͨͩɺଟ༷ͳࢹΛऔΓೖΕΔ͜ͱͰɺ
ΑΓ༗ҙٛͳ$43׆ಈΛਪਐ͍ͯ͘͜͠ͱͱ͍ͯ͠·͢ɻ
͓ʹ༂͞Ε͍ͯΔ༗ࣝऀ�໊ͷํʑ׆ճ֤Ͱ͝ࠓ
ू·Γ͍͖ͨͩɺάϧーϓͷ$43׆ಈڥྀܕͷٕज़
։ൃʹ͍ͭͯ͝ҙݟΛ͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻ
˞本ߘでは、当日の࠲ஊ会の主な部分を掲載しています。

サステナビリティリポート2011について
松原　ＪＸ日鉱日石金属のಛでもある、資源開発、金属࿉、電

子材ྉ、そして環境リサイクルという॥環ܗܕଶで事業をӡӦ
していくことが、CSR活動そのものであるというのが非常にҹ
象にりました。

　　ೆถのチリでΧセロネス銅・Ϟリϒデン鉱চの開発を進めら
れています。そういう時に、日ཱ鉱山の大Ԏಥに象されるよ
うに事業展開の中でৢ成した%NAを基に、能動的にCSR活動
を展開し企業ਫ਼ਆをҭ成していくことが、ＪＸ日鉱日石金属の　
CSRのઓུであると読ませていただきました。グローόルԽの
中で、日本の企業のあり方の一つを見せていただいたようにࢥ
います。

　　ただし、読みにくかったというのが率直な感想です。推理খ説
とಉじで、࠷後まで読Ήと非常におもしΖく、ษڧになるのです
が、ଟくのਓが్中でめてしまうのではないでしΐうか。まず
ԣ文ࣈが非常にଟく、׳れないਓにとっては読Ήことが大มだ
とࢥいます。このんは工の༨地があるでしΐう。

大井　私たちは、日ࠒからＪＸ日鉱日石金属の役員、部長クラス
の方に取材をさせていただいているほかに、ＪＸグループとし
て年2回、グループ会社の役員と͟っくらんな意見ަをさ
せていただいています。ＪＸになってからも前きに私たちメ
ディアというステークホルダーに関わっていただいていること
に感ँしています。ࠓ回改めてCSRCSRリポートをษڧし

ग़੮ऀ
　༗ࣝ ʢऀेޒԻॱʣ
� େҪ�จ༷�߁
 日ץ産業新聞 ฤ集ہ非మฤ集長

� ࡚ా�༟༷�ࢠ
 ジϟーナリスト・環境Χンセラー

� έܒ�ݪհ�༷
 日本ࡦ投資ۜ行 環境・CSR部長

� দݪ�ӳҰ�༷
 京都大学大学Ӄ 材ྉ工学Պڭत

会࢘　
� ਫຊߐ�ཧ༷�ࢠ
 （株）あらたサステナビリティ認証機ߏ

　ฐ社
� ീ�ெߦ
 ＪＸ日鉱日石金属（株） 取締役常務ࣥ行役員

� ຊ�ಓࢁ
 ＪＸ日鉱日石金属（株） CSR推進部長
˞役৬などは、࠲ஊ会開࠵日のものです。

։࠵
　2012年5月18日（金）

։࠵ॴ
　ＪＸビル会議ࣨ
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て、CSRの重要性をひしひしと感じました。また৬業ฑ、私たち
はどうしてもࢹが۩体的なことにいきがちですが、連結のച
上高が1ஹԁになΖうというＪＸ日鉱日石金属のશ体૾をଊえ
るには、このリポートはかなり有ӹであるということを改めて感
じました。

　　非మ金属業քશ体に言えることかもしれませんが、もっと社
外にけて自社の活動を発৴した方がྑいとࢥいます。 
ＪＸ日鉱日石金属も、その%NAも含めてアϐールしていただく
と、企業Ձの上にもつながるものと考えています。
竹ケ原　私はいΖいΖな報告書をഈ読するཱ場なので、ׂ とԣ比

較をするのですが、感想としてはۃめて成度の高い報告書だ
とࢥいました。ＪＸ日鉱日石金属のಛとしては上ྲྀ、中ྲྀ、下
ྲྀのશてにおいて環境側面を持っておられるので、非常に論ず
べきがଟいということと、事業のྖ域が日本国内だけではな
くコンプライアンスのレベルがい海外をΧόーしていらっしΌ
るということです。CSRの؍からいうと、語っても語りきれな
いくらいの論があります。整理をせずに記述すると、これの3
ഒくらいになってもおかしくないくらいの情報ྔがきちんとまと
められています。CSRはϤーロοパ生まれの֓೦であり、本業を
通じて実現するものです。ڝ૪ྗを持った企業でなけれCSR
を語る資֨はありません。その上で、ܖあるいは法規制が要
する水準以上の活動を意ຯする「ビϤンド・コンプライアンス」ٻ
がٻめられます。ＪＸ日鉱日石金属は資源と素材の生産性を本
業の中で革新し、これを有ޮな環境対ࡦにしています。環境に
࣠足をஔいていることがすんなりと಄に入ってきます。またリ
ポートの中で、日ཱ鉱山のが出てきます。大Ԏಥのݐઃとࡩ
の২थは当時の法でٻめられたものではなかったが、会社が
必要と考えて実行されたとのことでした。これがまさに「ビϤン
ド･コンプライアンス」です。
八牧　ケ原さんの言われた「ビϤンド・コンプライアンス」は、大

มにありがたいお言༿です。当社は、事業を通して社会にどう
いう貢献ができるかを考えています。一方、それを有ޮに伝え
る方法を೦ながらཱ֬できていません。
崎田　サステナビリティリポート2011の中でڵຯを持ったのは、

上ྲྀ、中ྲྀ、下ྲྀという資源の一生の中でCSR活動に取り組ん
でいるということです。そのの原ྉがԿで、それがどのよ
うにになり、った後でどのようにリサイクルされるかが、

資源の一生です。ۙ࠷はফඅ者がを選する時に、資源の
一生に関する情報が重要ࢹされています。資源の一生という考
え方を明֬に発৴しているリポートの作り方に、関৺を持ちまし
た。一方、情報ྔはଟ過͗るという感じがしました。

ＪＸ日鉱日石金属の環境に配慮した素材や製品の製造
について
松原　私がڵຯを持ったのは、資源開発です。զが国のように資

源がない国がいかにして海外において資源を֬保するかという
時に、位Խする銅ਫ਼鉱に対するٕज़は非常におもしΖいと
ຯを持ちましたのは、金属の高७度ڵいました。もう一つࢥ
Խٕज़です。高७度の金属をった素材であるスマートマテリ
アル開発は、付ՃՁを付けながら次の展開を作り出す高度な
ٕज़です。金属の高७度Խにより、あるݩ素の७ਮなಛ性、ෆ
७とされてきた質の本当の機能、あるいはそのݩ素とෆ७
の݉Ͷ合いといったことがわかってきています。できるだけ
ఴՃࡎをলいた高機能素材の開発、ひいては高度リサイクルٕ
ज़の開発につながっていきます。ＪＸ日鉱日石金属ならではの
ٕज़であるとのҹ象をडけました。

　　地発電の開発については、ૢ 業時の負の要素であった地
を有ޮ活用しており、これも発想のసです。こういう発想ྗを
持ったਓ材の存在も、ＪＸ日鉱日石金属の大きなڧみであると
。いましたࢥ
大井　環境ྀܕのٕज़について、ビジネスϞデルを中৺に考え

てみました。ＪＸ日鉱日石金属の࠷大のڧみは、日本国内に
࿉所を持っていることです。ここでのઃ備ٕज़のԠ用で、い
わΏる都ࢢ鉱山の開発が可能になっています。ྫ えರլ工場
における用済みリチム電からのレアメタルの回ऩがその
事ྫです。海外の資源メジϟーは大きなڝ૪ྗを持っています
が、環境に関するٕज़開発というでは、日本の࿉メーΧーは
トοプレベルにあるとࢥっています。
司会　দ原先生からは環境ٕज़に関する発想のసが重要で、そ

ういうことができるਓ材がＪＸ日鉱日石金属にはいるのだΖうと
いうおをいただきました。また大Ҫฤ集長からはطに॥環ܕ
のビジネスϞデルができあがっていて、グループの中でもいΖ
いΖな取り組みが出てきているので、それらをうまく組み合わ
せていくとまだ৳びる༨地があるのではないかというおをい

࡚ా�༟༷�ࢠ
ジϟーナリスト・環境Χンセラー

দݪ�ӳҰ�༷
京都大学大学Ӄ 材ྉ工学Պڭत

େҪ�จ༷�߁
日ץ産業新聞 ฤ集ہ非మฤ集長

έܒ�ݪհ�༷
日本ࡦ投資ۜ行 環境・CSR部長

特集
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ただきました。会社側ではࠓ後の՝として۩体的にはԿを認
ࣝされていますかʁ
山本　ഇ家電には非常にଟ༷なݩ素がごくগྔ入っています。

コストでこれらの有Ձ金属を回ऩするٕज़をいかにཱ֬するか
ということです。また、集荷というビジネスϞデルのཱ֬が必要
ෆ可ܽとなります。
崎田　私は॥環基本計ըづくり、家電など各種リサイクル法の

組みづくりに参ըしてきました。資源॥環のためにリサイク
ルすることが大事ですが、そのためにはきちんと集める組み
が必要です。ಛにখܕ家電はྔをまとめることが重要ですが、
町ଜのෆ೩ΰミとして出されていることがଟいのが現状でࢢ
す。現在、自࣏体から認定をडけた事業者が広域で集めるな
ど、事業会社が開発したリサイクルに関するٕज़組みを࠷
大限に活かせる制度を৫りࠐんだখܕ家電リサイクル法が議論

されています。ＪＸ日鉱日石金属は、非మ金
属の分野ではトοプレベルの会社です。ぜひ
広域認定事業者のトοプόοターになり、自
家電をリサイクܕ用済みখ体が集めた࣏
ルしていただきたいとࢥいます。
　またリサイクルしすいখܕ家電、環
境ྀܕのઃ計に取り組Ήというのがࠓ
メーΧーに一番期されているとこΖです。
そういう部分でも、ＪＸ߭ੴۚଐはٕज़
的なアドόイスなどができるおཱ場ではな
いかとࢥいます。

松原　私たち材ྉというのは、ものすごくڧ
度がڧいもの、৯性のよいものといっ
たチϟンϐΦンデータをٻめるがありま

す。一方で、実際にϞϊをつくるのにԿが必要で、どういう材ྉ
であるべきかというϢーβーとのコミュニケーションが、実は
あまり取れていないのです。そのഎܠにはڀݚ資金の問な
どもあります。いΖいΖなܗで発想をมえていくことがٻめら
れてくるとࢥいます。だから、ホームランをଧつけれど、όント
ώοトもଧてるという、ある意ຯで2通りできるような、いわイ
チロー的なڀݚ者が૿えてくれ非常によいのかなとࢥいま
すͶ。
竹ケ原　下ྲྀにある産業ほど、環境にྀしたについての説

明が容қです。成ंメーΧーは、そのを介していΖいΖ
なఏ言ができます。一方、銅という金属だけを取り出して非మ
金属の࿉メーΧーの環境ྀの取り組みを考えることは一
見しくࢥえます。しかし、ྫ え、ϫイϠーϋーネスのメー
Χーは、よりܰくて性能のྑいϫイϠーϋーネスをつくること
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で、自動ंの環境負荷ݮに貢献し
ているわけです。そのϫイϠーϋー
ネスにも銅が用されています。結
、ＪＸ日鉱日石金属が高位の銅をہ
自動ंメーΧーがઓえるだけのコスト
でఏڙしていることが、࠷ऴ的に成
ंの環境対ࡦを実現していることに
なります。これが素材メーΧーの環境
ྀの貢献ポイントになるとࢥ
います。

　　ޮ率のྑいシステムで高質の銅
を作ると、それを用した下にある
メーΧーのڝ૪ྗにつながる。コス
トで高質の銅をڅڙすることで実
現するՁは大きいのです。これは
非常にしいとࢥいますが、このՁをある程度ʠ見えるԽʡで
きれ、ＪＸ日鉱日石金属の環境にྀした材ྉのڝ૪ྗを
的に数ࣈで示せることになります。

ＪＸ日鉱日石金属グループに期待することは？
松原　ＪＸ日鉱日石金属が資源॥環ܕの事業ܗଶの中でഓってき

た問解ܾの能ྗϊϋを、ࠓ後のCSR活動にөさせる
ことがポイントであるとࢥいます。

　　もう一つは、これまでも৮れましたがਓ材についてです。これ
は、ࠓの日本શ体にڞ通するテーマだとࢥいます。ଟくの業
者の理೦に「会社の࠷大の財産はਓである」と掲͛られていま
すが、ࠓはਓよりも金の方が大事という考え方がڧくなってい
るが見られます。原にもう一度っていただけれ、学
生を送り出す側としても非常にありがたい。
大井　2011年のリポートに、東日本大ࡂの際にଯੵ場が่れ

て鉱
㆓ㆄ㆕ㆂ

ᕥがྲྀ出したという記事があります。ＪＸ日鉱日石金属は、
この大୩鉱山も含め、શ国に39ϱ所のٳഇࢭ鉱山を๊え、うち
12ϱ所でഇ水ॲ理に取り組んでいます。この中で、ࡳຈにあ
る๛Ӌ鉱山に100ԯԁを投じ、ੈ ք࠷ॳの内ഇ水ॲ理施ઃ
をઃけたとっています。このような事業は、コストは発生する
が利ӹを生Ήことはありません。そういう事業にਓ・Ϟϊ・金を
投入しているＪＸ日鉱日石金属にܟ意を表します。

　　もう1は、海外におけるٳഇࢭ鉱山の管理についてです。
զが国の鉱山保҆法は、おそらくੈքでも࠷もݫしいもので
す。現在、開発を行っている海外の鉱山も、いずれ鉱຺がਚき
れٳഇࢭ鉱山になります。ここでも、ＪＸ日鉱日石金属がੈք
で࠷も֨ݫな鉱山保҆法のもとでഓったٳഇࢭ鉱山管理のϊ
ϋをۦし、活༂されることに期いたします。

　　また、日本のエネルギー源の一つとして、ੈ քで3番目のポ
テンシϟリティを有する地に期し、目しています。
竹ケ原　ੈքシΣアナンόーϫンのをଟく持っているがΏえ

に、報告書のਵ所に「څڙ責任」という言༿が出てきます。ＪＸ日
鉱日石金属からのڅڙがઈたれてしまうと、おそらく下に連

なるଟくの会社の事業がܧ続できなくなってしまいます。
　　東日本大ࡂを経ݧして、ੈ の中では#CPの見直しが進めら

れています。ＪＸ日鉱日石金属からも、#CPについての考え方
をগしまとめて掲載されてはとࢥいます。ＪＸ日鉱日石金属から
ௐୡしていれ大ৎというメοセージになります。
崎田　2012年6月に開࠵の「リΦʴ20」では、「持続可能な開発

とශࠜࠔઈの文຺におけるグリーンエコϊミー」が主テーマ
の一つとなっています。୯にٕज़的な環境ྀをするにとどま
らず、資源開発の際には૬手国の自વ環境の保શ、地域ॅຽの
生活、ਓڭ、ݖҭの上、ශࠔのࠜઈなどに関わりながらその
国の経済の発展に貢献していこうという考え方です。生ଟ༷
性を考える上でも、୯に২ྛとかྛ保શだけではなく、その
ଞのಛ性をྀした活動が必要になります。社会の持続可能
な発展のためには、「環境」「経済」「社会」の側面からの検討が
必要ですが、そこにもう一つ「文Խ」というࢹが必要です。૬
手国の文Խྺ࢙、ਓݖライフスタイルなどにܟ意をって
いくということが、結果として生ଟ༷性ྛの保શにつな
がります。

　　ＪＸ日鉱日石金属は、資源開発にಉ༷のお考えを持って取り
組んでいると理解していますが、考え方をまとめそれをもっと
。いますࢥௐされてはどうかとڧ
八牧　ࠓ日は有意ٛなおをたくさんうことができました。あ

りがとうご͟いました。
　　事業を展開するためにはਓ・Ϟϊ・金が必要となります。Ϟϊ

お金をௐୡする手ஈはいくらでもありますが、優れたਓ材は、
Ϟϊお金を集めるのとはҟなります。いかにྑいਓ材を集め
ることができるかは、私たちの重要な経Ӧ՝だと認ࣝしてい
ます。

　　また、私たちにおدせいただいている期にもさま͟まなも
のがあることも再認ࣝいたしました。中には私たちだけで解ܾ
することはࠔなことも含まれていますが、ࠓ後も皆さまのご
意見社会からの要をਅにडけࢭめ、ＪＸ日鉱日石金属ら
しいCSR活動を展開してまいります。

特集
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特集 ⬡ 気候変動への取り組み

ٿԹஆԽɺҟৗؾͷଟൃւ໘্ঢͳͲͷީؾมಈΛͨΒ͠·͢ɻͦ ͷ݁ՌɺۀɾۀړͳͲͷ৯ྉͷӨڹɺ
ॵײછͳͲਓͷ݈߁ͷӨڹɺࣗ વࡂʹΑΔ࢈ࢿੜ׆ΠϯϑϥͷӨڹͳͲਓؒ社会ʹਂࠁͳඃΛ༩͑·
͢ɻಉ࣌ʹɺͪͨࢲͷ׆ۀࣄಈʹࡒతʹେ͖ͳӨڹΛٴ΅͢Մੑ͕͋Γ·͢ɻީؾมಈʹؔ͢Δؒύωϧ
ʢ*1$$ʣͷୈ࣍�ධՁใࠂॻͰɺ2ʙ � $˃Λ͑ΔฏؾۉԹͷ্ঢ͕͖ىΔͱɺੜ׆ίスト͕૿େ͢ΔՄੑ͕͋Δͱ
༧ଌ͍ͯ͠·͢ɻＪＸ日鉱日石金属άϧーϓͰɺૉ社会ͷߏஙʹ͚ͯɺܭըతʹԹࣨޮՌΨスͷݮʹऔΓΜ
Ͱ͍·͢ɻ

　当社グループは、2006年10月にグループ環境基本方針を制定して以དྷ、エネルギー用ྔ、
C02およびഇغのഉ出ྔについて中期計ըをࡦ定し、結果を公表しています。ީؾม動に関連す
るエネルギーとC02については、2008年度にઃஔしたলエネ推進部会が中৺となってݮを進め、
中期計ըの࠷ऴ年度である2010年度に当ॳ目標をୡ成しました。
　2011年度は新たな目標*1をઃ定し、高ޮ率機ثの切りସえ、ৠؾ用ྔなどのݮのほか、
าཹり改ળなどを行うことで、エネルギー・C02のݮをਤりました。一方、東日本大ࡂの影響に
より関東・東地方の事業所のՔಇ率が下しました。また、タイの水害の影響により電材Ճ工関
連の事業所のՔಇ率が下したことにՃえ、2012年1月に発生したՐࡂによりࠤլ関࿉所のՔಇ
率もѱԽしました。その結果、エネルギー用原୯位とC02ഉ出原୯位は、基準を上回る結果*2と
なりました。
　2012年度のলエネ推進部会では、以前からの活動にՃえ、各事業所のলエネ事ྫを発۷してશ事
業所に水ฏ展開する、ഇ、水಄*3、ѹྗなどのະ利用エネルギーの有ޮ活用を再検討するなどの施
。の取り組みを一推進し、目標をୡ成したいと考えていますݮの実施により、原୯位ࡦ
*1 2011年度目標は、ࡂ発生前にࡦ定されたものです。
*2 結果のৄࡉについては、P52（数目標）をご覧ください。
*3 水಄は、མࠩによる水の位ஔエネルギーを表します。

Ҫ�തࡕ
常務ࣥ行役員
ઃ備ٕज़部長

+9�/JQQPO�.JOJOH���.FUBMT�1IJMJQQJOFTにお͚Δ取Γみ�

ϑΟϦϐϯ͔ Βʮ%PO
�
&NJMJP

�
"CFMMPΤωϧΪʔޮ ʯΛड

　JX Nippon Mining & Metals Philip-JX Nippon Mining & Metals Philip-
pines Incは2011年12月、フィリϐンڞ国
エネルギーল（%epartment of Energy）より、

「%on Emilio Abelloエネルギーޮ率」をड
しました。ಉ社は、ＪＸ日鉱日石金属グループの環境保શに関
する中期計ըに基づき、さま͟まな環境の取り組みを進めて
いますが、2010年度は新たな制ޚஔのಋ入などにより、前

年度に比べて2�以上のলエネルギーをୡ成しました。
回のडは、こうした取り組みがにより認められたものࠓ　
で、डは2009年以དྷ二度目となります。Ѩ子ౡ社長（ड当
時）は「ࠓ回のडをྭみに、従業員શ員で一のエネルギーޮ
率Խに取り組み、環境負荷がগないコストのૢ業ܗଶをٻ
したい」としています。

ؾީ มಈͷӨڹ
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ݟͰɺスϚートϑΥϯλϒϨοトʹද͞ΕΔ*5ثػ
ɺΤϨΫトϩχΫスԽ͕ਐΉࣗಈं͚ʹɺଟ༷ͳਫ਼ີѹԆΛ։
ൃŋ͍ͯ͠څڙ·͢ɻಉͰ͜͏ ͨ͠։ൃͱซͤɺ/1.׆ಈ
ʢৄࡉ12�Λ͝ࢀর͍ͩ͘͞ʣʹ ͓͚ΔʮলΤωϧΪーͷਪਐʯͱʮา
ཹΓͷվળʯΛ௨ͯ͡ɺԹࣨޮՌΨスͷഉग़ݮΛਐΊ͍ͯ·͢ɻ

　ʠ見えるԽʡのためのエネルギーマοプの作成と日常管理による
ロスの抽出を通じてলエネルギーを推進し、C02のഉ出ݮを進
めています。
　エネルギーマοプとは、エネルギーফඅのׂ合を要素ผに分析
し定ྔ的に表したものです。ྫ え、あるѹԆ機のӡసに関するエ
ネルギーマοプを作成したとこΖ、ѹԆ機自体にଟくのエネルギー
がফඅされるほか、ѹԆとは直関係のないポンプなどの補機ྨ
のۦ動に用されるエネルギーが༧想以上に高いことがわかりま
した。そこでポンプϞーターのインόータԽなどを進め、生産に影
響を与えることなく、大幅なলエネルギーを実現しました。
　見工場では現在、こうした成果を工場内のଞઃ備に水ฏ展開
しています。さらに、エネルギーマοプによる見えるԽを一推進
することでロスの抽出にめ、লエネルギー、C02ഉ出ݮと
つな͛ていきます。

　見工場では、原ྉとなるインΰοトの༹解･ரからス
リοトまで一؏生産を行っており、工程શ体を通じたロスのݮに
よるาཹりの改ળに取り組んでいます。
　ྫえ生産ྔの分をめるりん੨銅は、質の高度Խ、ଟ
種の生産、ෳࡶな件工程、ബԽの進展など、าཹり
上をしくする要Ҽがଟ数あります。一方、工程のলུ件
のมߋといったプロセスશ体にわたるロスのݮをはじめ、工
程内スクラοプの再原ྉԽ質ロスのݮにも取り組み、
の高質Խ、高৴པ性Խとಉ時にาཹりの改ળを実現しています。
　こうしたาཹりの改ળはエネルギー投入ྔのݮগをもたらし、
C02のഉ出ݮと結びついています。
　見工場ではこれまでの活動により、2011年度は1990年度
に比べC02ഉ出原୯位を2ׂݮしました。ࠓ後とも「লエネル
ギーの推進」と「าཹりの改ળ」を中৺とするީؾม動の取り組
みを進めていきます。さらに、電子機ثのখܕԽ、ܰ ྔԽリサイ
クル性の上というੈの中のニーζを満たす素材をڅڙし続ける
ことで、経済・社会の持続可能な発展に貢献します。

লΤωϧΪーͷਪਐ

าཹΓͷվળ

ѹԆ・スリοト後の「りん੨銅」
（ӈ）とプリント線൘。高いڧ
度を持つ当社のりん੨銅は、電
子機ثのখܕԽと久性上
に貢献しています。またリサイ
クル可能なため、資源॥環ܕ社
会の実現にもد与しています。

⬟�ΤωϧΪーϚοϓ࡞にΑΔϩスநग़

าཹΓͷվળޮՌ

⬡�ৗཧにΑΔϩスநग़

■ 工程লུ、件มߋ
■ 質ロスݮ活動
■ าཹり（ロス・幅ロス）改ળ活動
■ าཹりߏม革（インΰοト大ܕԽ、面ྔݮなど）

ݟʹ ͓͚ ΔऔΓΈ

特集
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資ݯ॥ܕࣾ ձͷߏஙʹ ͚ ͯ
特集 ⬣ 資源循環型社会の構築

ֶ࢈ ΑʹΔਓࡐҭ෦Λઃཱ

東大寄付研究ユニット開設に係る座談会
ＪＸ日鉱日石金属20121݄ɺ౦ژେֶੜٕ࢈ज़ڀݚॴͱڞಉͰɺඇమ金属ݯࢿ॥دֶڀݚ෦ʢدڀݚϢ
χοトʣΛ։ઃ͠·ͨ͠ɻࠓճɺͦ ͷઃཱʹ͝ਚྗ͍͍ͨͩͨリサΠΫϧֶͷஶ໊ͳ༗ࣝऀ�໊ʹ͓ू·Γ͍͖ͨͩɺ
社ͷۀࣄऀ�໊ͱͱʹدڀݚϢχοトͷҙٛͦͷকདྷ૾Λ͖͍ͩͨͯͬޠ·ͨ͠ɻ
˞本ߘでは、当日の࠲ஊ会の主な部分を掲載しています。

司会　寄付ڀݚϢχοト։ઃͷഎܠͱ意ٛにͭいてɺ·ͣ当社͔
Βઆ໌をおئい͠·͢。
松井　地ٿԹஆԽ資源ׇރのݒ೦などから持続可能な社会

のҠ行が声高にএಋされ、その۩体Խの一つに資源॥環ܕ
社会のߏஙがあります。資源॥環は、用年数*1のい非మ金
属が主対象であり、銅و金属がその中৺となっています。

　　リサイクルをビジネスとして考える時、ޮ 率的で҆Ձな回ऩ
ٕज़の開発だけでなく、集荷ྗをいかに高めるかも大きなテー
マです。また、ٕ ज़開発集荷体制ߏஙのためには、優れたਓ
材が必要ですが、現状は質、ྔ ともにे分とはいえません。

　　このځ状をଧ開するため大学のおྗをおआりできないかとの
Ϣニοトڀݚ付دいからごྻ੮の先生方にご૬ஊし、本ࢥいڧ
に結実しました。
司会　࣍に寄付ڀݚϢχοトͷӡӦを୲当さΕΔԬ෦先ੜ͔Βɺ
֓ཁͱ๊ෛにͭいてお͠ください。

岡部　2011年Նに前田先生からおがあり、前田先生の後ԡし
とＪＸ日鉱日石金属のご協ྗのもとに、2012年1月1日発足と
いう非常にいスϐードで東大にد付࠲ߨが新たにཱち上がり
ました。

　　通শＪＸ金属د付Ϣニοトとよれている「د付ڀݚϢニοト」
の目的は2つあります。まず一つには、銅、Ԗ、レアメタルなど
のリサイクルをはじめ、産業にෆ可ܽな金属材ྉのリサイクル
工学に関するௐ査ڀݚを通じ、資源॥環ܕ社会のߏஙを目指
したॾ活動を行います。

　　もう一つは、長期的には一大学一企業に限らず、幅広く関連
分野のਓ材ҭ成にも貢献し、先ڀݚおよび産学連ܞ拠の
。成を目指すということですܗ

　　私としては、ए手ਓ材のڭҭҭ成を行うことにより、日本
の非మ金属産業を学会からり上͛、日本だけでなくશੈք
の非మ産業に役ཱつڭ・ڀݚҭ拠をܗ成したいと考えてい
ます。
司会　リサΠΫϧֶに取Γ·ΕたܦҢݱঢ়ͷ՝にͭい
てɺお͠いただ͚·͢ ʁ͔
前田　1990年ࠒにレアメタルのਫ਼に関するڀݚを行っていた

のですが、ྡ のࣨڀݚにおられた૿子先生（現東京大学໊༪ڭ
त）から「通産ল（当時）がమ、アルミなどのメタルでリサイクル
をΖうとしているが、そのଞの非మ金属もあるのではないかŉ
というおがありました。私一ਓでは৺ࡉく、当時は非మ分野
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特集

のり合いは中ଜ先生しかいらっしΌらなかったので、先生を国
家プロジΣクトに引っுりࠐみました。

　　本ଟޫଠ先生の言༿に「産業は学問のಓ場なり」というも
のがありますが、産業քとつながっていない学問は発展性があ
りません。以དྷ20年ۙく、要素ٕज़の開発のみならず、社会シ
ステムの考え方も含めリサイクルのڀݚをしてきました。

　　産学連ܞによるਓ材ҭ成の発も、実は中ଜ先生とでした。
当時から中ଜ先生は、「日本શ体でਓ的資源および経Ӧ資源を
集めないといけない」とおっしΌっていましたが、おをいただ
いた時、これがその第一าになるなと直感しました。第二าを
東大でってもらえれなおありがたいとࢥいます。また、
産業քとしてのࢍಉ者がＪＸ日鉱日石金属に続いて出てくれる
ことを期しているとこΖです。まずはޱՐを切っていただい
た意ܾࢥ定の一؏性とスϐードに感ँしています。

　　また、非మ分野のਓ材ҭ成は1大学だけではできません。ळ
田大学、東大学、ؠ手大学、そして東大の4大学が協ಇして進
めようとࢥっていまして、ここにいらっしΌる先生方には、チーム
として私どものد付ڀݚϢニοトの客員ڭत、ಛ任ڭतになっ
ていただきました。
中村　20年前から、本当の意ຯで॥環ܕ社会をるためには、

要素ٕज़ではなく社会のシステムがネοクになるということをし
みじみ感じていました。一連の活動に本ؾで取り組Ήには、要
素ٕज़社会システムを含めてどういうόランスでるのか、
ਓ材もどこまで幅を広͛てҭ成していきたいのかということを、
しっかり考えて進める必要があります。

　　本年༧定されている資源・素材学会主࠵の学生けՆق集中
において資源分野の学生数は定員30໊のとこΖに40໊ۙ࠲ߨ
くདྷているのに対して、素材のՃ工ٕज़を学΅うという学生は
20໊の定員に対して7、8໊しかདྷないというة機的状況が続
いています。ۙ࠷は業քの方ʑも協ྗ的ですが、ཱ て直すのは
؆୯ではありません。その意ຯでは、ࠓ回のد付ڀݚϢニοト
をにしてΦールジϟパンで当たれる体制をつくれるか、そ
のPRも含めてे分に࿅っていただきたいとࢥいます。

　　また、学生に対しても、大学に入る前にಇきかけることも重
要です。さらに学生だけでなく家༑ਓにもこの分野の重
要性কདྷ性を伝える必要があります。この産業の重要性を
社会にどうアϐールするかということもCSR的՝と考えてい
ます。
司会　ࠓճઃ立͠た寄付ڀݚϢχοトͷதɺͲͷΑ͏なͷ
になΓͦ͏Ͱ͢ ʁ͔
大藏　そのについては現在、前田先生、Ԭ部先生、中ଜ先生と

૬ஊしながら検討しているとこΖです。2012年度の༧定として
は、2013年1月に発足記೦のシンポジムを開࠵したいとࢥっ
ています。࠷新のをఏڙし、社会にけて非మ金属の存在
感をアϐールすることが目的です。

　　もう一つ、ਓ材ҭ成を前面にଧち出してԿが出དྷるかを考
えています。前田先生のおに出た4大学の連ܞ、中ଜ先
生のࠩされているほかのプロジΣクトを補するようなイ

લా�正༷�࢙
東京大学　෭学長･理事
生産ٕज़ڀݚ所　ڭत
非మ金属資源॥環工学د付ݚ
तڭ部門　ಛ任ڀ

Ԭ෦�ప�༷
東京大学
生産ٕज़ڀݚ所サステイナϒル
材ྉ国際ڀݚセンター　ڭत
非మ金属資源॥環工学د付ݚ
तڭ部門　ಛ任ڀ

দҪ�༟
ＪＸ日鉱日石金属（株）
取締役෭社長ࣥ行役員

খ�
ＪＸ日鉱日石金属（株）
ࣥ行役員 ٕज़開発本部長

˞役৬は࠲ஊ会開࠵日のものです。

େҪ࣎�
ＪＸ日鉱日石金属（株）
ࣥ行役員 環境リサイクル事業本部長

ຊ�ಓࢁ
ＪＸ日鉱日石金属（株）
CSR推進部長、司会

தଜ�ਸ�༷
東大学　ଟݩ質Պ学ڀݚ所　
तڭ
東京大学　生産ٕज़ڀݚ所　
客員ڭत

େ�ོ�༷
東京大学　生産ٕज़ڀݚ所　
非మ金属資源॥環工学د付ݚ
तڭ部門　ಛ任ڀ

ग़੮ऀ

։࠵
　2012年6月6日（水）

։࠵ॴ
　ＪＸグループ　大थ
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メージで、どんなことをっていったらよいか検討を進めてい
ます。

࣪、のとこΖࠓ　　 式࿉のベースデータを考えるフォーラム、
࣪式࿉シミュレーションιフトに関するϫークショοプを開࠵
することを検討しています。ಛに中ݎのڀݚ者が、現場をษڧ
する場になれとࢥっています。
司会　ࠓͷおをड͚ɺۀاଆͱ͠てͷ意見をおئい͠·͢。
大井　企業ではさま͟まな՝を解ܾすることが要ٻされます

が、ある要素ٕज़にਫ਼通しているより、要素ٕज़をマネジメント
できるਓ材が必要です。しかしそういうਓはなかなかいません。
い考えにとらわれずڱϢニοトを通じて、一企業というڀݚ付د
幅広くٕज़をマネジメントできるਓ材をҭてていけれとࢥっ
ています。

　　リサイクル事業に関わる՝として、どうって҆定的に原
ྉを集めるか、すなわちࠓおにあがっている原ྉの集荷シ
ステムがあ͛られます。金属のリサイクルは、非మ࿉と集荷
システムの྆方がなけれできません。このことについては、
マスメディアを通じて社会にPRしていく必要があると考えてい
ます。
小野　リサイクル事業は「都ࢢ鉱山」*2の開発と言われています

が、山から持ってくる通常の鉱石とは組成位が૬当にҧい
ます。目的の金属を取り出すに当たり、ෆ७が非常にଟい、
そのෆ७の除去のためにコストがものすごくかかってしまう、
そういう現実的な問をどうって解ܾしていくかというとこΖ
に、私たち産業レベルでの՝があります。

　　こうした՝を解ܾするにははり基ૅ的なデータが重要で
す。大学の先生方のྗをおआりして、足りない部分をຒめてい
きたいとࢥっています。
松井　ਓ材ҭ成の前ఏとして、एいਓたちがこの分野に目をけ

てくれなけれ࢝まりません。現在は「資源॥環ܕ社会」という
一ൠのਓにも非常にࣖ͟わりのよい言༿が行きっています。
しかし、その中৺に非మ࿉があるとの認ࣝを持っているਓは

গなく、資源॥環産業といったものがどこかにあるというイメー
ジにとどまっているのではないでしΐうか。

　　そういう意ຯでＪＸ日鉱日石金属が資源॥環ܕ社会の中֩部
分を୲っているということをもっとアϐールしないと、いつまで
経っても実際の産業企業にएいਓの目がかないのではない
かと考えます。中ଜ先生のおをって、私たちがそのをੵ
。く感じましたڧ的にૌえていかなけれならないと非常にۃ
司会　ਓࡐҭにͭいてɺڠֶ࢈ಉͷ؍͔Βɺ·たɺ寄付ڀݚϢ
χοトͷকདྷల։見ਾ͑てɺ͏গ͠お͠いただ͚·͢ ʁ͔
中村　ਓ材ҭ成は、す͙に成果が出るものではなく、その成果も

目に見えないものです。どれだけզຫすることができるか、ޮ
果というのをどのレベルで見るのか、その判断をどうされるか
が大มだΖうとࢥいます。

　　一つの方法として、ถの大学Ӄのように大学Ӄ生がࣨڀݚ
に入ると先生がڅ与ڀݚඅをࢧうというり方もあります。
このようなシステムがあれ、څࢧされる側も自֮を持って自
主的にڀݚにଧちࠐΉようになります。
前田　日本の大学でもそのようなシステムを認めていないわけで

はありませんが、財源の՝があり、あまりී及していません。
ਓ材ҭ成という؍では、ྫ えポスドク*3

のある期間で企業の現場を経ݧさせるな
どの方法もあります。
岡部　私自がマサチューセοツ工Պ大学の

ポスドクだった時、大学から企業の現
場にݚमに行き、実際のプロセス解析を行
いました。20年ۙくが経ったࠓでもその当
時のਓʑ企業との付き合いもあり有意
ٛです。しかし、日本の大学ではڀݚ実
論文のみが評Ձされるので、時間を要す
る企業での0n the job training には、ए
手はফۃ的です。このも見直すべきだと
。いますࢥ
大藏　ྫえ、ത士号を取ಘした企業ٕज़者

が大学でॿڭをり、また企業にるとい
うシステムをつくります。このシステムに
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参Ճした企業ٕज़者が実をあ͛ていくと、このシステム自体
がී及していくとࢥうので、その॥環をぜひཱ֬してほしい
ですͶ。
大井　私どもはଈઓྗがཉしいわけですが、।ڭत、ڭतになる

前の方ʑを私たち業քがもうগしઓུ的に、業քとして活用で
きる方法があるのではとࢥいます。
中村　このد付ڀݚϢニοトઃཱ前に前田先生と「ਓ材ҭ成でこ

ういうことがれるといいͶ」としていたことの一つは、কདྷ
は大学にってڀݚを続けることになるਓ材を、会社の現場で
3年くらいえていただくことです。
松井　そういうؾ持ちをお持ちの方がいれ、それは企業側にも

メリοトがありますから、可能だとࢥいます。
前田　大学側も考え方がずいͿんมわってきています。ॿڭの任

期も3年から5年ですので、「この3年間は企業でってきたらʁ」
ということはできるとࢥいます。
中村　私のࣨڀݚでは、実際に।ڭत

を会社にݣしてڞಉڀݚをしてもら
いました。その目的は、現場を見るこ
とです。಄で考えたプロセスと、実際
に動かす時のϘトルネοクは大きくҧ
う可能性が、非మ࿉リサイクルの
現場ではଟくあります。
司会　ޙ࠷に寄付ڀݚϢχοトを代表
͠てɺલా先ੜ͔ΒҰݴおئいいた
͠·͢。
前田　企業にとって経済合理性をܽい

たものは意ຯがないというが出ま
した。このد付ڀݚϢニοトでは、その

「経済」の部分をもうগしטみࡅいて、
エネルギーফඅを意ࣝしたプロセス
開発を進めていきたいとࢥいます。
鉱石を۷࠾、ӡൖして金属を抽出す

るエネルギーとリサイクルに必要なエネルギーを比較するな
ど、ライフサイクルを通した૯合的な評Ձもきっちりってい
きたいと考えています。

　　そして、このد付ڀݚϢニοトが、ਓ材ҭ成の面からも日本の非
మ業քશ体にྑい影響を及΅し、ひいてはこのڀݚϢニοトで
ҭったਓ材が社会の持続可能な発展に貢献できるようにしていき
たいとࢥいます。目に見えるޮ果が出るにはଟগ時間がかかりま
すが、ڧく長期的なࢹでどうかྗڧなࢧԉをお願いします。
司会　͋Γ͕ͱ͏ ご͟い·͠た。

*1  ň用年数」́「ຒଂྔ」ʗ「年間ফඅྔ」。銅、ѥԖ、Ԗなどは20年༨りとされているが、
この数े年間大きなม動は見られない。（h ベースメタルׇރ（ɦ山 、前田 ਖ਼࢙）日本
経済新聞出版社）

*2  1980年代、東大学選鉱࿉ڀݚ所のೆᑍಓڭतらが࠷ॳにఏএした。
*3  ത士ڀݚ員。ത士号（ドクター）取ಘ後に任期制の৬にबいているڀݚ者。

東京大学生産ٕज़ڀݚ所のৄࡉについては、ӈ記のΣϒサイトをご覧ください。 http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/index.htmlWEB

特集
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����ͷվળ׆ಈ

　ＪＸ日鉱日石金属グループでは、国内外の事業所において、当
社ಠ自のNPM活動をはじめ、各種の改ળ活動を展開しています。
各事業所ではそれͧれの事業ಛ性を踏まえ、日ʑの業務の中に改
ળ活動を組みࠐみ、ܧ続的に活動を行うことで生産性を革新し、
コストݮ環境負荷ݮにつな͛ています。こうした改ળ活動は

「事業活動そのもの」の一つとして、CSR活動としても重要な位ஔ
をめています。
　当社グループ企業行動規範に掲͛る「生産性革新」の一を୲
う改ળ活動について、国内外における事ྫをご紹介します。

֎Ͱਪਐ͢ࠃ Δվળ׆ಈ

ಈ׆.1/
　1971年に（社）日本プラントメンテナンス協会によってఏএされたTPM（Total Productive Maintenance）は、「ਓとઃ備
の体質改ળを通じて、生産システムの૯合的ޮ率をۃ限までٻする生産方式」として開発されたものです。
　当社では、この活動の࠷ॳのಋ入当時（1994年）、従དྷの組みにとらわれない発想のసと、ダイナミοクな行動による革
新をܧ続させるため、社໊に༝དྷする日鉱（NiLLo）方式のTPMという意ຯで「NPM」と໊づけ、ࠓ日にࢸっています。
　NPM活動は、「ࡂ害θロ、ෆྑθロ、ނোθロ」というあらΏるロスのۃখԽを目指すものです。現在では当社グループのଟ
くの事業所で、ੵ 。的にNPM活動を展開していますۃ

　銅ഩの拠であるJX Nippon Mining & Metals Philip-JX Nippon Mining & Metals Philip-
pinesでは、2001年4月からNPM活動をੵۃ的に進めています。
　ಛに、銅ഩを生産する上で大きなコスト比率をめる電ྗ代に
ついては、これまでもさま͟まなলエネルギーの取り組みを行い、
コストݮと環境負荷ݮにめてきました。2011年度はݻ定
電ྗඅのݮを目指し、ྫྷ ٫水のӡసܥ統の୯७Խ制ޚஔ
のߋ新を行いました。その結果、2009年5月〜 2010年7月のฏ
〜に対し、2010年8月ۉ 2011年11月のฏۉは8ˋのݮに
成ޭしました。また、自家発電ઃ備とϘイラーについても改ળを
行うことで೩ྉফඅをݮし、これらもซせるとC02ഉ出ྔは
2009年7月〜 2010年7月のฏۉに対し、2010年8月〜 2011年
11月のฏۉは13ˋのݮに成ޭしました。
　また҆શӴ生についても、作業標準の改ળ従業員のڭҭ･ݚ
मに取り組Ήことで҆શ文Խの定ணをਤっており、2011年7月よ
りແ事ނ･ແࡂ害をܧ続しています。

ւ֎にお͚Δ取Γみࣄ ʢྫ+9�/JQQPO�.JOJOH���.FUBMT�1IJMJQQJOFTʣ

JX Nippon Mining & Metals Philippines

JX Nippon Mining & Metals Philippinesの銅ഩが用される電子材ྉ （ࠨから、
電解銅ഩを用したプリント基൘、ѹԆ銅ഩを用したフレΩシϒルプリント基൘）
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　パンパシフィοク・Χοパー（株ࠤ） լ関࿉所では、1995年から
NPM活動に取り組み、現在では7つの分Պ会のもと、「҆શと環境
の֬保を基本に、ੈ քNo.1の質、コストڝ૪ྗをもつ銅࿉所」
をあるべき࢟として掲͛、શ員参Ճの改ળ活動を進めています。
　2011年度は、改ળ事ྫをଞ部ॺ展開するためのグループ活
動発表会を、5月、10月の2回にわたり開࠵しました。発表会には
当所の各グループが参Ճしたほか、ＪＸグループから大分༉所、
東チタニム、日比࿃所も参Ճし、各৬場が日ࠒから取り組ん
でいる改ળ活動とその成果について、活発な議論が行われました。
　また、࿉所長自らが「自主保શ」について断することにより、
改ળఏҊの活発Խと定ணԽをண実に推進しています。さらに、「か
らくり改ળ工展」においては2010年度に引き続きडするなど、

「現場ྗの上」にけた活動をੵۃ的に展開しています。

Ңܦಈͷ׆.լؔ࿉ॴにお͚Δ/1ࠤ

1995年10月 パートᶗ　ΩοクΦフ
1998年10月 TPM優ल（第ᶗྨ ）ड
1999年4月 パートᶘ　ΩοクΦフ
2002年6月 パートᶙ　ΩοクΦフ
2007年9月 TPM優लܧ続ड
2008年3月 パートᶚ　ΩοクΦフ
2010年10月 からくり改ળ工展　ྗ
2011年10月 からくり改ળ工展　ネーミングड

ஔ産業における「見えるԽ」改ળ展　ಛผड

ࣄにお͚Δ取Γみࠃ ʢྫࠤլؔʣ

発表෩ࠤܠլ関࿉所શܠ 評する౻Ҫ所長（当時）ߨ

VOICE

株式会社JIPMιリューション
TPM૯ݚ
TPMコンサルタント

Ҫ۔�উ༷�ݾ
,BUTVNJ�*TFSJ

լࠤؔ ࿉ॴʹ ͓͍ �ͯ����݄ Β͔վળ׆ಈΛ͝ ಋ͍ࢦ ͨͩ ͍ͯ Δ͍Ҫ۔ઌੜʹ ͍ ·͠ ɻͨ

2
�
ॳͷ࿉ॴͷҹʁ
続をडするなど、もともと૯合的なྗは高かったというҹܧլ関࿉所は2007年度にTPM優लࠤ　
象です。ただ現場に目をけると、Φϖレータのポテンシϟルはあるのに、そのྗを出し切れていないように
見えました。

2
�
ͲͷΑ͏ͳऔΓΈΛʁ
　第一のステοプとして、まず「自主保શ」に取り組みました。これは現場のΦϖレータが、ઃ備・ஔのҟ
常を本དྷの࢟にす、さらに、改ྑするという役ׂを୲うものです。
　ઃ備ஔのҟ常を࠷もහ感に感じることができるのは、日ࠒからそれらにしているΦϖレータです。
ӡస業務ਗ਼を通じてෆ۩合の有ແを֬認すれ、それはྗڧなະવࢭとなり、ނো・ෆྑ・ࡂ害θロ
のಓが見えてきます。ٯに「わたしӡసするਓ、あなた直すਓ」というように、そうした検･整備をઃ備୲
当に任せっͺなしにしては現場はྑくなりません。

2
�
ঢ়ͱ՝ʁݱ
　「自主保શ」の取り組みにより、現場ྗは૬当上したとࢥいます。2010年度、2011年度と連続して日本
プラントメンテナンス協会から表জをडけるなど、その取り組みは外部からも評Ձされています。
　また࿉所長などの経Ӧトοプもまめに現場にإを出しており、NPM活動の発表会では୲当とトοプのダ
イレクトな議論が行われるなど、組৫の෩通しもྑいですͶ。
後はઃ備以外のでも改ળࠓ。૪ྗを有していますڝに、「ੈքトοプクラス」のコストطլ関࿉所はࠤ　
を進め、Φϖレータ、エンジニア、経Ӧトοプが一体となって「ੈքNo.1の࿉所」を目指してほしいとࢥっ
ています。
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ＪＸ߭ ੴۚ ଐάϧʔϓͷ$43ͷϧʔπ

　大Ԏಥが成して、Ԏ害はܹݮしました。しかし、ؾ象によって
は地表にԎが߱下することがあり、قઅによっては山ྛ作
に意外なほどのඃ害が出現することがわかってきました。作
は、種ྨ生ҭ期によりかなりྗ߅がҟなり、山ྛもقઅによっ
て影響をडける度合いがҟなりました。この対ࡦとして、日ཱ鉱
山は大Ԏಥを中৺とする10Lmのԁप上に数ϱ所の؍ଌ所をઃ
け、電線で司ྩౝとなるਆ็山؍ଌ所と結びました。そしてਆ
็山؍ଌ所からの指示のもとに、Ԏ害のࢭのために有機的に活
動しました。Ԏ害がؾ象件にࠨӈされるだけに、ؾ象の؍ଌも
重要な任務でした。

10Ωϩݍにؾ؍ଌωοトϫーΫをߏங

͏ Ұͭ ͷԎࢭରࡦ
�
ʕ
�
ʮؾ؍ଌωοτϫʔΫʯͱʮ੍ ݶ༹ ʯ߭

ਆ็山؍ଌ所

日本ॳのٿؾཹܨによる高ؾ象؍ଌ

ଌωοトϫーΫਤ؍ؾ

日ཱ大Ԏಥのݐઃ

　当社グループは、発の地である日ཱ鉱山において、Ԇべ3ສ
6800໊のਓ員とଟֹのඅ用を投じ、1914年12月に当時ੈք一
の高さである155.7mの大Ԏಥを成させました。この大Ԏಥの
ガスにࢎઃにより、当時は銅࿉事業の宿໋ともいわれたѥེݐ
よるԎ害をࠀしました。



݄ผಔੜྔ࢈ਪҠ�1�1�ʢେ正�ʣ

（千1*ی）
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　ਆ็山؍ଌ所は、24時間Ԏの方を監ࢹして、ؾ象件のѱ
いときには、Ԏのྲྀれる方にある؍ଌ所に連བྷをとりました。連
བྷをडけた؍ଌ所の୲当者は、リトマス試ࢴݧと७水を手に自స
ंにり、Ԏのண地を୳しました。ன間は目で、はいでண地
の有ແをௐべ、ண地したガスのೱ度、ண地のܧ続時間を報告し
ました。報告をडけたਆ็山の୲当者は、قઅと෩下の山ྛ・
作の状況を考えて、中でも電で༹鉱の୲当者にܯ報を出
しました。༹ 鉱ではܯ報の等ڃにԠじてӋޱの෩ྔ原ྉをௐ
整するなどの方法でガスのഉ出をえました。これが制限༹鉱と
報は、ときに月間400時間をえ、この地ܯ。れたものですݺ
方のಛ産であるタόコの生ҭ期を中৺に、銅の生産ྔを制し
ました。

　Ԏ害がܹԽし࢝めた1909年（明42࣏年）、ѥེࢎガスが作
山ྛに及΅す影響に関するデータのऩ集と事の改ྑを目的と
して、業試ݧ場を開ઃし、高等ྛ専門学ߍ出者を中৺にٕ
ज़者をஔしました。ポοトとݺれたѥԖ、ಃ、などの
ുにҭてた作थをᗉԎثの中に入れ、所定の時間、所定
ೱ度のガスに৮させてデータをऩ集しました。当ॳは作
थのԎ性のڧऑ、ඃ害の率ऩ֭の影響度のڀݚなどを
目的としていました。その後次第にڀݚ対象範囲を広͛、年度の
๛ڟ試ݧ、改ྑ試ݧ、Ԏ性種の種බのഓなども行うよ
うになりました。

　ᗉԎثによる試ݧは、ଟ種ྨの作थについてੵみ重Ͷ
られました。ྫ え大ౡࡩと܀のԎ性の比較の場合、4年間に
234回行われました。これらの試ݧからಘられた大なデータの
ੵにより、Ԏ害に関するՊ学的な見がಘられました。Ԏ害発
生時のཱち会いௐ査補ঈのަবに際しても、ඃ害の有ແそ
の度合いなどをඃ害者と֬認し合う上でو重な資ྉとなりまし
た。後年は、ඃ害の状況を֬認し、方ೲಘの上でऩ֭時のݮऩ
ྔの見通しなどについてし合いができるようになりました。また
ഓ指、ຽにしݩഓしすいԎ性種の優ྑ種子を地
ಋ家の試作のґཔなども行いました。このような取り組み
は地ݩのਓʑにも理解されるようになり、地域社会との৴པ関係
のߏஙに貢献しました。

λόίͷੜҭظにಔͷੜྔ࢈をམͱ͢

ݧࢼۀͰͷՊֶ తσʔλͷऩू ͱԎੑ छͷഓ

ʮᗉԎثʯͱʮポοトʯ

ํ͕ೲಘͰ͖Δ͠߹いͷૅجに

業試ݧ場のᗉԎث

ポοトの並Ϳ業試ݧ場
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マネジメント
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ＪＸάϧーϓͰͷۀا౷࣏ମ੍
　当社は、ＪＸホールディングス株式会社を持株会社とするＪＸグ
ループ内の、金属事業を行う中֩事業会社です。ＪＸホールディン
グスは、「グループ企業Ձの࠷大Խにけ、中長期グループઓ
ུのࡦ定およびこれを実現するための経Ӧ資源のઓུ的分を
行い、グループશ体の事業発展・イϊベーションおよびシナジーޮ
果をਤる」ことをその主な໋としています。一方、当社を含Ή中
֩事業会社は、「グループӡӦ方針の下で、事業ಛ性にԠじて自
主的・自的に事業を行し、事業目標のୡ成を通じてグループ
企業Ձの上にد与する」ことを目的としています。

ＪＸϗʔϧσΟϯάεͷऔకձͷߏ
■ 常ۈ取締役 6໊
■ 当社を含Ή中֩事業会社3社の社長等（非常ۈ取締役） 4໊
■ 社外取締役 4໊
の計14໊の取締役でߏ成されています。
　また、常ۈ監査役2໊、社外監査役4໊の計6໊の監査役を選任
しています。社外取締役4໊および社外監査役4໊は、ಠཱ役員と
して選任されています。

ＪＸάϧʔϓͷڞಉձٞ ମ
　ＪＸグループのCSRに関する基本方針のࡦ定・推進を目的とし
て、「ＪＸグループCSR会議」をઃஔしています。この会議のもと
に、活動方針の3つの分野に対Ԡして、
■ 「ＪＸグループコンプライアンス委員会」 

グループのコンプライアンス（情報セΩュリティ、ਓݖなどを含
Ή）に関する事項の審議・ਃおよび情報のڞ有Խ

■ 「ＪＸグループ社会貢献委員会」 
グループの社会貢献に関する事項の審議・ਃおよび情報の
有Խڞ

■ 「ＪＸグループ環境委員会」 
グループの環境面に関する事項の審議・ਃおよび情報のڞ
有Խ

をઃஔしています。これらの会議のメンόーは、ＪＸホールディン
グスおよびＪＸグループの各社から選れています。

当社άϧーϓͷۀا౷࣏ମ੍ͷ֓ཁ
औకձ
　法ྩおよび定に定められた事項そのଞ経Ӧ上の重要事項を
審議するため、取締役会をઃஔしています。会長以下10໊の取締
役*1および3໊の監査役でߏ成されます。
*1 社長以下の取締役9໊はいずれも社内取締役であり、ࣥ 行役員を݉務しています。

Ӧձٞܦ
　社長のࢾ問機関として当社経Ӧに関する重要事項につき協議
を行うとともに、業務ࣥ行状況などに関する報告および連བྷを行
うため、経Ӧ会議をઃஔしています。社長および社長が指໊した
ࣥ行役員によりߏ成され、常ۈ監査役も出੮し意見を述べること
ができます。

ίʔϙϨʔτɾΨόφϯε

ʣࡏݱʢ�����݄�࣏౷ۀا

ＪＸάϧーϓͷίーポϨート・Ψόナϯスମ੍ਤ

JXϗʔϧσΟϯάε

JX߭ ੴۚ ଐ

株ओ૯会

औక会ʢٞɿදऔక会ʣ 会ࠪܭਓ

දऔక
社

औక会ʢٞɿऔక会ʣ

දऔక社

෦ߦࣥۀ

Ӧ会ٞܦ

$43ਪਐ会ٞ

ίϯϓϥΠΞϯスҕһ会

社会ݙߩҕһ会

҆શɾڥҕһ会

লΤωਪਐ෦会

ٕज़։ൃ会ٞ

ࠪ

ࠪࣄࣨ

༧ܾ算・
CSR関連報告等経Ӧ管理等

ใुࢾ
ҕһ会

+9άϧーϓ
$43会ٞ

+9άϧーϓ
ίϯϓϥΠΞϯスҕһ会

+9άϧーϓ
社会ݙߩҕһ会

ߦࣥۀ
һߦࣥ

+9άϧーϓ
ҕһ会ڥ

Ӧ会ٞܦ

ࠪ෦

ࠪ会

取締役の選任・解任 監査役の選任・解任 会計監査ਓの
選任・解任

監査

ࣥ行役員の
選任・解任

監ࢹ・監ಜ

問ࢾ ਃ 付議ܾ定

ࡋܾ 監査

連ܞ

連ܞ

内部監査

連ܞ

会計監査



社 +9ϗーϧσィϯάス
ࠪ෦෦౷੍άϧーϓ

෦ࡒཧܦ ࠪࣨ

ڌۀࣄ֤

ຊ෦૯ׅࣨۀࣄ֤
11$૯෦

指示 状況報告
評Ձ計ը報告 ෆ備のੋਖ਼指示等

評Ձ結果通

評Ձ計ըௐ整

整備・ӡ用に関する指示・ࢧԉ
ෆ備のੋਖ਼指示、ੋ ਖ਼状況֬認

内部統制の
整備・ӡ用の統括

内部統制の
ಠཱ的評Ձ

内部統制の整備・
ӡ用ʗ自己評Ձ

内部統制の整備・
ӡ用ʗ自己評Ձ

ಠཱ的
評Ձ計ը

報告

内部統制ӡ用連བྷ会
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社長ͷࢾؔػͰ͋Δ$43ਪਐձٞͰɺ$43׆ಈͷجຊํɺ׆ಈܭըͷࡦఆɺܭըͷਐなΒͼにڥ・ࡁܦ・社ձ
తύϑΥーϚϯスͷධՁなͲを࣮͠ࢪɺάϧーϓશମͰ$43׆ಈͷਁಁ・ఆணに取ΓΜͰい·͢。

2006年度 ظಈಋೖ׆$43
■ 金属3ܥ社の経Ӧ統合により新 ň日鉱金属ŉ 発足
■ ňCSR推進委員会ŉ およびその下部組৫としてňコンプライアンス分Պ会ŉとňリスクマネジメント分Պ会ŉ が発足
■ 企業理೦、企業行動規範、環境基本方針および҆શӴ生基本方針およびグリーンߪ入ガイドラインを制定

2007年度 ظಈల։׆֎ಈͷւ׆$43
■ 活動対象範囲を֦大（国内24事業所、海外4事業所に）

2008年度 ظಈͷ֦େおΑͼਁಁ׆$43
■ CSR活動方針を制定
■ EITIにࢍಉࢧԉ、国連 ňグローόル・コンパクトŉに参Ճ
■ ňCSR推進委員会ŉ の下部組৫としてňলエネ推進部会ŉをઃஔ

2009年度 ظಈͷਁಁおΑͼఆண׆$43
■ CSR推進ࣨを૯務部よりಠཱさせCSR推進部とする
■ 質基本方針の制定

2010年度 （2009年度から引き続き）ظಈͷਁಁおΑͼఆண׆$43
■ ＪＸグループの経Ӧ理೦に基づいた企業行動規範の制定

2011年度 （2009年度から引き続き）ظಈͷਁಁおΑͼఆண׆$43
■ CSR推進体制をＪＸグループશ体の整合性の؍から見直す
ങ基本方針の制定ߪ ■

2012年度 ظಈͷల։׆にଈ͠たۀࣄ
■ l事業にଈしたCSR活動を通して企業Ձの上をਤるéをスローガンに活動を展開中

ͷӡ༻ମ੍੍ࠂΔ෦౷੍ใにࠂใࡒ

$43ਪਐମ੍

ɹＪＸϗʔϧσΟϯάεͷࠪ෦෦౷੍άϧʔϓ͕άϧʔϓશ
ମͷۚ༥औҾ๏ʹͮ͘ج෦౷੍γεςϜʹΔ૯ׅཧ
Λ͜͏ߦͱͱ͠ ͍ͯ·͢ɻ
ɹۚ༥औҾ๏͕ཁ͢ΔࡒใʹࠂΔ෦౷੍ʹ͍ͭͯ
ɺＪＸάϧʔϓશମͰͷରԠํʹै͍ɺձࣾ๏ʹͮ͘ج෦౷
੍ʹ͍ͭͯɺࣾάϧʔϓͷʮ෦౷੍γεςϜߏஙͷجຊํ
ʯʹ ैͬͯɺͦ ΕͧΕదͳ෦౷੍γεςϜͷߏஙʹΊͯ
͍·͢ɻ

һใु ੍
　与については、当社およびＪＸホールディングスの連結業に
リンクしてܾ定されます。ୀ৬Қ࿑金制度およびストοクΦプ
ション制度についてはಋ入していません。

෦౷੍γステϜ

ओな$43׆ಈͷ取Γみ
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　当社グループは、社長のࢾ問機関である「CSR推進会議」のもと
3委員会1部会をઃけ、CSR活動方針に基づく活動実の評Ձと
当年度の目標ઃ定を行っています。P%CAサイクル（ӈਤ参照）を
回すことにより企業行動規範に従った事業活動ができているかを
チΣοクし、CSR活動のॆ実を目指しています（2011年度の目標・
実については、P13 〜 14をご参照ください）。
　2011年度は、CSR推進会議：3回（5�12、8�24、1�16）、コン
プライアンス委員会：2回（5�12、10�4）、社会貢献委員会：2回

（5�31、11�14）、̓ શ・環境委員会：2回（6�21、11�29）それ
ͧれ開࠵しました。
　2012年度からは、グループԣ断的なCSR活動方針にՃえ、各
事業所がその事業にଈしたCSR活動の方針をࡦ定する体制のߏ
ஙを推進します。この各事業所ಠ自のCSR活動方針を基にした
P%CAサイクルを回すことにより、さらなる企業Ձの上を目
指します。

αεςφϏϦςΟϦϙʔτ����
ͷൃ ץ
　日本語版（フルリポートおよび
ダイジΣスト版）とӳ語版（フルリ
ポート）を発ץし、日本語版およ
びӳ語版のフルリポートでGRIガ
イドライン第3版に定ٛされてい
るアプリケーション・レベルA+を
取ಘしました。

ଓՄੑ࣋ ใࠂॻʢதޠࠃ൛ୈ
ೋใʣͷൃ ץ
　中国語の持続可能性報告書
を、ൟ体ࣈおよび؆体ࣈでそれ
ͧれ発ץしました。

1%$"サΠΫϧ

$43ਪਐମ੍ਤ

ಈͷਪਐ׆$43

てʢ2011ʣ͚ಈͷਁಁに׆$43

各社、各部門
年間活動計ըのࡦ定

各社、各部門
実行

$43
ਪਐ会ٞ

1%$"֤ஈ֊ͷ
ঝೝɺใࠂ

各社、各部門
経済・環境・社会の報告に基づく活動実のチΣοク

1-"/

$)&$,

"$5 %0
各社、各部門

必要な対ࡦの実施
次年度計ըのө

、

社

$43ਪਐ෦

ίϯϓϥΠΞϯスҕһ会ʢࣄہɿ૯෦ʣ

$43ਪਐ会ٞ

基本方針・推進体制・活動計ըのࡦ定
活動状況・計ը進の評Ձ・管理
重要施ࡦのܾ定
開࠵時期
　定ྫ会議：期ごと
　ྟ時会議：必要ਵ時
成ߏ
　議長：社長
　メンόー：෭社長以下ࣥ行役員および社長から指໊された者
事務ہ
　CSR推進部

社会ݙߩҕһ会ʢࣄہɿ$43ਪਐ෦ʣ

҆શɾڥҕһ会ʢࣄہɿ҆ڥશ෦ʣ

লΤωਪਐ෦会ʢࣄہɿઃඋٕज़෦ʣ

Sustainability Report 2011
サステナビリティリポート 2011

αεςφϏϦςΟϦϙʔτ����Λ͓ ಡΈʹ ͳͬ ͨ͝ ҙݟɾ͝ Λ͓ײ دͤ ͩ͘ ͍͞ ɻ
次回リポートをよりよいものにするために、皆さまのご意見を参考にさせていただきたく存じます。
お読みいただいた率直なご意見、ご指摘をぜひお聞かせください。
ご意見・ご感想につきましては、弊社宛にご送付いただくか、メールもしくはFAXにてお願いいたします。

送付先
ＪＸ日鉱日石金属（株）　CSR 推進部
〒100-8164 東京都千代田区大手町二丁目6番3号
Mail: info@nmm.jx-group.co.jp
FAX: 03-5299-7343

Printed in Japan

ＪＸ
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日
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2011
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һΛରͱ͠ۀै $ͨ43આ໌ ձɾ࠲ஊձͷ࣮ ࢪ
　国内外の各事業所にてCSR説明会（計51回）を実施し、当社グ
ループのCSR活動の実際について従業員に説明をするとともに、
CSR࠲ஊ会（計46回）では各事業所の従業員とCSR活動に関する
意見ަなどを行いました。

һΞϯέʔτͷ࣮ۀै ࢪ
　サステナビリティリポート2011に関するアンケートを、ＪＸホー
ルディングスによるＪＸグループશ体のCSRアンケートに合わせて
実施しました。
ௐࠪظ࣌ɿ2011年12月5日〜 22日
ௐࠪରɿサステナビリティリポート 2011（文）の対象者
ճɿ89.8�（対象者 3464໊中、回者 3109໊）

ௐࠪ Ռ݁ʢྫ ʣ
　サステナビリティリポート2011の掲載コンテンツ22項目のうち、
関৺をもった項目中で1 〜 3位を選するܗ式とし、「1位：3、2
位：2、3位：1」で数Խの上、順位付けを行った結果、下記の
とおりとなりました。
ୈ1Ґ 社長ϝοηーδ 20��
ୈ2Ґ ＪＸ߭ੴۚଐͷ%/"ͱ$43 12��
ୈ�Ґ ٕज़։ൃ 11��
第4位 ಛ集〜私たちが重要と考える3つのテーマ 1147
第5位 鉱山における環境保શの取り組みࢭഇٳ 1135
第6位 事業紹介 下 （ྲྀ電材Ճ工事業） 1092
第7位 環境ྀٕܕज़の開発 1060
第8位 従業員とともに 1050
第9位 資源॥環ܕ社会のߏங 912
第10位 経Ӧ理೦・企業行動規範  903

$43ਪਐऀ मձͷ࣮ݚ ࢪ
　2011年10月18日、ＪＸ日鉱日石金属グループの国内事業所の
CSR推進責任者を集め、ݚम会を実施しました。
前中は、4つのグループに分ޕ　
かれ、グループごとに「IS026000
による重要項目の抽出とリスク・
機会の分析」について討論を行い
ました。ここで抽出された重要項
目は、サステナビリティリポート
2012の重要項目の選出のため
の資ྉとしても活用しています

（P15をご参照ください）。
環ٿ後は、東レ株式会社 地ޕ　
境事業ઓུ推進ࣨ長 Ԭݚ一ࢯ
をおটきし、「東レの地ٿ環境
の取り組みと-CM環境経Ӧ」と
したߨԋ会を開࠵しました。

লΤωਪਐ෦ձͰͷ׆ಈ
　当社グループのলエネルギー活動などの推進のために、目標・
活動計ըなどのࡦ定、活動状況・改ળ状況・エネルギー用実
などの取りまとめおよびそのフォロー、各事業所での活動に対す
るࢧԉを行っています。

ࡌܝಈτϐοΫεͷΣϒαΠτͷ׆$43
　2011年度より、ＪＸ日鉱日石金属グループの各事業所で行われ
たCSR活動を、当社のΣϒサイトに掲載しています。2011年度
は、101件のトϐοクスを掲載しました。このうち、海外でのCSR
活動を中৺に73件をӳ༁し、ӳ文サイトにも掲載しました。



֊ผڭҭ मݚӦίϯϓϥΠΞϯスܦ ίϯϓϥΠΞϯスߨश ๏ྩڭҭ
経ݧ・৬責にԠじ、コンプライアンスの
֓೦・必要性にՃえ、関係法 ・ྩ社内規
則などをڭҭする

หޢ士をࢣߨとして、経Ӧ判断の؍
から必要なݚमを行う

コンプライアンス・ガイドϒοクの解
説など*1

業務行上ཹ意が必要な法ྩに関する
ҭ*1ڭ

35 JX Nippon Mining & Metals Corporation Sustainability Report 2012

ίϯϓϥΠΞϯε

ίϯϓϥΠΞϯスҕһձ
　当社グループのコンプライアンスに関する基本方針、年度ごとの
重՝、ڭҭ、そのଞのॾ施ࡦは、当社の各部門および主要グ
ループ会社の୲当役員などをメンόーとする「コンプライアンス委
員会」（原則、年2回開࠵）でܾ定しています。コンプライアンス委
員会では、当社の各部門および各グループ会社からコンプライ
アンスに関する状況報告をडけます。これらの報告を基に事業ӡ

Ӧに係るෆਖ਼行ҝ、法ྩҧなどのリスクを評Ձし、重՝のઃ
定ڭҭ計ըのࡦ定などにөさせています。
　また、९法検については、成果行動評Ձ面ஊਓ事の自己ਃ
告のほか、CSRアンケート従業員࠲ஊ会などଟذにわたる方法
を組み合わせ実施しています。

ίϯϓϥΠΞϯスڭҭ
　経Ӧ（役員・部長ڃ）および従業員のコンプライアンス意ࣝ
ࣝの上をਤるために、֊ผ・所属ผにコンプライアンスڭ
ҭプログラムをߏஙしています。

ʹһۀै ର͢ ΔίϯϓϥΠΞϯεߨशڭҭͷ࣮ ࢪ
　「コンプライアンス・ガイドϒοク」を用いて、当社グループの
事業に関係する法ྩおよびグループホοトラインなどの説明を実
施します。
　2011年度は、コンプライアンス意ࣝのਁಁと基本的ཹ意事項

についての理解上をਤるため、֊ผݚम（入社時ڭҭ・3年目
म）の場においてコンプライアンݚ৬װम・新任基ݚम・新主任ݚ
スڭҭを実施し90໊がडߨしました。さらに、ಠࢭې法および
༌出管理についてもڭҭの場をઃけ、それͧれ74໊と32໊がड
。しましたߨ

ʹӦܦ ର͢ ΔίϯϓϥΠΞϯεݚमͷ࣮ ࢪ
　หޢ士などの専門家をࢣߨとして、৬責にԠじた内容により、経
Ӧ判断の前ఏとなるコンプライアンスに関するݚमを実施します。

ݕίϯϓϥΠΞϯス૯શؔ҆・ڥ
　環境・҆શ関係の法ྩ९क状況各৬場の組৫෩の把握な
どを目的として、「環境・҆શ関係コンプライアンス૯検（環҆
コン）」を、หޢ士およびコンサルタントの協ྗをಘて、次のとおり
実施しました（実施期間：2011年10月から12月まで）。

๏ྩ ९कঢ়گͷѲ
書面֬認
■ 対象：当社およびグループ会社の拠20ϱ所
■ 内容：拠ごとの適用法ྩをまとめたチΣοクリストによる

書面֬認
往査
■ 対象： 当社およびグループ会社

の拠10ϱ所
■ 内容： チΣοクリストによる書面

֬認にՃえ、現地における計ث計表などの֬認

৫෩ͷѲ
アンケートௐ査
■ 対象：当社グループの役員・従業員5300໊
■ 内容：コンプライアンス意ࣝに関するアンケートௐ査（回ऩ率

95�以上）
インタビューௐ査
■ 対象：当社およびグループ会社の拠7ϱ所
■ 内容：アンケートௐ査を基に、さらなるৄࡉ把握のためのトοプ

以下各を対象とするインタビューௐ査

　上記環҆コンでの検の結果を踏まえ、環境・҆શ面での管理
レベルを一上させるとともに、グループホοトラインの改ળ
コンプライアンスڭҭの֦ॆなどにより、従業員のコンプライ
アンス意ࣝの上をਤります。

ＪＸ߭ੴۚଐάϧーϓͷίϯϓϥΠΞϯスڭҭମܥ

上記コンプライアンスڭҭのほか、法務ڭҭとしてܖ事業に関連する法ྩなどの、各部門のニーζにԠじたڭҭを実施する༧定です。 *1 グループ会社も対象とする。
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ớ
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新任基װ৬ݚम

役員ݚम
部長ݚڃम

新主任ݚम
学ଔ入社3年目ݚम

入社時ڭҭ
（学ଔ）（中్入社）（Օ所࠾用）

環҆コンの෩ܠ
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　当社では2011年3月11日、東地方ଠฏ༸ԭ地の発生直
後、社長を本部長とするࡂ害対ࡦ本部を本社にઃஔし、当社グ
ループの従業員およびその家の҆൱֬認と、各事業拠のඃ
けた取にچԉ･෮ٹ状況の把握にめるとಉ時に、かなࡂ
り組みを開࢝しました。

　本リポートでは、これらの取り組みのうち、電材Ճ工事業におけ
る#CP（事業ܧ続計ը）とඃࡂした2ϱ所のٳഇࢭ鉱山の෮چ状況
ならびに෮چ後の߃久対ࡦについてご報告します。

࿈・࿑ಇ҆શӴੜͷリスΫ・Ϛωδϝϯトؔڥ
　環境関連分野においては、各事業所でIS014001をܧ続ӡ用
中です（認証取ಘ状況はP61をご参照ください）。また、࿑ಇ҆શ
Ӵ生分野では、0)SASを活用し、それͧれ法ྩ९कのపఈとリス
ク管理の上にめています（ৄࡉはP73をご参照ください）。

ίϯϓϥΠΞϯス・ΨΠυϒοΫ
　当社グループの事業行に当たりཹ意が必要となる法ྩなど
を解説した「コンプライアンス・ガイドϒοク」を作成し、当社およ
びグループ会社の役員・従業員にしています。

άϧーϓϗοトϥΠϯ
　当社グループでは、グループ内の法ྩҧのࢭと問のૣ
期発見・ੋਖ਼をਤることを目的として、「グループホοトライン」を
ઃஔしています。
　2011年度は、環҆コンのアンケートௐ査を通じてऩ集したグ
ループホοトラインに対する意見などを踏まえ、通報૭ޱの外
部機関のى用、ಗ໊でのडけ付けのڐ容など、グループホοトラ
インのさらなる改ળをਤりました。
　なお、2011年度には、ෆਖ਼行ҝࠩผ行ҝを含めたコンプラ
イアンスҧ事ྫの通報はありませんでした。

ըʣܭଓܧۀࣄにお͚Δ#$1ʢۀࣄՃࡐి
ࡂͷɾؒ ͷӨڹ
　当社グループの電材Ճ工事業の拠のうち、日ཱ事業所、ү原
工場等が地によりඃࡂしました。関係者一ؙとなって෮چに
めた結果、主なについては以下のとおりૣ期に෮چを果たし
ました。

Օ所 ໊ ෮چ状況
日ཱ事業所 ѹԆ銅ഩ 2011年3月下०からૢ業再開

電解銅ഩ 2011年4月ॳ०からૢ業再開
ү原工場 ಋ体用ターήοト 2011年4月ॳ०から順次ૢ業再開

記ບ用ターήοト 2011年4月ॳ०から順次ૢ業再開
ӷথ用ターήοト 2011年7月上०から本֨Քಇ

三༑電子（ߐ） ਫ਼ີՃ工（めっき） 2011年3月下०から順次ૢ業再開
一関ഩ 電解銅ഩ（後Ճ工） 2011年3月下०から順次ૢ業再開

　ਫ਼ີѹԆをしている見工場（ਆಸפݝ町）は、ඃࡂ
はしなかったものの、東京電ྗ管内で実施された計ըఀ電の影響
をඃりました。ૢ 業中の༹解がఀࢭすると内で金属がݻڽし
てしまうため、計ըఀ電中は計ը的なૢ業ఀࢭが必要となり、֓ Ͷ
70ˋ程度のՔಇ率を༨ّなくされました。見工場では事前に

在ݿをੵみ上͛るなどの対ࡦをߨじる一方、計ըఀ電が長期Խし
た場合に備え日鉱金属（蘇州）ともີۓな連ܞをਤりました。また、
ఀ電ऴྃ後には直ちに༹解を開࢝できるようૢ業を工し、ૢ 業
下による影響を࠷খ限にとどめ、ೲ期Ԇをདྷすことなく対Ԡ
しました。

ଓͷͨܧۀࣄ Ίʹ
　当社グループは電材Ճ工事業ののଟくで高いマーケοト
シΣアを有しており、これらのを҆定的にڅڙする責任を負っ
ています。こうしたことから当社グループでは、東日本大ࡂの
経ݧを踏まえ、#CP（事業ܧ続計ը）を見直し、以下を含Ή非常事
ଶ発生時の対Ԡについて、改めて֬認しました。
■ 通৴、ަ 通、༌送手ஈの֬保
■ 電ྗなどのエネルギー源工業用水の֬保
■ 原材ྉおよび資機材の֬保
■ 関係者の҆൱֬認ならびに情報ऩ集、発৴および管理の方法

෦௨ใऀ

֎෦ؔػ

ސ

ห࢜ޢ

社

ϗοトϥΠϯࣄہ

ہࣄ

һہࣄ
௨ใडཧɾ
ௐࠪɾରԠ

通報
ಗ໊も可 連བྷ

対Ԡ状況報告 対Ԡ指示

連བྷ

対Ԡ指示

通報
ಗ໊も可

対Ԡ状況報告

報告

ௐ査・
対Ԡ指示
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ిྗͷ҆ఆ֬อに͚て
　電ྗの҆定֬保は、ૢ 業ܧ続のための࠷重要՝の一つです。
当社グループでは、ү原・見の྆工場に、主にՆقのઅ電対Ԡ
およびٸۓ時の電源として、2011年9月に発電出ྗ5750L8の
自家発電機をಋ入しました。

て͠ࢦをݮリスΫͷۀૢ
　ಋ体用スパοタリング ターήοトは主にү原工場でして
いますが、東日本大ࡂ後、その高いマーケοトシΣアから、ಛに
海外のお客さまから、拠の分ࢄを含Ή#CPのॆ実をٻめら
れていました。
　こうした動きをडけү原工場では、طにՃ工ઃ備をಋ入してい
るJX Nippon Mining & Metals 6SAとともに中間の在ݿ
水準非常事ଶ発生時のૢ業分୲などの検討を進めています。
　またグループ会社の日鉱金属では、部のཾᖇ工
業Ԃ区に新たに2ສm2の用地を֬保し、新工場のݐઃにண手しま
した。この新工場では、ಉ社が以前から行っていたӷথ用スパοタ
リングターήοトのՃ工のほかに、ಋ体用スパοタリングター
ήοトのՃ工の一部も行う༧定です。このほか、ؖ 国ＪＸ金属でも
ಋ体用スパοタリングターήοトのՃ工ઃ備のಋ入を検討して
います。

େ୩߭ ߹ͷࢁ
　東地方ଠฏ༸ԭ地により、当社グループの大୩鉱山では、
ଯੵ場内の鉱מל

㆓ㆄ㆕ㆂ
ᕥの一部がӷ状Խにより場外にྲྀ出しました。

ଯੵ場は鉱山保҆法に基づくઃ計基準は満たしていましたが、ྲྀ
出した鉱ᕥは田ാおよびຽ家1ݢをԡしྲྀし、海から800mの地
まで౸ୡしました。その後、この地まで౸ୡした津の引き
ைにより、さらに下ྲྀに広まりました。
　2011年11月には、ごをおかけした付ۙのॅຽの方ʑの
補ঈをྃさせ、さらに2012年5月までには、֓ Ͷ原状回෮させ
ることができました。

自家発電機（見）

新工場成༧定ਤ

地直後の鉱ᕥྲྀ出の༷子（2011年4月）

水田として෮چした༷子（2012年5月）

自家発電機（ү原）

ඃ͠ࡂたٳഇࢁ߭ࢭͷٱ߃ରࡦ
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ۄߴ߭ ߹ͷࢁ
　高ۄ鉱山મਆଯੵ場が位ஔするౡ܊ݝ山ࢢも東日本大ࡂ
のં、度6ऑの地にऻわれました。その結果、ଯੵ場の上部
法面が่յ、鉱

㆓ㆄ㆕ㆂ
ᕥ44千m3がྲྀ出し、ଯੵ場下ྲྀのࣣྛಓお

よびࣣにྲྀれࠐみました。ಉଯੵ場も鉱山保҆法のઃ計基
準は満たしていましたが、ଯੵ場が「内式」であったことにՃえ、
ଯੵ場のࣼ面のࣼ度がきつかったために、地の༳れで一ؾに่
յしたものです。
　地のཌ日（12日）からྛಓ上の鉱ᕥのఫ去にண手し、14日ま
でには開通させることができました。その後、にྲྀ入した鉱ᕥ
のఫ去作業にண手し、関係官ிの֬認地ݩの説明を行いな
がら、4月中には鉱ᕥのఫ去をྃしました。

にͭいてࡦରٱ߃
　東日本大ࡂとಉ等以上の地でも法面が่յしないߏと
するために、ଯੵ場上部のޯٸ部の鉱

㆓ㆄ㆕ㆂ
ᕥを下部にҠ動し、ଯੵ

場のࣼ度を؇します。その上でप囲の山ෲ水࿏および場内水
࿏を整備し、෴して種子ਧき付けによるԽを行うこととしまし
た。高ۄ鉱山での߃久対ࡦ工事は、2012年10月にྃする༧
定です。

鉱ᕥྲྀ出状況（2011年3月）

（成༧想ਤ）ଯੵ場מל

ଯੵ場のԽ（2012年7月）

ࡂલͷמלଯੵஅ໘

ըʣܭଯੵஅ໘ʢמלͷޙࢪ࣮ࡦରٱ߃

にͭいてࡦରٱ߃
ੵ、ଯੵ場はچ　 み上͛た鉱

㆓ㆄ㆕ㆂ
ᕥの࠷上部がԃ

ㆆ㇓ㆦㆂ
అより高くなる「内

式」でした。ࠓ後、ಉ等規以上の地があってもଯੵがྲྀ
出することがないように、߃久対ࡦとしてמלଯੵ場のߏを「外
式」にมߋし、ԃఅの高さも11mから39mにਹ上͛します。こ
の߃久対ࡦの工事は、2014年1月にྃする༧定です。
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ΧηϩωεɾϓϩδΣΫτͷਐঢ়گ
　2012年3月現在、プロジΣクトの進はશ体で6ׂとなっています。2013年のૢ業開࢝にけ、順ௐに開発を進めています。

ຏ鉱プラント SX-E8プラント

ണ発ഁ ౙقの作業෩ܠ ダンプリーチングઃ備のݐઃ෩ܠ

։ൃݯհɻ্ྲྀʢ資ۀࣄ ʣۀࣄ

ＪＸ߭ੴۚଐάϧーϓͰɺ༏ྑな߭ࢁ։ൃϓϩδΣΫトにاըஈ֊͔Βੵۃతにࢀը͠ɺ·たࣗओ߭ࢁ։ൃをੵۃత
にਪਐ͠てい·͢。νリڞࠃͷʮΧηϩωスಔ・Ϟリϒσϯ߭চʯʢΧηϩωスʣ։ൃϓϩδΣΫトにͭいてɺ201�ͷૢ
おΑͼϓگઃをਐΊてい·͢。ຊリポートͰϓϩδΣΫトͷਐঢ়ݐてɺ2010�݄͔ΒඞཁઃඋなͲͷ͚に࢝։ۀ
ϩδΣΫトをӡӦ͢Δ4$.�.JOFSB�-VNJOB�$PQQFS�$IJMFʢ.-$$ʣͷڥରԠɺҬରԠ׆ಈにͭいてごใ͠ࠂ·͢。

Χηϩωス߭চͷશܠʢ2012�݄ࡏݱʣ

ϐοト

Ұ࣍Ϋϥογϟー

ストοΫύΠϧ ຏ߭ϓϥϯト

มిॴ

ුબϓϥϯト

トϥοΫमཧ

γοΫナー

Ϟリϒσϯුબϓϥϯト

༻ਫポϯϓ࠲

૯߹ࣄॴ

ցमཧػઃݐ

μϯϓリーνϯά

49�&8ϓϥϯト

経済活動報告
ＪＸ߭ ੴۚ ଐάϧʔϓͷۀɺ֤ۀࣄ༰ͳͲ׆ࡁܦಈʹ ͍ͭ ͯ͝ ใ͠ࠂ ·͢ ɻ
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ੜଟ༷ ੑͷରԠ
　M-CCでは所有地૯面ੵ385Lm2のうち、Χセロネス・プロジΣ
クトのઃ備ݐઃなどの影響をडける0.87Lm2を保ޢ地域にઃ定
し、そこに生ଉしている動২の保ޢをਤっています。
　ಉ地域内では「थをെ࠾した場合はെ࠾した地区の面ੵの
1.6ഒの面ੵに২थを行う」「ࢭΉをಘず保ޢ対象২をെ࠾する
場合は、その10ഒの本数のಉ保ޢ২を২थする」こととしてい
ます。2010年11月には、生産ઃ備ݐઃ༧定地のCaseronesܢ
୩に分する࣪地২ଳ（9400m2）を、専門家の指ಋのもと、࠷
২ޢ୩Ҡ২しました。その後準保ܢりの適地である-a 0llitaد
のベガもແ事にࠜ付いていることが֬認されています。

&OWJSPONFOUBM
�
4PDJBM

�
.BOBHFNFOU

�
1MBOͷࡦఆ

　M-CCでは、「҆શ」「環境保શ」「ٸۓ対Ԡ」「生ଟ༷性」「ਓ材
管理」「文ԽҨ産の保ޢ」「ด山計ը」などの項目を取りまとめた
Environmental Social Management Planをࡦ定し、2011年
7月にEnvironmental Social Management Reportとして発行
しました。ࠓ後は本リポートに記載された内容に従い、プロジΣク
トを行していく༧定です。

Ҡ২したベガがࠜ付いた付ۙの

中学ߍで開࠵したༀઁ取とҿञࢭのためのセミナーレクリエーション中の開発作業者

VOICE

+BJNF�"OESBEF�(�
External A⒎airs and Com-
munications 0⒏cer
SCM Minera -umina  
Copper Chile

.-$$Ͱͷ$43׆ಈ

　私はM-CCで主に地域社会とのব外を୲当しています。ステークホルダーとのྑな関係は、「責任あるॅ
ຽ」として地域の一員となることでஙかれます。M-CCでは、「水資源管理」「地域社会の貢献」「ަ通҆શ対ࡦ」

「৬業܇࿅とޏ用のҡ持・֦大」の4つを࣠に、Χセロネス・プロジΣクトが地域社会と環境に及΅す影響の評
Ձ、地域社会とڞ通の利ӹをڗडできるྖ域のಛ定、プロジΣクト行に先行した地域社会との߃久的ネοト
ϫークのߏஙを進めております。
　ಉプロジΣクトが経済性評Ձから開発のステージにҠ行し、必要ઃ備などのݐઃを開࢝した2010年4月以߱
は、主に次の5つのྖ域を中৺に、CSR活動を進めています。

■ 2010年1月に開発Ҡ行をঝ認した環境評Ձܾ定書での取りܾめ事項の行。
■ アタΧマ州の各自࣏体、ಛにティエラ・アマリージϟ、όジΣナル、Χルデラおよびフレイリナと、ॅ ຽの生

活の上のためのॾ施ࡦの実施。
࿅プログラムの展開（現܇ҭ関連プログラムの実施、および地域ॅຽのब業能ྗを高めるための৬業ڭ ■

在、アタΧマ州の੨年が、Χセロネス・Φϖレーター૯合܇࿅プログラムに参Ճしています。この੨年たち
がΧセロネスのプラント・鉱山でਖ਼社員としてಇいてくれる༧定です）。

■ 国際࿑ಇ第169号および国際金༥公社の基準に基づく、ホルケラおよびそのྲྀࢧのコリϟ先ॅຽ
コミュニティとの߃久的対の実施。

■ コϐアポ水資源管理改ળプログラムの実施。
　2013年のૢ業開࢝にけ、Χセロネスで生産されるの༌送ルート、そのੵみ出しߓなど、プロジΣクト
が影響を及΅す地域は֦大していきます。M-CCではࠓ後さらに対外業務・広報活動をڧԽすることで地域社
会との対をॆ実させ、Χセロネス・プロジΣクトに関する理解をਂめていただくことにྗしていきます。
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հɻதྲྀʢۚۀࣄ ଐ࿉ۀࣄʣ

தྲྀͱなΔಔ࿉ۀࣄͰߴɺ いٕज़ͱੈքトοϓΫϥスͷੜ࢈ྗをͭ࣋࿉ॴ͔Βߴ࣭なిؾಔを҆ఆతにڅڙ
͠てい·͢。ి ͱɺؖڌࠃʣʢ11$ʣͷגྗɺύϯύγϑィοΫ・Χούーʢ࢈ಔͷੜؾ にお͚Δ߹หձ社Ͱ͋Δࠃ
-4�χοίー・Χούーを߹Θせてɺؒ11�ສトϯͰ͢。

ΞδΞͷリーσィϯάϓϩσϡーサーͱ͠て
　ＪＸ日鉱日石金属と三Ҫ金属鉱業（株）がڞಉでઃཱしたPPC
は、Χセロネスの開発をはじめとする資源開発から原ྉௐୡ、生産
およびൢചまでを一؏して行っているほか、྆ 会社とؖ国・-Sグ
ループとの合ห࿉会社である-S-ニοコー・Χοパー（株）ともఏ
。ࠤ成していますܗ૪ྗのある࿉アライアンスをڝして国際ܞ

լ関࿉所、ۄ野࿉所そしてԹ山工場はいずれも、ੈ քトοプ
クラスのコストڝ૪ྗを有しており、質ྔともにアジアにおける
リーディングプロデューサーとして༳る͗ない地位をཱ֬してい
ます。

మʢスϥάʣʙಔ࿉ͷ෭ੜʙࢎܔ
　銅ਫ਼鉱からは、銅以外にもさま͟まな有Ձが取り出されま
す。当社グループでは、و金属レアメタルのみならず、鉱石中
のあらΏる有Ձをੈք࠷高水準のٕज़でపఈ的に回ऩし、銅
࿉におけるθロエミοションを目指しています。
మ（スラグ）は銅࿉のプロセスで取り出される有Ձの一ࢎܔ　
つです。ࢎԽమ、ࢎܔを主成分としており、理的、Խ学的に非常
に҆定しています。

լ関࿉所ࠤ 日ཱਫ਼銅工場日比ڞಉ࿉（株）ۄ野࿉所 Թ山工場（-S-ニοコー・Χοパー）

ＪＸ߭ੴۚଐάϧーϓͷ࿉ΞϥΠΞϯスͱݯࢿ։ൃ

*1 ＪＸ日鉱日石金属の間所有ׂ合
*2 生産能ྗ26ສトンのうち、PPC持分63.51�

మʢスϥάʣͷࢎܔ

࿉ΞϥΠΞϯス

ＪＸ日鉱日石金属

ύϯύγϑィοΫɾΧούーʢ11$ʣ
61ສトϯʢ日ຊʣ

լؔ࿉ॴɾ日ཱਫ਼ಔࠤ
45ສトϯ

ϩスɾϖϥϯϒϨスಔ鉱ࢁʢνリʣ
15��1

Τスίϯσィーμಔ鉱ࢁʢνリʣ
3��1

ίδϟϫγಔ鉱ࢁʢνリʣ
3.6��1

ΧηϩωスಔɾϞリϒσϯ鉱চʢνリʣ
75�

日ൺڞಉ࿉ʢ株ʣۄ࿉ॴ
Թࢁ16ສトϯ�2

56ສトϯʢؖࠃʣ
-4�χοίーɾΧούー

ʣגʢۀҪۚଐ߭ࡾ

Քಇதւ֎鉱ࢁ

։ൃதւ֎鉱ࢁ

投資

投資

投資利ӹ

鉱石҆定
ௐୡ

鉱石҆定
ௐୡ

投資利ӹ

39.9�*166.0�

34.0� 5.0�

'F0
37-51�

.H0
0.5-1.5�

4J0�
35-40�

$B0
1.0-5.0�

"M�0�
3.0-4.5�

4J02ͱʁ
二ࢎԽケイ素のことで、
石ӳܔ石、シリΧとも
れ、高をՃえるとݺ
ガラス質になります。

'F0ͱʁ
れ、比重ݺԽమ（II）とࢎ
の大きいࠇ৭のค状
のݻ体です。



JX Nippon Mining & Metals Corporation Sustainability Report 2012 42

ܦ
ࡁ
׆
ಈ
ใ
ࠂ

て͚に༺׆ͷ༗ޮݯࢿ
మ（スラグ）は、その高い҆定性にՃえ高ີ度でಁ水性がࢎܔ　
高いことから、ఱવ資源である （࠭࠭利）に代わる素材として、ݐங
ߓ整備など各種インフラ用్においてී及が進んでいます。
またケーιンの中٧め用్においては、࠭ を利用した場合に比べ
てケーιン自体がコンパクトになることから、経済性の面からも社
会に貢献しています。
　当社では、鉱資源の有ޮ活用とఱવ資源（࠭利）の保ޢをਤ
る؍から、ࠓ後ともࢎܔమ（スラグ）の有ޮ活用をੵۃ的に推
進していきます。

にͭいてࡂլؔ࿉ॴにお͚ΔՐࠤ
լ関࿉所は2012年1月7日、సઃ備管理ࣨ付ۙより発ࠤ　
生したՐࡂによりૢ業をఀࢭしました。ＪＸグループの૯ྗを͛ڍ
て෮چ作業にめた結果、当ॳ༧定していた෮چ時期をૣめ、 
2月13日よりૢ業を再開しました。
にうਓ的ඃ害環境負荷質のྲྀ出などはなࡂ回のՐࠓ　
かったものの、電ؾ銅のݮ産ྔは29千トンとなりました。3月か
ら4月にかけて実施༧定であったۄ野࿉所の大規定期मસを
ळにԆ期するなど、ＪＸ日鉱日石金属グループのଞの࿉所を活
用することでその影響を࠷খ限にとどめ、の҆定څڙにࢧো
をདྷすことがないようめました。ࠓ後は、ケーϒルணՐࢭ
Ԇমඃ害の࠷খԽなどの対ࡦの実施により、再発ࢭをਤってい
きます。

ケーιンのࢎܔమ投入作業

మ投入後のケーιンࢎܔ

ＪＸ日鉱日石エネルギー ࠜ؛༉所から
届いたม電ઃ備（フィーダー൫）

フィーダー൫をऩ容してԾ෮چした二次
ม電所

ຒΊ立てࣄ؛ޢͷϓϩηス
⬟ ケーιンをઃஔする海ఈの地൫をサンドコンパクションパイル

工法で改ྑ
⬡ ࣺ石マンドをෑઃ
⬣ ケーιンを改ྑした海ఈ地൫にઃஔ
⬥ ケーιン内部ࢎܔమを投入
⬧ 成地のຒめし材ྉを投入

έーιϯ

మͷபࢎܔ

นؠ

ೈऑʢւఈʣ

ফϒϩοΫͳͲ

మࢎܔ
ʢத٧Ίࡐʣ

ւ
ຒΊ͠ࡐྉ

ࣺ石Ϛϯυ



ૉࡐ

ླ࡞ॴ ۀࢠ༑ిࡾ

ඍࡉൈ͖ϓϨス
ϓϨス͛ۂ

Ί͖ͬޙ

ඍࡉൈ͖ϓϨス
ϓϨス͛ۂ

ྉΊ͖ͬࡐ
ླ࡞ॴ

ཱ 
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հɻԼྲྀʢిۀࣄ ʣۀࣄՃࡐ

ػߴ͚෦ࢠࣗಈं༻なͲͷిثػࢠి・ΒなΓ·͢。ओに*5͔ۀࣄྉࡐͱബບۀࣄྉࡐػɺۀࣄՃࡐి
にͭいてɺۙۀࣄͷ͏ͪਫ਼ີϓϨス・Ίっ͖をѻ͏ਫ਼ີՃۀࣄྉࡐػ。͢·ྉを։ൃ・・ൢച͠ていࡐ ۀ༰
ͷ֦େͱॆ࣮をਐΊて͖·͠た。ຊリポートͰɺͦ ΕͧΕ2010�݄ͱ20112݄に当社άϧーϓͷࡿԼにೖってਫ਼
ີՃۀࣄをࡾ͏ߦ༑ిۀࢠʢגʣͱʢגʣླ ࡞ॴにͭいてɺごհ͠·͢。

Ұ؏ੜ࢈ମ੍ ͷ֦ ॆʹ ΑΓଟ༷ ͳχʔζʹ ରԠ
　ＪＸ日鉱日石金属グループは、資源開発事業で生産された銅ਫ਼
鉱を、࿉所において電ؾ銅に࿉しています。この電ؾ銅は、
見工場においてさま͟まな金属をఴՃすることによりさま͟ま
なಛ性を持った銅合金となり、ਫ਼ີにѹԆされます。こうして
されたਫ਼ີѹԆを、さらに当社グループ内において、お客さ
まのご要にԠじਫ਼ີプレス・めっきՃ工を施し、ೲ入していま
す。ಛに、ླ 作所における高・ਫ਼ີプレスՃ工、三༑電子

工業の「後めっき」（プレスՃ工後の部のਫ਼ີめっき）は、その
高いٕज़によって実現される質が、お客さまから高い評Ձをい
ただいています。
　当社グループは、「資源・素材からਫ਼ີѹԆ、プレス、めっき」の
一؏生産体制を一ஈと֦ॆし、開発、質、ೲ期、コストとあらΏ
る面で、電子Խの進展するं載IT用్をはじめとするお客さま
のさま͟まなニーζにおԠえします。

ླ࡞ॴͷਫ਼ີ ϓϨεՃٕ ज़
　ླ作所のٕज़のಛ長は、2マイクロメートルのࠩޡの範囲
で制ޚできるൈきՃ工と10マイクロメートルの範囲で制ޚするෳ
Ճ工をプレスで実現できるとこΖにあります。金属の素͛ۂなࡶ
材をプレスするためには、「金ܕ」とݺれる工作機ثが用され
ます。ླ 作所では、自社でこの金ܕのઃ計、作、ҡ持・管理
をすることにより、日本でも۶指の͛ۂՃ工ٕज़を実現していま
す。ༀࡎを用するエοチングを用いない、環境負荷のগないਫ਼
ີՃ工ٕज़です。

金ܕのྫ

ඍࡉൈきプレス後のサンプル（ݦඍࣸڸਅ）

0�0�NN

0�0�NN

����NN

֯0�0�NN

⮦෦֦େʷ200

⮧෦֦େʷ200

ʷ10

⮦෦அ໘ਤʷ200



χοέϧόリΞ͕ͳ͍߹ χοέϧόリΞ͕͋Δ߹

コネクタצ合部（金部）と基
൘田付け部（実部）の間がશ
て金めっきされている状ଶ

ా ʢ͚࣮ʣͷࡍɺج൘ଆͷ
ా͕ίωΫλצ߹෦ʢ金
෦ʣ·Ͱ্͕͍ٵΓɺճ࿏͕ଛͳ
ΘΕΔɻ

ా ʢ͚࣮ʣͷࡍɺχοέϧ
࿐ग़෦͕ج൘ଆͷా্͍ٵ
͕ΓΛϒϩοΫʢχοέϧόリΞ
ޮՌʣ͢ Δ͜ͱͰɺճ࿏ػ͕֬
อ͞ΕΔɻ

χοέϧόリΞ

0.1mm

ۚΊっ͖
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༑ిࡾ ͷਫ਼ີۀࢠ Ίͬ Ճ͖ٕ ज़
　三༑電子工業では、主にླ作所などでプレスՃ工された素
材にਫ਼ີめっきを行っています。このうちಉ社で࠷もಘ意として
いるのが「ニοケルόリア」Ճ工です。金めっきを施した部分と
田部分が৮すると基൘側から田がٵい上がるというෆ۩合が
するために、その間にニοケルめっきの࿐出ࢭきます。これをى
部をܗ成し田のٵい上がりをࢭ（όリア）します。
　また、ಉ社では、1ミリほどの上に0.1ミリ୯位でのめっき
の付け分けを行い、0.1マイクロメートル୯位でめっきのްさの制
をする高度なՃ工が可能です。さらに、ບް0.01マイクロメーޚ
トルのۃബめっきを実現しています。
　また、めっき用۩を内Խしていることもಉ社のಛ長です。
ಠ自に۩を作することで、ಠ自のめっきラインをઃ計・ߏஙす
ることを可能にしています。このことにより、お客さまのご要ٻに
ॊೈかつਝに対Ԡできるਫ਼ີめっきՃ工を実現しています。

ਫ਼ີ Ճٕ ज़ʹ ΑΓ͓ ٬͞ ·ͷϚΠΫϩɾίωΫλͷ։ൃ ɾʹ ݙߩ
　当社グループは、高ڧ度・高ಋ電性を有するਫ਼ີѹԆに、上
記のਫ਼ີプレス・めっきՃ工をごఏڙすることにより、お客さま
のよりਫ਼度の高いマイクロ・コネクタの開発・に貢献してい
ます。
　マイクロ・コネクタは、ミクロン୯位のՃ工が必要なコネクタと
定ٛされます。ӈը૾はマイクロ・コネクタですが、ถཻほどの
5mm長のコネクタに、上記のਫ਼ີプレス・めっきを施した数े本
のϐンがこの中に֨ೲされています。
　マイクロ・コネクタは電子機ثのখܕ・ܰྔԽに必須の電子部
です。当社グループは、マイクロ・コネクタの開発・にܽか
せないٕज़をఏڙすることにより、電子機ثの高性能Խとল資源
Խに貢献しています。

マイクロ・コネクタ

ཱ体ܗ状マイクロ・コネクタ

χοέϧόリΞΊっ͖ٕज़
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ＪＸ߭ੴۚଐάϧーϓɺڥリサΠΫϧۀࣄͷશࠃతなωοトϫーΫをߏங͠ɺ૯߹తなڥリサΠΫϧۀࣄをల։
͠てい·͢。͜ ͷ͏ͪɺҪݝರլࢢͷರլおΑͼＪＸۚଐರլリサΠΫϧͰɺۀ࢈ഇغͷதؒॲཧۀࣄɺඇమ
ۚଐリサΠΫϧۀࣄにお͚Δॲཧྗͷ૿ڧɺおΑͼࡁ༺みリνϜΠΦϯి͔ΒͷリνϜなͲͷϨΞϝλϧͷճ
ऩͷたΊͷઃඋを৽ઃ͠·͠た。ຊリポートͰɺ͜ ΕΒͷઃඋࢿを௨͠てɺ当社άϧーϓにお͚Δۚଐݯࢿͷ࠷దな
。͢·たϚテリΞϧ・スνϡϫーυγοϓ֬立ͷたΊͷઓུͷҰをごհ͠͠ࢦを༺׆

ＪＸۚଐರլリサΠΫϧにお͚ΔリサΠΫϧۀࣄ
　ＪＸ金属ರլリサイクルでは、用済みの電子機ثに解体・คࡅ
などのॲ理を施し、有Ձ金属を含Ήスクラοプ原ྉとして選ผして
います。さらにこれらのリサイクル原ྉに༉Խॲ理・ম٫ॲ理を行

います。こうした前ॲ理を施したスクラοプ原ྉを、パンパシフィο
ク・Χοパーのࠤլ関࿉所に送り、銅・金・ۜといった有Ձ金属
を回ऩします。

৽ઃඋʹ ΑΔ༗Ձۚ ଐͷճऩ
ൠのઃ備投資では、レアメタルの回ऩྔを૿Ճさせるためࠓ　
に、前ॲ理を行う定ஔの૿ઃを行いました。従དྷ4基ある定ஔ
を2基૿ઃし6基とすることで、リサイクル原ྉのॲ理能ྗを૿
し、ॲ理ྔを従དྷの400tڧ ʗ月から650t ʗ月としました。また
を外に出さないことを含め、पؾ回のは、ಛにഉ出ガスのषࠓ
ล環境負荷を上͛ないためのສશのાஔをߨじています。
　また、ＪＸ金属ರլリサイクルでは、銅・ニοケル・ऎ・コόルト・و
金属を含んだഇӷから、中・ؐ 集、または༹ഔ抽出といったڽ・ݩ
手法をۦして、有Ձ金属を回ऩしています。2012年のॳめには
新たにインジム・コόルト回ऩઃ備が成し、Քಇを開࢝しました。
　電子材ྉの工程から発生するスラοジには、工程で
用されているレアメタルが含まれています。産業ഇغとしてॲ
理されていたスラοジなどから、インジム・コόルトを回ऩする
ઃ備です。回ऩされたインジムの中間は、日ཱ事業所の
)MC部に送られ、金属インジムにします。また、コόルトの
中間は-i#リサイクルઃ備（P46をご参照ください）でॲ理され
ます。

ʣۀࣄϦαΠΫϧڥհɻԼྲྀʢۀࣄ

新定ஔ

インジム・コόルト回ऩઃ備

ＪＸۚଐರլリサΠΫϧͰͷલॲཧ
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ΈϦνϜΠΦϯిࡁ༺ ͳͲ͔ ΒͷϨΞϝλϧϦαΠΫϧઃ
උʢ-J#ϦαΠΫϧઃඋʣ
　2010年4月より経済産業লの委ୗ事業である「用済みリチ
ムイΦン電などからコόルト、ニοケル、マンガンおよびリチ
ムを回ऩする実証Խ試ݧ」を実施し、طにऴྃさせています。その
結果を基に、ૣ 期の業Խを目的として、プロセス改ળ、コストダ
ンならびに࠷適経済規生産体制のࡧなど࠷ऴ事業Խ計ը
ઃし、#౩内にෆ७の除ݐ（#౩）をݐ定に取り組Ήべく、新ࡦ
去ڧԽס૩ࠝ包などのための新たなઃ備をಋ入しました。
　-i#リサイクルઃ備では、ഇ電・ഇਖ਼ۃ材からこれらに用さ
れているコόルト、ニοケル、マンガン、リチムといった有Ձ金属
を回ऩし、དྷるべき電ؾ自動ंなどの環境対Ԡܕ自動ं時代の資
源॥環ܕ社会のߏஙに貢献することを期しています。

৽ઃඋͷॡʹ ͨ ͬͯ
　2012年4月11日に、これらの新3ઃ備のॡ工式యをࣥり行い
ました。ＪＸ金属ರլリサイクルのߏ内において、新ઃ備の見学
会、ならびに新ઃ備のՔಇの҆શをف願したਆ事をࣥり行い、そ
の後ರլࢢ内のホテルに場所をҠし、新ઃ備ॡ工記೦パーティを
開࠵しました。
　当日は、Ҫݝの事ರլࢢのՏࢢ長をはじめとした
行関係、協ྗ会社、お取引先などから100໊の方ʑにご出੮
いただき、大にॡ工式యをࣥり行うことができました。新ઃ備は
いずれも経済産業লのرগ金属利用産業等高度Խ推進අ補ॿ金

（レアアース等利用産業等ઃ備ಋ入事業）のަ付の対象となってい
ることから、経済産業ল非మ金属՝からもご出੮いただきました。

新ݐ（#౩）（手前）

҆શف願のਆ事

新ઃ備の見学会

リνϜΠΦϯిʢ-J#ʣリサΠΫϧϑϩー
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ＪＸ߭ ੴۚ ଐάϧʔϓͷత࢈ࡒઓུ

ઓུͷਪਐࡒ෦ɺ։ൃ෦ͱҰମͱなったۀࣄ
　事業部門、開発部門と的財産部が一体となり、実際のݖ利行
を推進しています。2011「ஙߏڐめのಛ߈」をイメージした
年度の主な取り組みは以下のとおりです。
■ 主ྗࠓ後の期が高い開発について、財を切りޱ

とした開発会議（財デβインレビュー）を実施
ٕ、場ニーζࢢ ■ ज़ϊϋおよび事業リスクの関係を明֬Խ

し、関係者で情報をڞ有Խ
■ 財ٕज़報告会などを定期的に開࠵し、ٕ ज़者の財意ࣝ高

༲と出願Ҋ件の۷りىこしを推進

ӈ͢ΔॏཁなཁૉࠨՁをۀا૪ྗڝࡍࠃϚωδϝϯト͕࢈ࡒΔதɺ૯߹తなత͢ߦಈͷάϩーόϧԽ͕ਐ׆ࡁܦ
になって͖·͠た。当社άϧーϓͰɺٕ ज़։ൃͱత࢈ࡒͷอڧ・ޢԽをҰମԽ͠てਐΊΔͱͱにߴɺ ࣭なࡐྉを
҆৺͠てご༻いただ͚ΔΑ͏ɺお٬さ·ୈऀࡾͷత࢈ࡒをଚॏ͠たࡒઓུをਪਐ͠てい·͢。

ࡒઓུਪਐମ੍ͷ֓೦ਤ

ज़ٕ։ൃ

VOICE

ٕज़開発本部
的財産部長 

࡞�ོ
.BTBUBLB�:BIBHJ

త࢈ࡒͱٕ ज़։ൃ ͷؔ ΘΓ
　的財産のマネジメントは、ٕ ज़開発のための活動をޮ率Խ、活性Խさせます。ྫ え、業քのಛڐを整理し
てマοプԽすることにより、当社グループのٕज़のڧみऑみ、マーケοトにおけるٕज़展開の方が明にな
ります。結果、当社グループのٕज़開発についての進Ήべき方が見えてきます。

քੈతͳϓϩύςϯτԽͷைྲྀ
　プロパテントԽとは、アメリΧが1980年代から国家ࡦとして展開した的財産ݖを重ࢹするઓུのことで、
現在ੈք的なைྲྀとなっています。日本でも2000年代以߱、主ಋで「的財産ཱ国」を目指しています。
こういったྲྀれから、当社グループのٕज़開発の方性を考える上で、的財産ݖのマネジメントは必要ෆ可
ܽなものとなっています。

ࣾ άϧʔϓͷతݖ࢈ࡒઓུ
、っていただくためにによるシΣアଛࣦを͗、お客さまに҆৺して当社グループの材ྉをࣅྨ　
開発したٕज़をಛڐなどの的財産ݖでしっかりकります。このために、でなく面でݖ利Խをਤり、࿙れのない

。ஙしますߏをڐಛ「いڧ」
　さらに、事業ઓུにԠじて出願ઓུを検討することも重要です。ಛにあるٕज़を事業Խする際には、事業部門
とີに連ܞし、ૣ 期出願、ૣ 期審査などを実現できる対Ԡを৺ֻけています。

త࢈ࡒ෦

։ൃ ෦ ෦ۀࣄ

ग़ئઓུ

։ൃઓུ ઓུ༺׆
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తݖ࢈ࡒͷさΒなΔଚॏŋอޢに͚て
　当社グループではこうした取り組みにՃえ、当社の的財産部が中৺となって以下の重方ࡦを推進することで、的財産ݖのさらな
るଚ重･保ޢにけての体制をڧԽし、ࠓ後とも、お客さまに҆৺してご用いただける材ྉをڅڙしていきます。

ඇమۀքトοϓͷग़݅ئ
　素材分野、とりわけ電子材ྉにおけるੈք的なಛڝڐ૪がܹԽ
する中、当社の出願率（対象ٕज़者一ਓ当たりの出願件数）は
2009 〜 2011年度、日本の非మ金属業քトοプとなっています。
またಛڐ査定率（ొされたׂ合）、国際出願率も業քトοプクラ
スとなっており、グローόルな財ઓུ体制のߏஙをੵۃ的に推
進しています。

ඇమۀքにお͚Δಛڐग़ئͷൺֱ

ＪＸ߭ ੴۚ ଐάϧʔϓͷࡒॏํ ࡦ
ஙߏʯͷڐいʮಛڧ ⬟
 ニーζ、ϊϋおよびリスクのਤ式Խをさらに進め、ಛڐのཏ性の上を推進

⬡
�
ใऩू͔Βใղੳ

 情報解析機能のॆ実により、自社およびଞ社ಛڐの৮୳機能をڧԽ

⬣
�
ւ֎ઓུͷڧԽおΑͼٕज़ྲྀग़ͷࢭ

 海外との連ڧܞԽマニュアル整備により、適切かつޮ率的なグローόル財体制をߏங

ࢭഇ߭ٳ ʹͷਫॲཧࢁ ͓͚ Δٕ ज़։ൃ ʙҬࣾ ձͷ̓ ৺ŋ̓શͷͨ Ίʹ ʙ
鉱山を管理するＪＸ日鉱日石エコマネジメントでは、その主要業務のࢭഇٳ　
一つであるഇ水のॲ理において新たなٕज़を開発し、ಛڐを取ಘしました

（2010年2月公開）。
、ഇ水に含まれる重金属は、通常アルΧリで中させます。このٕज़では　
中の結果発生するఽをまずݻӷ分૧内でఽとしてܗ成させ、さらに
そのఽをフィルターとして機能させることでഇ水中の重金属ೱ度を下
させることをಛとしています。この「ఽᖤ過」というٕज़の開発（改ྑ）に
より、高Ձな࠭ᖤ過機でॲ理した場合とಉ等の質の水がコストで、̓ 定して
ಘられるようになりました。
　当社グループでは、地域社会の҆৺･҆શのため、こうしたٕज़を活用しなが
ら、引き続きٳഇࢭ鉱山における自વ環境のҡ持･૿進にめていきます。

ఽᖤ過を適用した水ॲ理施ઃ（大୩鉱山のݻӷ分૧）
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　当連結会計年度におけるੈք経済は、ถ国のؾܠが؇かな
回෮にとどまったことにՃえ、Ԥ州࠴務問がਂࠁԽし、これをഎ
国の成長もಷԽしたことから、૯じてௐཫに推Ҡしましڵに新ܠ
た。また、日本経済は、2011年3月11日に発生した東日本大ࡂ
の影響により一時的にؾܠが後ୀし、その後、持ち直しの動きが
あったものの、タイの水害、ྺ 的なԁ高水準となったҝସ૬場࢙
などの影響をडけて、生産・༌出がམちࠐんだため、ݫしい状況
をするにはࢸりませんでした。
　また、ੈ քの銅ध要は、中国を中৺に૿Ճし、銅Ձ֨は、ੈ ք経
済の先行きෆ҆をഎܠに下མしたہ面があったものの、年明け以
߱は持ち直し、期ฏۉではほ΅前期並みの1トン当たり8千ドル
の高となりました。
　このような状況下、東日本大ࡂによるඃ害の෮چ・෮ڵにશ
ྗをする一方、中期経Ӧ計ըの基本ઓུに基づき、次のとお
りॾ施ࡦを展開しました。

౦ຊେ͔ࡂ Βͷ෮چɾ෮ڵ
　東日本大ࡂにより日ཱ事業所、ү原工場など東・関東地
方の事業所・工場がඃࡂし、ૢ 業ఀࢭを༨ّなくされましたが、
2011年5月ॳ०までに、ү原工場の一部ઃ備を除いて、主要な
生産ઃ備を෮چしました。ү原工場についても、ಉ年7月にશ
෮چしました。また、কདྷ発生が༧想される大地に備え、ライフ
ラインの్ઈを想定した通৴手ஈの整備、備資の見直し、自
家発電ஔのઃஔなどの対ࡦをߨじました。

தܦظӦܭըʹ جͮ ֤͘ ࡦࢪ
ۀࣄおΑͼۚଐ࿉ۀࣄ։ൃݯࢿ
　資源開発分野については、自山鉱比率の上によるόランスの
取れた高ऩӹ事業体制をߏஙするために、Χセロネス銅・Ϟリϒ
デン鉱চ（チリ）において、2013年度の生産開࢝を目指し、生産
インフラのݐઃ工事をண実に進めました。一方、࿉・分野に

ついては、ݫしいങ鉱件とԁ高の進行によりマージンがѹഭさ
れる中ࠤ、 լ関࿉所、ۄ野࿉所およびؖ国の-S-ニοコー・Χο
パー社のԹ山工場におけるコストݮと࠾ऩ率上、෭産のൢ
ചՁ֨の上͛、レアメタルの૿産など、ऩӹ改ળのための
施ࡦをߨじました。

ۀࣄリサΠΫϧڥ
　当期においては、ଟ༷なリサイクル原ྉから幅広い種ྨの非మ金
属を回ऩする日ཱ事業所)MC（)itachi Metal Recycling Com-
plex
部およびリサイクル・産業ഇغॲ理事業を行う各子会
社において、ૢ 業度の上、࠾ऩ率の改ળなどに取り組みました。ま
た、リサイクル原ྉの集荷ྗを上させるべく、海外集荷ネοトϫー
クのڧԽ、原ྉの評Ձ・ॲ理体制のॆ実をਤりました。さらに、ರլ
工場において、用済みリチムイΦン電に含まれるレアメタル
のリサイクルٕज़の事業Խにけた取り組みを推進しています。

ۀࣄՃࡐి
　パιコン・ӷথテレビなどの在ݿௐ整にՃえ、ԁ高とϢーβーの海
外シフトが進行するݫしい環境下、海外展開のڧԽ、ਫ਼ີѹԆから
プレス・めっきまでの一؏生産体制の֦ॆなどにめました。また、
ध要のม動幅が大きいIT用電子材ྉ分野のみならず、比較的
ध要の҆定したं載用電子材ྉ分野をڧԽするため、੩Ԭֻݝ
けਫ਼ີ部材（ਫ਼ີѹԆにプレス・めっにおいてं載用電子部ࢢ
きՃ工を施したもの）の新工場のݐઃを進めています。さらに、ү原
工場においては、電ؾ自動ंなどの次ੈ代環境対Ԡंに載される
リチムイΦン電用「ਖ਼ۃ材」のઃ備の૿ڧを進めています。

ଐۚۀࣄͷۀ
　こうした状況のもと、金属事業のച上高は前期比6.0ˋ૿の
9972ԯԁ、経常利ӹはԁ高の進行などにより、前期比15.1ˋݮ
の600ԯԁとなりました。

����ۀ֓ࣄ （2011年4月1日から2012年3月31日まで）گ

ＪＸ日鉱日石金属グループの業績、各事業内容など、経済的活動についてご報告します。
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　当社グループのステークホルダーに対する経済的な影響ֹ
は、下記の表のとおりになっています。グループ各社の会社所在
地のエリアผに、ステークホルダーごとの金મ的フローを示して
います。
972客からのച上ऩ入は9ސ　ԯԁとなっており、日本で74ˋを
めています。日本を含めたアジアશ体では98ˋとなります。
　そのଞのऩ入は501ԯԁとなっています。内༁は投資先からの
ड取当金、公的機関などからのॿ成金、༥資先からのड取利ଉ
などです。
　資材のௐୡサービスのఏڙをडけているお取引先のࢧ
ֹは、9396ԯԁとなっています。
　従業員の分である法定利අを含んだਓ件අは、399ԯ
ԁとなっています。
　国内グループ各社が࠾用しているୀ৬څ付制度では、֬ 定څ
付ܕの制度として、適֨ୀ৬年金制度、規ܕ企業年金制度なら
びにୀ৬一時金制度をઃけています。また、当社を含めた一部の
国内グループ各社は、֬ 定拠出ܕの制度として、%C企業ܕ年金
制度をઃけています。さらに、従業員のୀ৬などに際してׂり૿し
ୀ৬金をࢧう場合があります。
　また、一部の海外グループ各社においても、֬ ఆڅܕの制度
および֬定拠出ܕの制度をઃけています。

　ୀ৬一時金にかかるୀ৬څ付࠴務は175ԯԁであり、また֬定
付څにかかるୀ৬（の基金によるものݸ組৫とはผ）年金ܕ付څ
務が24ԯԁとなっています。これらの૯ֹ199ԯԁのうち、社࠴
外拠出している年金資産は29ԯԁとなっています。さらにະ認ࣝ
数理計算上のࠩҟ1ԯԁを除いた170ԯԁをୀ৬څ付引当金とし
てඅ用Խॲ理しています。なお、ୀ৬څ付࠴務については、期
時を基準とし、څ付見ֹࠐの期間分方法は期間定ֹ基準によ
り、主としてׂ引率を2.0ˋとして算出しています。
　株主に対しては、株主当金として153ԯԁ、ݖ࠴者に対して
は資金のआ入などの利ଉとして43ԯԁをࢧいました。
　当社グループの2011年度における財務会計上の法ਓ੫など
は29ԯԁであり、これに経අなどで負୲しているે੫公՝31ԯ
ԁをՃえた60ԯԁを・行の分としています。
　社会にはد付金などの社会貢献活動で、2.6ԯԁをࢧ出しました。
　また、国、地方自࣏体からのऩ入（ॿ成金੫ֹ߇除など）は、
経済産業লの産業ٕज़開発事業として公ืされた「リチムイ
Φン電からのレアメタルリサイクルٕज़開発の委ୗ先」としての
業務डୗऩ入、ならびに経済産業ল資源エネルギーிからの自家
発電ઃ備ಋ入ଅ進事業අ補ॿ金とガスコージΣネレーション推進
事業අ補ॿ金（見工場とү原工場の自家発電ઃ備・コジΣネ
関連ઃ備ಋ入にうもの）を中৺に16ԯԁとなっています。

ڹతͳӨֹࡁܦ

+9日鉱日石金属άϧʔϓɺ͞ ·͟·ͳεςʔΫϗϧμʔͷํʑͱͷؔΘΓͷதͰ׆ۀࣄಈΛల։͍ͯ͠·͢ɻ׆ۀࣄ
ಈ͕ࡁܦ͢΅ٴతͳӨڹɺ͓ ٬͞·ͳͲ͔Β͍͍ͨͩͨऩӹɾऩೖΛͦΕͧΕͷεςʔΫϗϧμʔʹ͍ Β͘ࢧग़ʢʣ
͍ͯ͠Δ͔ͱ͍ͬͨɺεςʔΫϗϧμʔผͷ金મతϑϩʔͷܗͰද͢͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ

ΤリΞผステーΫϗϧμーごͱͷۚમతϑϩーʢۀࣄにΑΓ付ՃさΕたՁʣ （୯位:ԯԁ）

*/ 065 ෦ཹอֹ
ʢ*/�065ʣ

項目 ച上ऩ入 そのଞऩ入 ૢ業අ用・
Ӧ業අ用

ਓ件අ 当金ࢧ 利ଉࢧ ੫ 付金د

ステークホルダー 客ސ 投資先、༥資
先、公的機関

お取引先 従業員 株主 者ݖ࠴ 国・地方団体 社会

金ֹの算出方法 ച上高*1 ड取当金、
ड取利ଉ、ݻ
定資産・有Ձ
証݊ച٫ӹ、
ॿ成金など

ച上原Ձおよ
びൢചඅ・一
ൠ管理අのう
ちਓ件අ・ે
੫公՝・د付
金以外の項目

金および
利අ用・ୀ৬څ
付අ用を含Ή
࿑務අ૯ֹ

ଛӹ計算書の
法ਓ੫および
経අとして負
୲しているે
੫公՝

日本 7458 500 6960 348 152 23 51 0.6 423
アジア 2351 1 2298 21 1 19 6 � 7
ถ 90 0 81 4 � � 3 � 2
Ԥ州 73 0 67 10 � 1 0 � 	5

中ೆถ � 0 	10
 16 � � 0 2.0 	8

合計 9972 501 9396 399 153 43 60 2.6 419

*1 上記金મ的フローの各項目の数は、会社所在地の地域ผに集計しています。

εςʔΫϗϧμʔʹ ର͢ ΔࡁܦతͳӨڹ



51 JX Nippon Mining & Metals Corporation Sustainability Report 2012

ຊํجڥ 
当社άϧーϓɺඇమۚଐݯࢿ・ૉࡐͷ૯߹ϝーΧーͱ͠てɺݯࢿͱૉࡐͷੜֵੑ࢈৽にΑΓنٿͷڥอશにݙߩ
͢Δ͜ͱをجຊํͱ͠たҎԼͷ׆ಈをల։͠·͢。

1
資源と素材の生産性を高める 

技術開発の推進
าཹり・࠾ऩ率の上、質の改ળ、工程の
ॖ、リサイクル、লエネルギー等に関する

ٕज़開発および環境に優しい素材・開発
を推進し、資源の有ޮ利用にめる。 2

環境保全への積極的取り組み
各種環境規制を९कすることはもとより、事業活
動の環境に及΅す負荷をさらにݮするため、
環境保શに関するٕज़開発をਤり、環境保શに
対するੵۃ的・ܧ続的な取り組みにめる。

3
事業活動における 
無駄の排除

事業活動のあらΏるஈ֊において、
పఈ的にແବをഉ除し、ল資源・ 

লエネルギーにめる。

4
従業員の環境保全 
意識の向上

環境管理ڭҭ等を通じて、従業員
一ਓひとりの環境保શ意ࣝの 

。上にめる

5
情報の公開

環境保શに関する事業活動状況を、ੵ 的ۃ
かつ公ਖ਼に開示し、ステークホルダーとの

コミュニケーションをਂめる。

ࠂʹಈใ׆ڥ ͓͚ Δσʔλʹ ͍ͭ ͯ
。ʑの数の合計と合計ཝの数が合わない表等がありますが、これはখ数以下の数が含まれることによりますݸ　

環境活動報告
ΫϦʔϯͰշదͳٿͷɺ॥ܕࣾ ձͷߏஙʹ ͚ ɺͨࣾ άϧʔϓͷڥͷऔΓΈΛɺڥϚωδϝϯτͷ
Έɺڥʹ ྀ ͨ͠ ज़ٕ։ൃ ͳͲͷ؍͔ Β͝ ใ͠ࠂ ·͢ ɻ



JX Nippon Mining & Metals Corporation Sustainability Report 2012 52


ڥ
׆
ಈ
ใ
ࠂ

ʹอશڥ ؔ͢ Δதܭظը

ओཁ՝ͱࡦࢪ
อશମ੍ͷඋڥ

1ɽڥอશମ੍
当社の環境҆શ部長を環境୲当૯括推進者とし、「環境保શ֬保の責任は現場にある」との認ࣝのもと、事業所・関係会社（以下、事業所等）
の࠷高責任者を統括環境管理者とします。また、環境対ࡦ推進委員会のさらなる活性Խをਤり、環境保શについて࿑૬ޓの理解を一ஈと
ਂめます。
2ɽڥϚωδϝϯトγステϜにΑΔڥཧ
経Ӧから作業員まで一体となり、IS014001のシステムを適切にӡ用し、環境保શのܧ続的改ળと環境リスクのݮをਤります。
�ɽࠪڥͷ࣮ࢪ
事業所等の統括環境管理者は、環境管理の状況・各種環境規制の९क状況等について、各事業所の内部監査に対してレビューを行います。ま
た、コーポレート部門・環境҆શ部の環境҆શ監査チームは、各事業所に対する環境監査を定期的に実施し、環境管理上の問および要
改ળを把握・指摘の上、事ނの༧および環境保શのܧ続的改ળにめます。

取ΓΉ͖ࡦࢪ

当社グループの事業活動が環境に及΅す影響を࠷খ限にえることを目的に、次の活動を展開します。
■ 地ٿԹஆԽのࢭ　■ ল資源・リサイクルのଅ進　■ ഇغのݮ　■ Խ学質の管理の推進　■ 生ଟ༷性のҡ持　
■ リサイクル事業の推進　■ ٕज़開発・開発および新ٕज़ಋ入の推進　■ グリーンߪ入の推進　
■ 自主行動計ըのपపఈと環境保શの取り組みに関する意ࣝ上をਤるためのڭҭ・広報・社会活動の推進

ւ֎ۀࣄにお͚Δڥอશ

1ɽւ֎ۀࣄにお͚Δڥྀ
事業展開先関係者の環境ྀのपపఈおよび各種環境規制等の९कにより、環境保શに的֬に対Ԡします。
2ɽ༌ग़ೖに͠ࡍてͷڥྀ
όーθルの९कはもとより、༌出先もしくは༌入ݩでの環境保શ上の問を生じさせることのないようにめます。

ඪ
　環境基本方針の中でಛに「地ٿԹஆԽのࢭ」および「ഇغの
については重的な՝と位ஔづけ、数目標をઃ定して「ݮ
います。
　2010年度までの地ٿԹஆԽのࢭとഇغのݮに係る目
標をୡ成できたことから、2011年度以߱のエネルギー用原୯
位およびC02ഉ出原୯位をそれͧれ1�ʗ年のݮとする新たな目

標をઃ定しました*1。ഇغのݮについても、新たにແ用్ഇ
比率を定ٛし、これを1�ະ満にҡ持することを目標としていغ
ます。
　2011年度は、ഇغ関連の目標はୡ成できましたが、東日本
大ࡂの影響ࢢ場のなどの外的要Ҽもあり、地ٿԹஆԽに
関する目標はୡ成できませんでした。

2006 〜 2010年中期計ը
（2003 〜 2005年度実ฏۉに対するݮ率）

2011 〜 2012年中期計ը*4

（2008 〜 2010年度実ฏۉに対するݮ率）
2008 2009 2010 2011 2012

エネルギー用原୯位2*ݮ
目標 3.0� 4.0� 5.0� 1.0� 2.0�
実 2.7� 3.0� 5.4� r5.3�  ʵ

C02ഉ出原୯位2*ݮ
目標 4.5� 6.0� 7.5� 1.0� 2.0�
実 5.4� 6.1� 8.1� r5.9�  ʵ

ແ用్ഇغ比率*3
目標  ʵ  ʵ  ʵ 1�ະ満 1�ະ満
実 1.0� 0.8� 0.8� 0.8�  ʵ

対象事業所
国内：2011 〜 2012年中期計ըでは、エネルギー用レベルが第二種エネルギー管理指定工場レベル以上の当社現業事業所および関係会社で、以下のとおりです。

日ཱ事業所 )MC部・ಉ 銅ഩ部・ಉ めっき・Ճ工部、ү原工場、見工場、パンパシフィοク・Χοパー（株ࠤ） լ関࿉所・ಉ 日ཱਫ਼銅工場、日比ڞಉ࿉（株）ۄ野࿉所、
日本ர銅（株）、ＪＸ金属環境（株）、ＪＸ金属খケミΧル（株）、ＪＸ金属三日ࢢリサイクル（株）、ＪＸ金属ರլリサイクル（株）、三༑電子工業（株）ߐ工場・ಉ ؗྛ工場

海外：常州金源銅業有限公司、JX Nippon Mining & Metals Philippines、Gould Electronics Gmb)、日鉱金属（蘇州）有限公司（ѹԆ事業）
*1 2011年度ॳめに目標ઃ定した時で、地ٿԹஆԽࢭに係るの方針等がະだෆ明֬だったこと、および京都議定書のଋ期間の࠷ऴ年度が2012年であること、ならびに現目標につ

ながる次期目標をઃ定する必要があること等から、2012年度を࠷ऴ目標年度として数目標をઃ定しています。
*2 事業内容が各事業所でҟなるため、原୯位を各事業所の基準（2008 〜 2010年度実ฏۉ）に対して指数Խし、事業所ごとに原୯位指数をՃ重ฏۉすることで当社グループશ体の原୯

位指数をٻめ、目標に対して評Ձすることとしています。
*3 ແ用్ഇغ比率 （́୯७ম٫ྔʴ࠷ऴॲ分ྔ）ʗഇغ等発生ྔ
*4 2011〜2012年中期計ըにおけるC02ഉ出原୯位算定の基となる電ؾのC02ഉ出係数については、電ؾ事業連合会の2007〜2009年の3ϱ年ฏۉである「0.436トン-C02 ʗ M8h」

を用いています。
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*1 国内・海外ともに「エネルギー用の合理Խに関する法」に基づく係数を用いています
（ୠし、1990年度は経団連自主行動計ըの係数を用いています）。

 内༁は、下記のとおりです。
 1990年度： ೩ྉ（直）：6862TJ
  電ؾ（間）：9919TJ（国内のみ）
 2011年度： ೩ྉ（直）：国内　4046TJ 海外　1013TJ
  電ؾ（間）：国内　9913TJ 海外　1656TJ

 TJ（テラジュール）：1012J
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লΤωϧΪʔɾΤωϧΪʔ༻ྔ 

ߟຊత͑ج ํ

ੜ׆࢈ಈʹ ͓͚ ΔΤωϧΪʔ༻ྔ ͱΤωϧΪʔݪ༺୯Ґ

　京都議定書の発ޮにより、2008〜2012年の5年間のԹࣨޮ果
ガス（C02等）のഉ出ྔを、1990年を基準年として先進国શ体では
5�、日本は6ݮ�することがٛ務付けられ、地ٿԹஆԽࢭの
。を推進することは必要ෆ可ܽですࡦからলエネルギー対؍
　上記എܠのもと、当社グループでは࿉方式の合理Խのような
生産活動におけるエネルギー用のޮ率Խ、水ྗ発電、ଠཅޫ
発電のಋ入など、従དྷからলエネ、ল資源にྗしています。
　2011年度は新たな目標として、2008 〜 2010年度の実ฏ

用原୯位、C02ഉ出原୯位に対し、2011年度はエネルギーۉ
ともに1ˋݮとしましたが、東地方ଠฏ༸ԭ地の直的影
響その後のؾܠの影響により目標ୡ成にはࢸりませんで
した。
　なお、主ಋで実施されているC02ഉ出ྔに関わる試行ഉ出
ྔ取引スΩームには、当社グループのパンパシフィοク・Χοパー

（株ࠤ） լ関࿉所が参Ճしていましたが、2011年度をもってऴ
ྃしました。

　2011年度の当社グループのエネルギーશ用 （ྔྔ算）
は、京都議定書の基準年度である1990年度の16782TJに対し、
16628TJでした。*1

　国内事業所のうち、当社グループのエネルギー用ྔの
50ˋをめる࿉関係の事業所ではࠤ、 լ関の自༹の1Խを
はじめ、࿉およびེࢎ工程において、さま͟まなޮ率Խഇ
の有ޮ利用を行っています。また、電解工程においては、パーマ
ネントΧιード法のಋ入による電ྲྀޮ率の上などにより、エネル
ギー用のޮ率Խにめています。
　2011年度の࿉関係のエネルギー用原୯位はࠤ、 լ関のՐ
、産等の影響により、2010年度に比べѱԽしましたがݮによるࡂ
1990年度に比較し70ˋにまでݮされています。
　なお、当社グループશ体のエネルギー用原୯位は上ঢしまし
たが、エネルギー用ྔは、2008 〜 2010年度のฏۉ実

17046TJより下しました。主な要Ҽはઃ備Քಇの下による
ものでしたが、引き続きઃ備のޮ率Խ、生産าཹりの上、ഇ
利用のଅ進等によりエネルギー用ྔのݮにめていきます。

լ関࿉所のਫ਼ࠤ
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ΤωϧΪʔ0$ݯى�ഉग़ྔ ��

　2011年度の当社グループのエネルギーى源C02ഉ出ྔは、国
内、海外合計で940千t-C02でした。
　当社グループのエネルギー用ྔの50�をめる࿉関係
の事業所では、自༹の1Խをはじめ各種のলエネ対ࡦを進めた
こと、および各電ྗ会社のഉ出係数を見直したこと等により、C02

ഉ出原୯位を、1990年度に対し66ˋにまでݮしています。

　海外事業所のうち、電ྗڅڙがෆ҆定なためディーθルエン
ジンによる自家発電にґ存している事業所がありましたが、自家発
電からങ電切りସえを進めたことにより、切りସえ前の2007年
度に比べ、C02ഉ出ྔ・原୯位とも20ˋ以上改ળしています。
*1 地ٿԹஆԽ対ࡦの推進に関する法に基づくഉ出係数を用いて算定しています。また、

電ؾのഉ出係数については、国内は各電ྗ会社の実ഉ出係数の公表を、海外について
はInternational Energy Agency（IEA）の統計データを用いて算定しています。

ඇΤωϧΪʔ0�͓$ݯى Αͼͦ ͷଞͷԹࣨ ՌޮΨε��

ྲྀ ஈ֊

ੜՄΤωϧΪʔ࠶

　当社グループでは、非エネルギーى源C02*2およびそのଞのԹ
ࣨޮ果ガスとしてN20*3が֘当し、環境・リサイクル関連の事業所
が届出対象となっています。
　2011年度実は、C02算で85千t-C02でした。*4

*1 地ٿԹஆԽ対ࡦの推進に関する法に基づくഉ出係数を用いて算定しています。
*2 ഇ༉、ഇプラ、ഇΰムタイϠのഇغॲ理時に発生。
*3 Ԛట、ഇ༉、ഇプラ、ഇΰムタイϠのഇغॲ理および೩ྉফඅ時に発生。
*4 2011年度は、N20ഉ出ྔは切りະ満であったため、計上していません。

　2011年度の当社グループ*1の国内でのエネルギー用ྔは、
536TJ（2010年度542TJ）、C02ഉ出ྔは37.9千t-C02（2010
年度38.3千t-C02）となりました。エネルギー用ྔ、C02ഉ出
ྔともに前年度に対し1ˋݮとなりましたが、これはࡂおよび
2012年1月に発生したࠤլ関࿉所でのՐࡂの影響で༌送ྔが
。গしたことを主Ҽとしていますݮ

Խだけでなく、新しい発想ܕ上ロοトの大後はੵ載率のࠓ　
のもと、従དྷにない࠷適༌送方法のߏஙにより、༌送におけるエ
ネルギー用ྔおよびഉ出C02のݮにめていきます。
*1 ňエネルギーの用の合理Խに関する法」に関わるಛ定荷主対象会社です（当社グルー

プの対象会社は、य़日鉱山（株）とパンパシフィοク・Χοパー（株）の2社です）。

　当社グループは、前である久原鉱業時代の1907年より水ྗ
発電を行っています。Տのྲྀれのམࠩを利用して発電する水ྗ
エネルギーは、C02を発生しないクリーンなエネルギーであり、Ӣ
Ӎとなって॥環する再生可能なエネルギーでもあります。現在
はౡݝで発電を行い、ಛ定規電ؾ事業者にൢചしています。
この水ྗ発電所も、東地方ଠฏ༸ԭ地の༨によりඃࡂした

ため2011年度の発電実は
1G8h（2010年度27G8h）
にとどまりましたが、2012年 
4月より発電を再開しています。
　なお、パンパシフィοク・Χοパー（株）日比࿃所においては
2011年度、ଠཅޫ発電ઃ備の૿ઃを行いました。

日比࿃所のଠཅޫ発電パネル
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ল資ݯɾ෭࢈ɾഇغରࡦ

ߟຊత͑ج ํ
　現在、国内における࠷ऴॲ分場の֬保は非常にしい状況にあ
り、ഇغをݮすることが重要な՝となっています。
　当社グループは、原材ྉの再生資源の代ସ、෭産の有ޮ
活用、ഇغの再資源Խ等、ఱવ資源のׇރࢭおよびഇغの
にめるとともに、鉱山・非మ金属࿉でഓった高度なٕज़ݮ
を活かし、ഇغから有Ձ金属を回ऩしています。
　さらに、ഇ༉・ഇӷ等を適切にॲ理することによりഇغの再資
源Խແ害Խをਤり、ল資源・θロエミοションܕ社会のߏஙに貢
献しています。

　2011年度より࠷ऴॲ分だけでなく、୯७ম٫されるഇغも
、比率の考え方をಋ入してغすることを考ྀした、ແ用్ഇݮ
この比率を1�ະ満とする新たな目標をઃ定しました。当社グ
ループશ体でのフォローアοプに取り組んだ結果、2011年度は
目標をୡ成することができました（ৄࡉはP13〜14、52をご参照
ください）。
ྔのغऴॲ分ഇ࠷後も、さらなる再生資源の活用およびࠓ　
上、工程ॖ、リサイクル等を推ऩ率の࠾・を目指し、าཹりݮ
進し、ল資源でθロエミοションܕ社会のߏஙにめていきます。

ਫར༻ྔ　ࠃおΑͼւ֎� （୯位:千m3）

2008 2009 2010 2011
海水 121138 118685 123128 115452
地下水・工業用水 19583 19408 18477 19146
上水ಓ水 1937 1858 2051 2259
Ӎ水 103 96 81 93
合計 142760 140047 143737 136950

ഉਫྔ　ࠃおΑͼւ֎� （୯位:千m3）

2008 2009 2010 2011
海域 140748 138598 145975 149693
Տ 15217 14648 14569 14699
下水ಓ 353 339 404 343
合計 156318 153585 160947 164735

ল資ݯʢਫར༻ྔ ɾഉਫྔ ʣ��
　2011年度の当社グループの水利用ྔは、136950千m3で、
そのうち海水が84�をめています。また、ഉ水ྔは164735
千m3で、そのうち海域のഉ出が91�をめています。
　なお、当社グループの水利用ྔの88ˋをめる࿉関係の事
業所では、海水の大খ༲水ポンプの࠷適組合せӡసにより、海水

の過利用ྔを制しました。その結果水利用原୯位は、生産ྔ
による上ঢ分をΧόーし、ほ΅ԣいで推Ҡしました。ഉ水原ݮ
୯位については、生産ྔݮにՃえ߱水ྔの૿等により、૿ Ճした
と推定されます。

*1 国内の水利用ྔおよびഉ水ྔについて、データを過年度にって見直し、मਖ਼しました。
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ল資ݯʢ࠶ੜ資ݯೖྔ ͱ૯࣭ ೖྔ ʣ
　自વքから۷࠾する鉱石等の原材ྉは有限であり、কདྷੈ代に
わたって保શしていかなけれなりません。したがって自વքから
直ௐୡするόージン原ྉから再生資源原ྉに代ସしていくこと
が、重要な՝となっています。
　2011年度の当社グループの૯質投入ྔは、2656千tでした。
このうち、再生資源原ྉは、219千tで、૯質投入ྔに対する比率
は8�となっています。

 （୯位:千t）

໊ 投入ྔ
όージン原ྉ 銅ਫ਼鉱、ࢎܔ鉱、銅ショοト、మܥ・銅ૈܥ、

ニοケル、ѥԖ等地金ଞ
2438

再生資源原ྉ スクラοプଞܥ銅、金ۜᕥ、銅ނ 219
૯計 2656

෭࢈
　2011年度における෭産の生産ྔは、3252千tで、内༁は、
5761ࢎེ千t、ࢎܔమ（スラグ）1160千t、మਫ਼鉱127千t、石
。390千tとなっていますߣ
మは、サンドϒラスト材、セࢎܔ　
メント原ྉ、ケーιン中ࠐ材、ফ
ϒロοク用ࠎ材として、また、మਫ਼
鉱、石ߣもセメント材ྉとして用
されています。

ഇغͷ૯ൃ ੜྔ ɾ૯ഉग़ྔ
　2011年度の当社グループのഇغ等の૯発生ྔは、255千t
でしたが、そのうち86ˋの219千t（Ԇྔ）は内部で॥環利用され、
、ऴ的な૯ഉ出ྔは有Ձച٫も含めて36千tでした。このうち࠷
外部での再生利用ྔ等を除いた࠷ऴॲ分ྔ*1は、1.7千tと、
࿉関係の事業所における中ᕥの所内でのશྔ܁りฦし用の
続、࿉および電材Ճ工関係の各事業所での再生利用用్ܧ
֦大等により2005年当時と比べ大幅にݮগしています。*2

*1 直ຒཱॲ分されたものおよび外部のഉ出目的が再利用・回ऩ利用・୯७ম٫に区
分されないもの、と定ٛしております。

*2 国内のデータを過年度にって見直し、मਖ਼しました。

当社άϧーϓ֎ͷഉग़� （୯位:千t）

ഉ出目的 2011
再生利用 有Ձച٫ 26.0

ഇغ 7.4
回ऩ ഇغ 0.8
୯७ম٫ ഇغ 0.5
ऴॲ分࠷ ഇغ 1.7
ഇغ計 10.3
合計 36.3

ഇغͷछྨ� （୯位:千t）

種ྨ 2011
Ԛట 3.0
೩え֪ 2.8
ഇࢎ・ഇアルΧリ 1.2
ガラスくず、コンクリートくずおよびಃ࣓ثくず 0.4
ഇプラスチοクྨ 0.7
そのଞ 2.2
合計 10.3

銅スラグのケーιン中ࠐ

ഇغͷ૯ഉग़ྔ͓Αͼ෦॥ྔ
ࣾ άϧʔϓ֎ͷ૯ഉग़ྔ

14�（36千t）

෦॥ར༻ྔ
86�（219千t）

����૯ൃ ੜྔ
255千t

෭࢈ͷੜྔ࢈
ੴߣ

12�（390千t）

ེࢎ
48�（1576千t）

మࢎܔ
36�（1160千t）

మਫ਼߭
4�（127千t）

����ੜྔ࢈
3252千t
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େؾԚછͷࢭ��

　ਓの݈߁生活環境に影響する基本的なഔ体である大ؾおよ
び水域に係る環境保શは、当社グループの事業活動において࠷
重要՝の一つであると認ࣝしています。環境負荷ݮのために

法ྩ、ྫ、協定の९कはもとより、大ؾ、水域の規制に対しては
自主基準をઃ定し監ࢹするとともに、P%CAサイクルを回して環
境リスクのݮにめています。

　法ྩ、ྫ、協定、自主基準に基づき、各施ઃからのഉガスを監
しています。2011年度の当社グループのS0͇ࢹ （ེԫࢎԽ）、
N0x（素ࢎԽ）のഉ出ྔは、下ਤのとおりです。࿉所でのེ
ԫసԽ率の上・回ऩৠؾの有ޮ利用、体に用するレンガ
をより断性に優れたものにมߋする等の改ળを進めています。
2011年度はN0xഉ出ྔについては前年度に対し54tݮগしまし
た。一方、S0͇ ഉ出ྔは、ࡂの影響一部のઃ備のٺԽ等に
よるེޮ率の下があり、486tと大幅に૿Ճしました。ஞ次計
ը的にઃ備の整備改मを進めており、S0͇ ഉ出ྔは2012年度に

はݩの水準まで下する見ࠐみです。一方原୯位においては、生
産ྔの下もありS0͇ 、N0xともに૿Ճのにあります。
　海外事業所では、電ྗڅڙがෆ҆定なためディーθルエン
ジンによる自家発電にґ存している事業所がありましたが、
2008年以߱、ങ電の切りସえを順次ଅ進し、2011年度は
2008年度に比べてS0͇ 、N0xともഉ出ྔをݮ以下にするこ
とができました。
*1 海外事業所のS0͇ およびN0xഉ出ྔについては、計算方法にޡりがあったため、過年度

にりをमਖ਼しています。
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ਫ࣭ Ԛͷࢭ

Խֶ ࣭ ཧ

　法ྩ、ྫ、協定、自主基準に基づき、各施ઃからのഉ水を監ࢹしています。C0%、#0%の負荷ྔは、下のグラフのとおりです。

　当社グループでは、PRTR法を९कし、環境マネジメントシステ
ムの中でಛ定Խ学質の用 ・ྔഉ出ྔのݮ目標を事業所・関
係会社ごとにઃ定して、環境負荷のݮをਤっています。
　また、S%S制度に関しては、G)S分ྨも踏まえ、対象Խ学質
の性状・取りѻい情報をわかりすくఏڙするようめています。

　当社グループશ体での、PRTR法に基づく2011年度૯ഉ出・Ҡ
動ྔのうち、ഉ出ྔは2010年度に比べ314t૿Ճしました。これ
は主として自社ຒཱྔ*2が૿Ճしたことによります。また、Ҡ動ྔ
についても一部の事業所で取ѻྔが૿えたことにより、281tの
૿Ճとなりました。

ಛఆԽֶ࣭ͷڥͷഉग़ྔͷѲおΑͼཧͷվળ

鉱山の一つである๛Ӌ鉱山（P87参照）が2010年4月に当社グループにՃわったことにより、データを2008年度までって見直し、मਖ਼しました。๛Ӌ鉱山では、2008年10月からࢭഇٳ 2*
おしどりഇ水ॲ理ઃ備がՔಇを開࢝し、さらに2011年11月から本山水ॲ理ઃ備がՔಇを開࢝しました。それにより、中ఽの自社ຒཱྔが経年的に૿Ճしました。
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Խֶ࣭ごͱͷഉग़ྔおΑͼҠಈྔ� （୯位:t）

No. ྩNo. Խ学質໊ ഉ出ྔ Ҡ動ྔ
大ؾ 水域 自社ຒཱ ഇغ 下水ಓ

1 1 ѥԖの水༹性Խ合 0.2 3.8 0.0 32 0.0
2 31 アンチϞンおよびそのԽ合 0.1 0.8 0.0 26 0.0
3 44 インジムおよびそのԽ合 0.0 0.0 0.0 1.7 0.0
4 71 ԘԽ第二మ 0.0 0.0 0.0 38 0.0
5 75 ΧドミムおよびそのԽ合 0.4 0.1 0.0 0.0 0.0
6 80 Ωシレン 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0
7 82 ۜおよびその水༹性Խ合 0.1 0.8 0.0 0.0 0.0
8 87 クロムおよび三ՁクロムԽ合 0.0 0.1 0.0 0.3 0.0
9 132 コόルトおよびそのԽ合 0.0 0.0 0.0 7.3 0.0

10 144 ແ機シアンԽ合（ࡨԘおよびシアンࢎԘを除く。） 0.0 0.3 0.0 0.1 0.0
11 242 セレンおよびそのԽ合 0.1 1.5 0.0 0.0 0.0
12 272 銅水༹性Ԙ（ࡨԘを除く。） 1.6 5.4 0.0 40 0.0
13 279 111-トリクロロエタン 0.0 0.5 0.0 0.0 0.0
14 281 トリクロロエチレン 3.5 0.1 0.0 4.6 0.0
15 296 124-トリメチルベンθン（ผ໊プιイドΩュメン） 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0
16 305 ԖԽ合 0.9 0.8 0.0 320 0.0
17 309 ニοケルԽ合 0.3 1.2 0.0 49 0.0
18 332 ᛜ素およびそのແ機Խ合 0.9 2.3 0.0 74 0.0
19 374 フοԽ水素およびその水༹性Ԙ 0.0 15 0.0 3.6 0.3
20 405 ほう素Խ合 0.0 9.5 0.0 0.1 0.0
21 412 マンガンおよびそのԽ合 0.0 1.8 430 2.6 0.0
22 438 メチルナフタレン 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0
23 453 ϞリϒデンおよびそのԽ合 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0

（୯位:g-TE2）

24 243 ダイΦΩシンྨ 0.32 0.014 0.0 1.3 0.0

˞届出質数45質。
˞ダイΦΩシンྨ以外はいずれかの項目が0.1t以上のものを掲載。
˞のഉ出はありません。

1$#ؚ༗ثػͷແԽॲཧ
　当社グループでは、日本環境҆શ事業（株）のૣ期ొ制度*1を
利用し、コンデンサー、トランスྨについては保管・用中のものを
含め、2005年度にొをྃし、計ը的にॲ理を進めています。
*1 日本環境҆શ事業（株）は、چ環境事業団（ಛघ法ਓ）の実施していたPC#ഇغॲ理事

業をܧঝしてઃཱされたશֹ出資のಛघ会社です。

ͷରԠ੍ن($"&3
　Ԥ州連合（E6）は、「༧原則」の考えに基づき、域内にྲྀ通す
るԽ学質を統一的に管理してԽ学質のಛ定リスクを把握
し、環境の影響を明֬にするため、REAC)規制を2007年6月
に施行しました。
　当社グループでは、この規制のझࢫをଚ重し、֘ 当するに
ついては༧備ొをྃし、現在、ొ 準備中です。
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ͱͷؔڥಈͱ׆ۀࣄ ΘΓ

ＪＸ日鉱日石金属グループ

当社άϧーϓͰɺ׆ۀࣄಈを্͏ߦͰͷڥෛՙにͭいてѲ͢Δͱͱにɺ͜ ΕΒにͭいてͷੳをߦいڥෛՙͷ
ݮにΊてい·͢。

料ࡐݪ
όʔδϯݪ料

国内合計 21��千t

海外合計 2�2千t

料ݪݯੜ資࠶

国内合計 201千t

海外合計 1�千t

ओཁ
電ؾ銅 ��1千t

1 ࢎེ���千t

金 ��t

ۜ �1�t

ന金 ���Lg

パラジム ��02Lg

そのଞ金属（セレン、テルル） 2�0t

銅ഩ（電解・ѹԆ） 21千t

銅合金・ಛघ߯など �2千t

ΤωϧΪʔ
ిྗ

国内合計 ��1�TJ

海外合計 1���TJ

೩料

国内合計 �0��TJ

海外合計 101�TJ

$0�

国内合計 ���千t

　直ഉ出 294千t

　間ഉ出 499千t

海外合計 1��千t

　直ഉ出 61千t

　間ഉ出 86千t

40Y

国内合計 �12�t

海外合計 2��t

غऴॲഇ࠷

国内合計 1�01t

海外合計 �12t

Խֶ ࣭ʢഉग़ɹҠಈʣ

国内合計 10��t
（国内のみ）

/0Y

国内合計 ���t

海外合計 ���t

ഉਫ

国内合計 1�����千m3

海外合計 11��千m3

ਫ資ݯ
୶ਫ

国内合計 1����千m3

海外合計 1�20千m3

ւਫ

国内合計 11���2千m3

海外合計 0千m3

ഉग़

*/165

065165

άϧーϓશମͷϚスόϥϯスͷ表
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ϚωδϝϯτγεςϜڥ

ࠪڥ

ҭڭڥ

*40�����ͷೝূ औಘঢ়گ

当社άϧーϓɺنٿͷڥอશに͢ݙߩΔ͜ͱをجڥຊํͱ͠ɺকདྷͷڥリスΫ৫ΓࠐΜだʮڥอશに
ؔ͢Δࣗओߦಈܭըʯを੍ఆ͠ɺάϧーϓશମをཏ͠たڥϚωδϝϯトγステϜをߏங͠てい·͢。
ݮリスΫͷڥଓతվળͱܧอશͷڥһ·ͰҰମͱなΓɺ*401�001ͷγステϜをదにӡ༻͠ɺۀ࡞Ӧ͔Βܦ　
をਤってい·͢。

　当社グループでは、各事業所・関係会社において、年1回以上の内部環境監査を実施する一方、環境҆શ部の環境҆શ監査チームが、
環境監査を定期的に実施し、Ԛછ༧および環境保શのܧ続的改ળにめています。

　当社グループでは、事業所・関係会社において、環境基本方針、環境自主行動計ըのपపఈのため、従業員の各֊ごとに定期的
な環境ڭҭ、およびݚम・܇࿅等を行っています。
　また、環境関係資֨取ಘ等の状況は、下表のとおりです。

環境マネジメントシステム審査員補 2
環境マネジメント内部監査員（社外ݚम機関によるमྃ者） 306
環境マネジメント内部監査員（社内制度によるमྃ者） 231
大ؾ関係第1種公害ࢭ管理者 97
水質関係第1種公害ࢭ管理者 148
૽Ի関係公害ࢭ管理者 26
ৼ動関係公害ࢭ管理者 16
公害ࢭ主任管理者 1
ダイΦΩシンྨ関係公害ࢭ管理者 8
上ڃ保҆係員 10

係員ࢭ種鉱害ߕ 75
環境計ྔ士 22
ഇغॲ理施ઃٕज़管理士（そのଞ（ഁࡅ・ごみॲ理等）） 5
ഇغॲ理施ઃٕज़管理士（中間ॲ理） 20
ഇغॲ理施ઃٕज़管理士（ম٫施ઃ） 25
ഇغॲ理施ઃٕज़管理士（࠷ऴॲ分場） 7
ಛผ管理産業ഇغ管理責任者 64
エネルギー管理士 102
ಛ定Խ学質等作業主任者 1384

*401�001取ಘࡁみͷۀࣄॴ
国内 日ཱ事業所（パンパシフィοク・Χοパー（株）日ཱਫ਼銅工場、ＪＸ金属環境（株）を含Ή）・ಉ 銅ഩ部（一関ഩ（株）を含Ή）、ү原工場、ү原Ճ工

工場、見工場（ＪＸ日鉱日石コイルセンター（株）見事業所を含Ή）、パンパシフィοク・Χοパー（株）本社（大ࢧࡕళ、໊ ళ含ࢧళ、Ԭࢧݹ
Ή）・ಉ ࠤլ関࿉所（日本ர銅（株）、日照ߓӡ（株）を含Ή）・ಉ 日比࿃所（日比ڞಉ࿉（株）、三金日比ߓӡ（株）を含Ή）、ＪＸ金属খケミ
Χル（株）、ＪＸ金属ರլリサイクル（株）、ＪＸ金属三日ࢢリサイクル（株）、ＪＸ金属ࠇ部ガルό（株）、三༑電子工業（株）ߐ工場・ಉ ؗྛ工場、（株）
ླ作所、ＪＸ金属事（株）

海外 JX Nippon Mining & Metals Philippines Inc.、Gould Electronics Gmb)、ؖ 国ＪＸ金属（株）、ແऎ日鉱富士ਫ਼ີՃ工有限公司、߳ 日鉱ߓ
金属有限公司、日鉱金属ވ㟨有限公司ീಙ工場、Materials Service Complex Malaysia Sdn. #hd.

�گ取ಘͷঢ়֨ࢿؔڥ （୯位:ਓ）

˞ٕज़開発本部およびコーポレート所管の関係会社を含Ή。（2012年4月1日現在）
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ނࣄڥ

　事ࡂ・ނ害が発生した場合は、Րݥة、ࡂ・Խ学質等のྲྀ
出、ഉԎ・ഉ水等のҟ常発生など、環境事ނにつながる可能性が
あります。
　当社グループでは、ઃ備の定期検をはじめ、༧保શのప
ఈ、定期パトロール等を通じてҟ常のૣ期発見、事ࡂ・ނ害等の
ະવࢭにめています。
　また、૯合܇ࡂ࿅自Ӵফୂの܇࿅活動により、事ࡂ・ނ
害等の֦大ࢭをਤっています。

　当社グループでは、事業所・関係会社において、各ʑの環境マネジメントシステムの֬実なӡ用により、環境関連法規の९कにめて
います。
　९क状況については、事業所・関係会社の所轄部ॺを通し、本社の環境҆શ部において統括管理しています。
　なお、2011年度も、環境に関わる法規制等のҧについて、規制当ہからのෆ利ӹॲ分（ڐ可の取りফし、ૢ 業ఀྩ໋ࢭ、ઃ備の
用ఀྩ໋ࢭ、改ળ໋ྩ、േ金等）はありませんでした。

　2011年度も、Խ学質のྲྀ出等の事ނはありませんでした。

自Ӵফୂの܇࿅෩ܠ（日比࿃所）

ͷ࿈བྷମ੍࣌ٸۓੜなͲͷൃނࣄڥ
パンパシフィοク・Χοパー（株）日比࿃所のྫ

૯՝

所長
෭所長
部長

҆શ୲当主任ٕࢣ

発見者	各՝、協議会各社）

ଶʣࣄٸۓ	ڥɾࡂ

֤՝

શ՝҆ڥ

ஂɿࣗӴফୂଞܯ

՝長

係長

作業長	෭長）

ຊ෦࿈བྷ

֎෦࿈བྷ

ʣڥɺࡂɺՐࡂʢਓிؔ

ＪＸ日鉱日石金属（株）
パンパシフィοク・Χοパー（株）

三Ҫ金属

˔ Ԭ山࿑ಇ基準監ಜॺ
ফ本部ࢢ野ۄ ˔
ॺܯ野ۄ ˔
˔ Ԭ山ݝ環境管理՝
˔ Ԭ山ݝ๛前ݝຽہ環境՝
˔ Ԭ山ݝ環境保݈センター
生活環境՝ࢢ野ۄ ˔
野海上保҆部ۄ ˔
˔ Ԭ山ݝ保݈ࢱ部ҩༀ҆શ՝
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શ社࣭ϚωδϝϯトγステϜͷඋ
⬟ 「質基本方針」の制定（2009年10月1日）
⬡ 「質マネジメント規則」の制定（ಉ上）

˞ 2009年10月に制定した「日鉱金属　質基本方針」を、2010年7月のＪＸ日鉱日石金属
の社໊มߋに合わせ、「ＪＸ日鉱日石金属　質基本方針」として、改めて制定しました。

࣭にؔ͢Δ֤ۀࣄॴใͷڞ༗Խ
　直轄事業所とグループ会社を対象にした、第5回「質୲当者
会議」（主࠵：ٕज़開発本部長）を2011年12月に開࠵しました。
21໊の参Ճ者から質月間行事の紹介、質ロスと質ۤ情発
生状況報告などを行いました。2012年度は第6回会議を5月18
日に実施済みであり、第7回会議を11月から12月に開࠵する༧定
です。

࣭ڭҭମܥͷߏ࠶ங
　2011年度は、શ社的な質管理レベルを合わせ、かつそのఈ
上͛をਤることを主目的として、ň質管理ڭҭの見直しŉを実施
しました。
　۩体的には、これまでの ňॳڃŉ ň中ڃŉ ň作業改ળŉ などのコー
スに、ňなぜなぜ分析ŉなどのコースを取り入れました。また、ڞ通
言語となるň質管理ॳڃŉとňなぜなぜ分析ŉを、原則必मとしま
した。
　さらに2012年度からは、問解ܾྗの上とともに質を切
りޱとしたリーダーシοプܗ成マネジメント能ྗがཆえる、日本
Պ学ٕज़連ໍの2コースを、՝長、係長・主任クラスけコースと
して質管理ڭҭ体ܥにՃする༧定です。

ＪＸ߭ ੴۚ ଐ
ɹ
࣭ ຊํج 

私たちＪＸ日鉱日石金属グループは、社会の持続可能な発展に
貢献するため、非మ資源と素材を҆定的にڅڙすることが社会
的໋であると認ࣝし、本質基本方針を定めて行動します。
1. 社会とお客さまのニーζをਖ਼しくଊえ、お客さまに৴པさ

れ、満足してける･サービスをఏڙする。
2. ҆શ性・環境保શ性にྀし、開発･ઃ計からೲ入にࢸる

શてのプロセスにおいて、質を上しҡ持する。
3. 質マネジメントシステムをߏஙし、ܧ続的改ળとਓ材ҭ

成を行う。
4. 国内外の関連法ྩ規制を順कし、社会とお客さまに

質に関するਖ਼֬な情報をఏڙする。

શࣾ ࣭ Ϛωδϝϯτͷਪਐ
　お客さまからの質に対するご要ٻは、年ʑ高度Խ、ଟ༷Խしています。これらにਝかつޮ率的に対Ԡするため、当社グループは、

「質基本方針」「質マネジメント規則」を整備しています。ಉ時に、ň質୲当者会議ŉにより当社グループ内で質に関するࣝ、経
。ஙを進めていますߏ有し、有ޮに活用する体制のڞなどをݧ

第5回「質୲当者会議」の参Ճ者

10月28日に本社で開࠵された「ॳڃコース」ڭҭ

社会活動報告
ＪＸ߭ ੴۚ ଐάϧʔϓͷࣾ ձͱͷؔ ΘΓɺࣾձతͳ׆ಈʹ ͍ͭ ɺͯओͳεςʔΫϗϧμʔ͝ ͱʹ ใ͝͠ࠂ ·͢ ɻ

٬͓͞ ·ɾ͓ औҾઌͷ৴པͷͨ Ίʹ
当社άϧーϓɺお٬さ·・お取Ҿ先ͷʮϕストύートナーʯͱなΔくɺお٬さ·に৴པؔにࠜ͟͠たߴ࣭Ͱ҆શ
なをఏ͠ڙɺお取Ҿ先にʮ8JO�8JOʢ૬ޓརӹʣʯͷؔݱ࣮͕Ͱ͖ΔΑ͏にΊてい·͢。いただいたご意見をɺ
サービスͷ࣭վળ݁ͼ͚ͭɺ৴པؔをߴΊていく͜ͱをେに͠てい·͢。

࣭ཧڭҭମܥ

ผ手法ݸ

ճՃͷࠓ
2ίース

ͷ取Γみޙࠓ

上ڃ手法手法のԠ用ʗ
ҭ部長৬ڭい方

レベル

՝長৬
レベル

係長・૯括৬
レベル

主任・指ಋ৬
レベル

指ಋ৬・実務৬
レベル

新入社員

必म 選

ಋ入

入門

質管理

　ॳڃ

な
ぜ
な
ぜ
分
析
コ
ồ
ス

質管理

　中ڃ

作業改ળ

ớIE

Ờコ
ồ
ス

新2C7

つ
ಓ
۩ớN7

Ờコ
ồ
ス


質
管
理

　上
0E%	ڃTM

ଞ
Ờ

問解ܾݚܕम

ớྫ

JM
AC

Ờ

࣮ફ
ղܾηϛナー

Ϛωーδϟーίース
ʢ日Պٕ࿈ʣ

ɾओͷͨΊ
ͷ࣭อ ɾূ

࣭ཧηϛナー
ʢ日Պٕ࿈ʣ

৬

Ϩ
ϕ
ϧ
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*40�001取ಘࡁみͷۀࣄॴ
国内 日ཱ事業所（めっき・Ճ工部、銅ഩ部）、ү原工場、見工場、ү原Ճ工工場、ＪＸ日鉱日石୳開株式会社、パンパシフィοク・Χοパー

株式会社（日比࿃所ࠤ、 լ関࿉所、日ཱਫ਼銅工場）、日比ڞಉ࿉株式会社、日本ர銅株式会社、ＪＸ日鉱日石コイルセンター株式会社、 
ＪＸ金属事株式会社（高௬工場）、一関ഩ株式会社、三༑電子工業株式会社（ؗྛ工場、ߐ工場）、株式会社ླ作所

海外 ؖ国ＪＸ金属株式会社、常州金源銅業有限公司、߳  、日鉱金属有限公司、日鉱金属（蘇州）有限公司、ແऎ日鉱富士ਫ਼ີՃ工有限公司ߓ
上海日鉱金属有限公司、日鉱金属ވ㟨有限公司、JX Nippon Mining & Metals Philippines Inc.、Materials Service Complex 
Malaysia Sdn. #hd.、 JX Nippon Mining & Metals 6SA Inc.、Gould Electronics Gmb)

　当社グループでは、・サービスの質のみにとどまらない
「業務の質」「経Ӧの質」という広ٛの֓೦での質上を
実現するため、各事業所においてIS09001に代表される質
マネジメントシステムのӡ用と、NPM活動（ৄࡉはP27をご参
照ください）に代表される各種の改ળ活動を展開しています。
　۩体的には、ෆྑ率質クレームのݮなどの目標を
ઃ定し、グループશ体が一ؙとなって取り組んでいます。グ

ループ内における各事業のಛに合わせ、Ӧ業・・生産管
理・ٕ ज़・開発୲当を含めた質保証体制をߏஙし、P%CA
サイクルに基づきӡ用しています。
　なお、質マネジメントシステムの国際規֨であるIS09001
の認証については、国内・海外におけるଟくの事業所で取ಘして
います。

　当社グループの電材Ճ工関連は、非常に高い質と৴པ性の֬保を、お客さまからٻめられています。こうしたご要ٻにおԠ
えするために、の開発から・出荷にࢸるまで、さま͟まな質管理を行っています。

　当社グループでは、̓ શなをお届けするために、関連する
法 ・ྩ規制の९कをపఈしています。さらに、༧的アプローチに
取り組Ήため、それͧれのಛ性を踏まえて、の開発から
・ൢചまでの各ஈ֊において各事業のごとに意ࣝすべき

「҆શྀ」について検討および対ࡦを行っています。なお、
2011年度における҆શ上の法規則ҧ、・サービス
のఏڙなどに関する法規則ҧはありませんでした。

۩ମతな取Γみͷྫ
■ 重ྔ取りѻいに意を要するの༌送における҆શ対ࡦ

（ྲྀ҆શ活動計ըなどのࡦ定および実施、グループ会社間に
おける҆શ対ࡦの情報ަなど）

■ お客さまのશのS%Sのఏڙ
■ ҆શ活動の実施方法に関するڭҭの実施
■ ҆શの֬保に必要な質管理
■ 環境負荷ݮのための「環境ྀܕ」の開発

̓ શͷͨ ΊͷऔΓΈ

࣭ཧϑϩー

ͷ։ൃஈ֊ ఔஈ֊ ग़ՙલஈ֊

性分析表面解析、७度分析、ಛ性評Ձ
などをさま͟まな評Ձ機ث・手ஈをۦし
て行うことで質チΣοクをした後、ྔ 産
Ҡ行。

トラベルシートおよびSPCシステムなどを
ಋ入し、原材ྉのड入からの出荷まで
のきめࡉかな質管理の体制をߏஙし、
工程での質の作りࠐみを実現。

ごとにઃ定した内部規֨の管理をపఈ
し、整備された分析機ثをۦすることによ
り、ݫしい検査をܧ続的に実施できる体制を
ங。これらの検査結果を、S2Cシステムにߏ
より、開発・にフィードόοクすることで、
質・৴པ性のҡ持・上を実現。
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　2011年度、当社グループでは、各事業のٕज़ྗの質などがお客さまに高く評Ձされ、いくつかの表জをडけました。ࠓ後と
も、お客さまのご要に対し֬実におԠえすることができるよう、࠷ળをਚくしていきます。

8FTUFSO
�
%JHJUBM

�
$PSQPSBUJPO

�
Β͔#FTU

�
4VQQMJFS

�
����

�
Λड

ɹ
�����݄

　ੈք࠷大の)%%（ϋードディスクドライϒ）メーΧーである8estern %igital社から、#est Supplier 
2010 をडしました。ಉ社はアメリΧ、マレーシア、シンガポール拠を有しており、࣓ 記用スパοؾ
タリング ターήοトの分野では当社グループの࠷大のお客さまです。ࠓ回のडでは、開発、情報
֬、有ڞ 実なڅڙ、̓ 定質のҡ持など、本社、ү原工場、JX Nippon Mining & Metals 6SA、JX 
Nippon Mining & Metals Singaporeによるグループ一ؙとなってのサポートが高く評Ձされました。

9�'"#
�
4FNJDPOEVDUPS

�
'PVOESJFT

�
"(͔ Β4VQQMJFS

�
&YDFMMFODF

�
"XBSEΛत༩
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�����݄

　ಋ体用スパοタリングターήοトのお客さまであるX-FA#社から、Supplier Excellence AXard
をत与されました。本社、JX Nippon Mining & Metals 6SA、JX Nippon Mining & Metals 
EuropeおよびJX Nippon Mining & Metals Singaporeの連ܞにより、X-FA#社における当社グ
ループのプレθンスがٸに高まってきたことが、ࠓ回のडの一Ҽとなりました。

5BJXBO
�
4FNJDPOEVDUPS

�
.BOVGBDUVSJOH

�
$P�
�
-UE�
�
Β͔༏लΛड

ɹ
������݄

　の新で行われたTaiXan Semiconductor Manufacturing Co. -td.のSupply Chain 
Management Forumにおいて、優लをडしました。ࠓ回のडは、ಉ社の先ಋ体プロセス
において、当社の開発ྗ、質、̓ 定څڙが評ՁされたことにՃえ、3月11日の大ࡂによりඃࡂし
たү原工場の素ૣい෮چとその後の目֮ましい生産数ྔの回෮により、ࢧোなくڅڙ責任を果たした
ことに対するものです。

*OUFM
�
$PSQPSBUJPO͔ΒʮαϓϥΠϠʔɾίϯςχϡΞεɾΫΦϦςΟʔɾΠϯϓϧʔϒϝϯτʢ4$2*ʣʯ

�
Λड

ɹ
�����݄

　SC2Iはインテル社のサプライϠー・コンテニュアス・クΦリティー・インプルーϒメント・プロ
グラムの一環として、主要なサプライϠーにܧ続的かつӽした改ળをྭするためにઃけられた
です。ࠓ回のडは、当社のಋ体用スパοタリングターήοトが、業քをリードするٕज़ྗとڞಉ開
発で長年結果を出し続けていること、および、ࡂからの෮ڵに当たりながらಉ社にෆ断の協ྗをし
たことに対するものです。

٬͓͞ ·͔ Βͷදজ

VOICE

JX Nippon Mining & 
Metals Philippines Inc.
質保証Φフィサー

ࢠل�
/PSJLP�5TVDIJZB

+9�/JQQPO�.JOJOH���.FUBMT�1IJMJQQJOFT

　JX Nippon Mining & Metals Philippinesでしている電解銅ഩ、ѹԆ銅ഩ、Ϣϐϊーグについて質
保証を୲当しています。۩体的には、お客さまからいただいた質に関するクレームをӳ༁し、工場内関係部ॺ
に伝ୡすること、ӳ語で作成されたクレームに対する原Ҽ・対ࡦ報告書を༁し、Ӧ業୲当に送৴しています。
その際、୯に༁するだけではなく、対ࡦがे分なものかどうかなど必要にԠじ関係部ॺと協議しています。
質問の解ܾには、関連するӦ業୲当の情報が必要となり、また事業ઓུとの関連の検討も重要です。日ཱ事
業所の質保証୲当、東京のӦ業୲当の方ʑと情報ڞ有しながら、日ʑの業務に当たっています。
　質問の対Ԡは、お客さまからすれ「って当たり前」のことです。ࠓ後は、この「当たり前」の業務の質
をより高めていくために、ӳ語ྗを高め、ٕ ज़に関する理解をਂめていきたいと考えています。
いࢥ与できるようめていきたいとد後もお客さまの重要なパートナーとして、質保証の面での対Ԡにࠓ　
ます。
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ௐୡجຊํͷࡦఆͱฆ૪߭ͷରԠ
　2011年8月、当社グループのௐୡ基本方針をࡦ定し、CSR活
動の一環として、この方針に基づいてௐୡ活動を行うこととしてい
ます。アフリΧなどのฆ૪地ଳにおいて۷࠾されるいわΏる「ฆ૪
鉱」の問も含め、下記に示した方針に基づき対Ԡを進めてい
きます。

άリーϯߪೖΨΠυϥΠϯͷվగ
　当社グループのグリーンߪ入ガイドラインは、2007年10月の
改訂から3年以上経過しており、電材Ճ工関連のお客さまからの
ご要ٻをഎܠに、ௐୡ基本方針のࡦ定に合わせ改訂しました。ࡢ
に関の環境มԽに対Ԡするため、下記の法ྩ規則などの動ࠓ
し当社として必要な内容をりࠐみました。

ओなมߋ༰
■ Ro)S指ྩなどでの重金属ᮢมߋの対Ԡ
■ Խ学質の審査およびなどの規制に関する法での指定

質のՃ
■ REAC)規制のS7)C46質などのE6指ྩでの指定質の

Ճ
■ 電ؾ・電子機ثの含有Խ学質情報開示に関するガイドラ

イン	Joint Industry Guide: JIG


　当社グループは、お取引先の皆さまと૬ޓ৴པにࠜ͟したパートナーとしての「8in-8in（૬ޓ利ӹ）」の関係の実現を目指しています。
ＪＸグループશ体のߪങ体制をߏஙすることを目的とし、当社のߪങ機能は大部分をಉグループ内の機能会社であるＪＸ日鉱日石プロ
Ωュアメント（株）に委ୗしています。

औ͓Ҿઌͱͷύʔτφʔγοϓ

ＪＸ߭ੴϓϩΩϡΞϝϯトߪങํ

ຊํجങߪ 
ＪＸ日鉱日石プロΩュアメント（株）は、取引先༷とよきパートナーシοプをߏஙし、ともに社会的責任を果たすため、
ＪＸグループの行動指針「EART)-5つのՁ؍」に基づいたߪങ業務を推進します。

Ethics
ɹ
ߴ͍ ཧྙ؍

■ 関連法規、社会規範を९कするとともにそのਫ਼ਆをもଚ重し、業務を行します。
■ 取引先༷の選定は、法ྩ・社会規範の९क、環境のྀ、質、Ձ֨、ೲ期および実などの公ਖ਼な評Ձに基づき行います。
■ 高い倫理؍に基づく取引先༷との適切な関係をҡ持します。

Advanced
�
JEFBT

ɹ
৽͠ ͍ൃ 

■ 常に新しい発想による・革新を推進し、新たなサービスの࠾用にめます。

Relationship
�
XJUI
�
TPDJFUZ

ɹ
ձࣾͱͷڞੜ

■ 取引先༷とのコミュニケーションのॆ実をはかり、૬ޓの৴པ関係の下、ともに社会貢献にめます。

Trustworthy
�
QSPEVDUT�TFSWJDFT

ɹ
৴པͷɾαʔϏε

■ ਖ਼֬･ਝかつಁ明性の高い活動により、ＪＸグループ各社に高い৴པと満足をఏڙします。

Harmony
�
XJUI
�
UIF
�
FOWJSPONFOU

ɹ
ڥٿͱͷௐ

■ 環境負荷のগない資機材サービスのߪ入を推進し、サステナϒルな社会のにめます。

ＪＸ߭ੴϓϩΩϡΞϝϯトߪങํ

ࣾ
ձ
׆
ಈ
ใ
ࠂ

ＪＸ߭ ੴۚ ଐάϧʔϓͷௐୡجຊํ 
⬟ ๏ྩɺϧーϧͷ९कおΑͼެ正な取Ҿ

 ■ 関係法規、社会規範を९कするとڞにそのਫ਼ਆをもଚ重し、業務
を行します。

 ■ 公ਖ਼な評Ձのもとでߪങ活動を行います。
 ■ 高い倫理؍に基づく取引先との適切な関係をҡ持します。

⬡
�
తݖ࢈ࡒͷอޢ

 ■ ௐୡ活動を通してಘたݸਓ情報などは֨ݫに管理します。
 ■ 第三者のಛڐ・実用新Ҋ・意ঊ・標などの的財産のෆਖ਼入

手ෆਖ਼用、ݖ利৵害を行いません。

⬣
�
ௐୡ取Ҿ先ͱͷ૬ޓཧղおΑͼ৴པにͮجくؔͷߏங

 ■ ਖ਼ ・֬ਝかつಁ明性の高い活動により、高い৴པと満足をఏڙ
します。

 ■ 取引先とのコミュニケーションのॆ実をਤり、常に新しい発想に
よる・革新をٻします。

 ■ 環境にྀしたௐୡ資機材のߪ入を推進し、持続可能な社会の
発展に貢献します。

⬥
�ͦ
ͷଞ

 ■ ฆ૪地域で行われるҧ法な活動それによるਓݖ৵害にՃ୲す
るような資源ௐୡをආけるようにめます。
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ʹһͱͱۀै

ʮਓʯͱ͍ େ͏͖ ͳ࢈ࡒ

ਓݖͷଚॏ

　ＪＸ日鉱日石金属グループの「従業員」に対する考え方のルーツ
は、1905年の日ཱ鉱山の業時にまでります。日ཱ鉱山はଞ
の鉱山とҧわず、山間ਂくにありました。業者の久原೭ॿは、
都ࢢかられたෆศな場所にある鉱山での事業を成ޭさせるた
めには「従業員が҆৺してಇける環境のྀ」が必要と考え、鉱
山での生活水準の上にྗを͗ました。これが当社グループの
基本の考え方である「従業員ଚ重」のਫ਼ਆの࢝まりです。
　久原は従業員が家とともに生活できる環境づくりに取り組

み、ॅ 施ઃָޘ、පӃ、మಓߍのための学ڙだけではなく子ډ
まで含めた֗づくりを行いました。こうした৬ॅ一体の環境下で
ָۤをともにすることにより、従業員の間に連ଳ感が生まれると
ಉ時に、会社内に従業員をଚ重するؾ෩がҭまれました。
　現在でも役৬・年ྸ・性ผを問わず意見ަができる෩通しの
ྑいಇきすい৬場環境を目指しています。

　当社は、ਓݖ保ޢ࿑ಇ基準の֬保を含Ή国際原則である国連
「グローόル・コンパクト」に2008年度から参Ճしています。また、
企業行動規範において、第4に「従業員のਓ֨・ਓݸ・ݖ性の
ଚ重」をᨳい、ਓݖଚ重の࢟を国内外関係各社पపఈして
います。また、コンプライアンスの؍からも、ෆ当ࠩผのഉ除、
セクシϟル・ϋラスメントなどのࢭېを明文Խして従業員にపఈし
ています。
　当社グループは、海外にもଟくの事業を展開し、1500ਓ
の従業員がಇいています。࠾用時の年ྸ制限などの管理をపఈ
するなどの施ࡦを࠾っており、ࣇಐ࿑ಇڧ制࿑ಇの事ྫはあ
りません。

後ますます進Ήグローόルな事業展開の中で、海外拠におࠓ　
いて現地の࿑ಇ法制などを९कするとともに、࠾用ਓ材ҭ成の
でも、地域とのڞ生を大切にし、従業員が҆৺してಇける環境
づくりを目指しています。

ʣࡏݱதͷϚωーδϟーʢ2012�݄�1ऀ༺࠾ݱ
（୯位：ਓ）

現地࿑ಇ者数 うち、マネージϟーڃのਓ数
1492 107

˞フルタイム࿑ಇ者について記載しています。
˞現地࠾用者のうち、当֘国੶保有者からの࠾用実は95�です。
˞マネージϟーڃとは՝長৬以上を指します。

࿑ಇऀͷ༁ʢ2012�݄�1ࡏݱʣ� （୯位：ਓ）

フルタイム フルタイム以外
合計 ਓ材ݣ ૯࿑ಇྗ

A # 計 A # 計
国内企業39社計 4211 572 4783 17 98 115 4898 116 5014
海外企業15社計 1085 407 1492 4 1 5 1497 48 1545
合計 5296 979 6275 21 99 120 6395 164 6559

گͷঢ়༺ޏ
　当社および当社グループの報告対象企業54社（国内39社・海外15社）の࿑ಇ者ޏ用状況は以下のとおりです。ฏۉ年ྸは39ࡀ、
ฏۈۉ続年数は11年となっています。

役৬ऀͷߏʢۈҬผʣʢ2012�݄�1ࡏݱʣ� （୯位：ਓ）

役৬者 そのଞ શ体
உ性 ঁ性 計 உ性 ঁ性 計 உ性 ঁ性 計

国内企業39
社計

日本 1337 45 1382 2903 413 3316 4240 458 4698
ถ 5 0 5 0 0 0 5 0 5
ೆถ 26 0 26 0 0 0 26 0 26
アジア 41 0 41 3 1 4 44 1 45
Ԥ州 1 0 1 0 0 0 1 0 1
Φセアニア 7 1 8 0 0 0 7 1 8

খ計 1417 46 1463 2906 414 3320 4323 460 4783

海外企業15
社計

ถ 14 1 15 42 13 55 56 14 70
アジア 206 91 297 714 264 978 920 355 1275
Ԥ州 16 1 17 123 7 130 139 8 147

খ計 236 93 329 879 284 1163 1115 377 1492
合計 1653 139 1792 3785 698 4483 5438 837 6275

 ˞フルタイムとは、社員または社員ಉ等の࿑ಇ時間
の࿑ಇ者を指します。

　A：期間の定めのない࿑ಇ者
　#：期間の定めのある࿑ಇ者
˞会社数は2012年4月1日現在のです。
˞国内企業には当社を含みます。

 ˞フルタイム࿑ಇ者について記載しています。役৬
者とは部ࣨ長・՝長・係長・主任クラスを指します。

˞会社数は2012年4月1日現在のです。
˞国内企業には当社を含みます。
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役৬ऀͷߏʢྸผʣʢ2012�݄�1ࡏݱʣ� （୯位：ਓ）

役৬者 そのଞ શ体
உ性 ঁ性 計 உ性 ঁ性 計 உ性 ঁ性 計

国内企業39
社計

以下ࡀ29 140 8 148 781 100 881 921 108 1029
ࡀ49〜30 742 31 773 1531 238 1769 2273 269 2542
以上ࡀ50 535 7 542 594 76 670 1129 83 1212

খ計 1417 46 1463 2906 414 3320 4323 460 4783

海外企業15
社計

以下ࡀ29 71 41 112 291 132 423 362 173 535
ࡀ49〜30 130 49 179 482 132 614 612 181 793
以上ࡀ50 35 3 38 106 20 126 141 23 164

খ計 236 93 329 879 284 1163 1115 377 1492
合計 1653 139 1792 3785 698 4483 5438 837 6275 

ฏۉྸおΑͼฏۈۉଓʢ2012�݄�1ࡏݱʣ
年 （ࡀྸ） 続年数（年）ۈ

உ性 ঁ性 શ体 உ性 ঁ性 શ体
国内企業39社計 41.2 39.6 41.0 11.8 9.0 11.5 
海外企業15社計 35.9 32.8 35.1 6.9 5.5 6.5 
ฏۉ 40.1 36.7 39.7 10.8 7.5 10.4 

 ˞フルタイム࿑ಇ者について記載しています。役৬
者とは部ࣨ長・՝長・係長・主任クラスを指します。

˞会社数は2012年4月1日現在のです。
˞国内企業には当社を含みます。

˞会社数は2012年4月1日現在のです。
˞国内企業には当社を含みます。

˞ ৬者には、定年ୀ৬、自己都合ୀ৬、ࢮ、会社
都合を含みます。

˞ ৬率は、フルタイム࿑ಇ者にめる৬者のׂ
合を示しています。

˞会社数は2012年4月1日現在のです。
˞国内企業には当社を含みます。

˞会社数は2012年4月1日現在のです。
˞国内企業には当社を含みます。

৬ऀʢ2011�݄1ʙ 2012�݄�1ʣ
৬者数（ਓ） ৬率（�）

உ性 ঁ性 計 உ性 ঁ性 計

国内企業39社計
以下ࡀ29 83 10 93 8 8 8
ࡀ49〜30 117 28 145 5 9 5
以上ࡀ50 209 14 223 16 14 16

খ計 409 52 461 9 10 9

海外企業15社計
以下ࡀ29 166 60 226 31 26 30
ࡀ49〜30 50 7 57 8 4 7
以上ࡀ50 13 2 15 8 8 8

খ計 229 69 298 17 15 17
合計 638 121 759 11 13 11

ʢ2011�݄1ʙऀ༺࠾ 2012�݄�1ʣ� （୯位：ਓ）

உ性 ঁ性 計
国内企業39社計 297 31 328
海外企業15社計 105 64 169
合計 402 95 497
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ଟ༷ ੑͷऔΓΈ
　当社グループは、ਓ材のଟ༷性・ಇき方のଟ༷性をଚ重してい
ます。国内外のॾ法ྩの定めに従い、60ࡀ以߱の再ޏ用制度に
よる高ྸ者ޏ用、ঁ 性の活༂の推進などに取り組んでいます。
また、ҭࣇ・介ٳޢ業制度、国際ϘランティアٳՋ制度など、ଟ
༷なಇき方をサポートする環境を整えています。

くΓͮڥ༂Ͱ͖Δ׆͕ੑঁ
　ঁ性従業員が活༂できる環境づくりに取り組んでいます。
　2012年3月31日現在、海外を含めた当社グループશ体で837
໊のঁ性従業員が在੶しており、役৬者比率は17�です。当社
では、178໊のঁ性従業員が在੶しており、その15�が役৬者
として活༂しています。性ผによる基本څ与のࠩはなく、適ਖ਼な
ॲ۰をపఈしています。

ϫーΫϥΠϑ・όϥϯス
　当社では、社員が生き生きとಇくためには、会社生活だけでは
なく家ఉ生活でのॆ実が必要だと考えています。2011年度は7
໊が産前産後ٳՋおよびҭٳࣇ業制度を利用しました。

༺ޏऀྸߴ
　当社は、60ࡀ以߱の再ޏ用制度に基づき、高ྸ者ޏ用を推進
しています。再ޏ用者は、୯なる業務行にとどまらず、ए年従業
員のٕज़・ٕ能の伝ঝ、̓ શ・質管理のҡ持上など、事業
ӡӦに大きく貢献しています。

ʢ当社ʣʢ2011�݄1ʙ2012�݄�1ʣگͷঢ়༺ޏ࠶
定年ୀ৬者数（ਓ） うち、再ޏ用者数（ਓ） 再ޏ用率（�）

42 34 81

ো͕いऀޏ༻ͷ取Γみ
　当社では、োがい者の社会参ը機会֦大に貢献するべく、োが
い者のޏ用にੵۃ的に取り組んでいます。その結果、2011年度
のোがい者ޏ用率は1.9ˋとなり、法定োがい者ޏ用率1.8�をॆ
足しました。

ؔͳ࿑ྑ ࣋ͷҡ

ਓࡐҭɾਓ੍ࣄ 

　国内の当社グループでは、ほとんどのグループ会社において࿑
ಇ組合が組৫されています。
　各社の࿑関係は、૬ޓ৴པを基ௐとしており、ྑ 関係な࿑
が保たれています。定ྫの࿑協議会において会社の経Ӧ情報を
̓、に説明しています。またࡉৄ શӴ生委員会において事ࡂ・ނ害の
要Ҽをపఈ分析するなど、組৫内の情報伝ୡ・意見集を含め、

࿑ಇ組合は経Ӧのパートナーとしての重要な役ׂを୲っています。
　会社組৫および事業内容のมߋを行うに当たっては、࿑ಇ協
に則り、事前にे分な説明と協議を行う期間をઃけた上で必要な
手続きを行っています。
　なお、当社グループでは、2011年度において、ストライΩまた
はロοクアトは発生しませんでした。

　当社では、現場ྗの上およびઓུྗのڧԽをテーマとし、શ
社ڭҭの企ը・ӡӦに取り組んでいます。そのଞにも、国外ཹ学
のݣ国内長期語学ݚमの実施、また自己ܒ発として参Ճで
きる財務分析プレθンテーションスΩルなどの各種ݚमの参
Ճをੵۃ的にଅ進するなど、幅広くਓ材ҭ成にめています。
　ਓ事制度においては、成果行動評Ձ制度業評Ձ制度、自己
ਃ告制度をಋ入しており、制度ઃ計の中に会社が社員との意ૄࢥ
通を行う組みを作りこみ、よりಇきすい環境づくりに取り組ん
でいます。

ؒݚम࣮ࢪঢ়گʢ2011ʣ （୯位：時間）

基װ৬ 一ൠ৬ 合計
ҭ時間૯数ڭ 6133 48009 54142
社員一ਓ当たりฏۉ時間数 19.23 22.80 22.33

報告対象企業：当社、ＪＸ金属環境（株）、パンパシフィοク・Χοパー（株）（ࠤլ関࿉所、日
ཱਫ਼銅工場）

࿑ಇ߹һͷঢ়گʢ2012�݄�1ࡏݱʣ
組合員数（ਓ） 組৫率（�）

உ性 ঁ性 合計 உ性 ঁ性 合計

国内企業39社
以下ࡀ29 646 61 707 70 56 69
ࡀ49〜30 1581 195 1776 70 72 70
以上ࡀ50 399 36 435 35 43 36

合計 2626 292 2918 61 63 61

˞ 組合員組৫率は、フルタイム࿑ಇ者にめる組合
員のׂ合を示しています。

˞会社数は2012年4月1日現在のです。
˞国内企業には当社を含みます。
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当社ͷ2011社һڭҭମܥਤ

　入社後5年間を体ܥ的ҭ成期間と位ஔづけ、ಛ定のビジネススΩルの体ಘに重をஔいた֊
ผݚमを実施しています。

2011࣮ࢪ༰ྫ
新入社員ݚम ⬟ 当社の経Ӧの現状と՝および当社CSRについて理解する。

⬡ ビジネスパーιンとしての基本スΩル（ビジネスマナー、ӳ会、財務会計など）をशಘする。
⬣ ಉ期入社の社員との連ଳ感、一体感のৢ成をਤる。

入社年後ݚम ⬟ 入社以དྷの社会ਓ生活をৼりฦり、現状の՝をチΣοクする。
⬡ ビジネスパーιンとしての基本スΩル（コミュニケーションおよびプレθンテーション）のڧ

Խをਤる。
2年目ݚम ⬟ 事業ӡӦに当たっての社会的責任とその取り組みについて、๛Ӌ鉱山の見学などを通して

理解をਂめる。
⬡ 当社の企業理೦・%NAの理解をਂԽさせ、自己の業務と関連付けることにより当社社員と

してのଶ度ܗ成をਤる。
3年目ݚम ⬟ 当社の経Ӧの現状と՝についての理解をਂめる。

⬡ ビジネススΩル（ロジΧルシンΩング）をशಘする。
⬣ 役ׂ期の理解と動機付けを行う。

5年目ݚम ⬟ 主体的に՝を解ܾしていく自己開発ܕの՝解ܾ能ྗのᔻཆをਤる。
⬡ ए手大学ଔ社員の体ܥ的ڭҭの締めくくりとして、՝解ܾのために必要なビジネススΩル

（ロジΧルシンΩング、՝発見手法、解ܾࡦ検討方法、計ը管理手法など）のशಘをਤる。
⬣ 実際の業務における՝に対して論理的・計ը的に取り組み、ݚम内容の定ணをਤる。
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部長ڃ選ൈݚम

（エグθクティϒリーダーݚम）

՝長ڃ選ൈݚम
（ミドルマネージϟーݚम）

શ社࠾用社員
新ਓҭ成計ը

IS0
TPM
҆શ
環境
質

社外ߨश
資֨取ಘ

etc

Օ所࠾用社員
新ਓҭ成計ը

本社ཹ学生
選ൈ指ಋ

Օ所࠾用社員
入社時ݚम

（高専ଔ・高ߍଔ）

（高専）

（大学ଔ）

学ଔ入社5年目ݚम

経Ӧ
企ը৬

学ଔ入社3年目ݚम

学ଔ入社2年目ݚम

新主任ݚम

本社ཹ学生 
制度

年後フォローアοプݚम

શ社࠾用新入社員
入社時ݚम

新任基װ৬ݚम

通
৴
ڭ
ҭ
制
度

社
外

ớݣ
学
会
・
企
業
な
ど
Ờ

国
外
ཹ
学
制
度

৬
種
ผ
専
門
ڭ
ҭ

目
標
管
理
制
度

語
学
学
श
ࢧ
ԉ
各
種

Φ
ồ
プ
ン
セ
ミ
ナ
ồ

チ
Ỿ
レ
ン
ジ
シ
ồ
ト

ジ
ἀ
ϒ
ロ
ồ
テ
ồ
シ
ἀ
ン

コ
ン
ϐ
テ
ン
シ
ồ
評
Ձ
制
度

実ݧ計ը

作業改ળ

質管理
中ڃ

質管理
入門

େֶଔ社һͷମܥతҭ

ࣾ
ձ
׆
ಈ
ใ
ࠂ



71 JX Nippon Mining & Metals Corporation Sustainability Report 2012

৬छผڭҭମ੍ͷڧԽ
　業務行のプロフΣοショナルに;さわしい専門的能ྗのڧԽ
をਤるため、৬種ผに役員クラスを責任者としたڭҭ推進体制を
ཱ֬しています。各৬種で専門ڭҭ計ըをࡦ定・実行するほか、

ਓผのジョϒ・ローテーション・プランを作成し、定期的な見通ݸ
しをՃえながら実行することで、さま͟まな業務経ݧを通じたҭ
成のڧԽをਤっています。

ద正なਓࣄධՁͷ֬อ
　当社は、コンϐテンシーϞデルを用いた能ྗ評Ձである成果行
動評Ձ制度および目標管理による業評Ձ制度をಋ入しています。
　成果行動評Ձでは、୲当業務内容と社員資֨等ڃによってܾま
るコンϐテンシー項目に基づき、上司との面ஊを実施した上で、ٻ
められる成果行動を発شしているかどうかを判断し、その結果を
ঢ֨にөしています。

　業評Ձでは、年度開࢝時にܾ定した業務目標に対し、期間中
の業のқ度・ୡ成度を上司との面ஊを実施した上で評Ձし、
その結果を与にөしています。
　こうしたਓ事評Ձ制度を適ਖ਼にӡӦすることにより、長期的な
でのॲ۰能ྗ開発において公ਖ਼性とೲಘ感を高めたいとࢹ
考えています。

੍ࠂਃݾࣗ
　社員一ਓひとりの意を会社が理解し、ਓ材ҭ成などにөさ
せるため、自己ਃ告制度を実施しています。年に1回、各社員が業

務の内容をৼりฦり、ࠓ後チϟレンジしたい業務会社にらせ
ておきたいݸਓの事情などを所定の༷式に記入してఏ出します。

৺ͷ݈ ߁ͮ Γ͘ͷͨ Ίʹ

ϝϯλϧϔϧスέΞ
　従業員の৺の݈߁は、従業員とその家のな生活のため
に、また生産性の上および活ؾある৬場づくりのために、重要な
՝です。当社グループでは、৬場のコミュニケーションの活性Խ
などを含めた、広い意ຯでの৺の݈߁づくりに取り組んでいます。
　2008年7月に「৺の݈߁づくり計ը」をࡦ定し、国内外関係会
社を含めて、पしました。各Օ所で推進体制を定め、従業員（一
部施ࡦは家を含Ή）が৺の݈߁をҡ持できるようサポートして
います。

ओなࡦࢪ
⬟
�

対面Χンセリング
⬡
�

電Χンセリング
⬣
�

8E#૬ஊ
⬥
�

メンタルϔルスݚम
⬧
�

৬場ストレスチΣοク

৬ͷストϨスνΣοΫͷ࣮ࢪঢ়گʢ当社ͷྫʣ
■ 実施ਓ数：3300໊
■ 対象者：当社社員、ܖ社員、嘱ୗ員、ྟ 時員、ݣ社員、ଞ

社からの出社員、一部関係会社社員など
■ 対Ԡ：ݸਓの結果のフィードόοク、組৫断、৬場の改ળ

ϫークショοプの実施など

　当社グループでは、શての従業員が݈߁な৺をҡ持しながらಇくことが大切と考えています。
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શ̓Ӵੜ׆ಈ

҆શӴੜཧํ

ॏେࡂͷൃੜͱ҆શ׆ಈͷ見͠

2011ͷ҆શӴੜ�1

　当社グループでは、̓ શӴ生基本方針に基づき҆શӴ生管理
年度方針をࡦ定しています。年度方針のࡦ定に当たっては、前年
度の҆શӴ生成の解析結果に基づき目標と重施ࡦを定め、
中ԝ҆શӴ生委員会で審議・ঝ認した後、グループશ社に示ୡし
ています。

　2011年の҆શӴ生成は、下表のとおりです。国内のࡂ害件
数は૿Ճしており、3件の重大ࡂ害が発生しました。

項目 2009 2010 2011

国内事業所 
҆શ成*2

業以上（ਓ）ٳ 15*4 13*5 10*6

ෆٳ（ਓ） 22 16 24
合計（ਓ） 37 29 34
度数率*3 0.61 1.36 0.27
度率*3ڧ 0.01 0.02 0.00
ര発・Րࡂ事ނ（件数） 0 1*7 2*7

国内事業所 
Ӵ生成

業務上࣬ප（ਓ） 0 0 0

（参考）
海外事業所 
҆શ成

業（ਓ）ٳ 9 8 9
ෆٳ（ਓ） 10 6 5
合計（ਓ） 19 14 14

*1 ҆શӴ生成はྐྵ年（1月〜 12月）で集計。
*2 関係会社、協ྗ会社を含Ή。
*3 度数率（100ສԆ実࿑ಇ時間当たりの࿑ಇࡂ害によるࢮই者数）、ڧ度率（1000Ԇ実࿑

ಇ時間当たりの࿑ಇଛࣦ日数）ともに、当社社員を対象とする。
 	参考）2011年国内શ産業の度数率1.62、ಉڧ度率0.11（ް生࿑ಇল࿑ಇࡂ害動ௐ

査より）
*4 2009年6月13日に発生した重大ࡂ害のりࡂ者3໊を含Ή。
*5 2010年9月19日に発生した重大ࡂ害のりࡂ者1໊を含Ή。
*6 2011年2月7日、10月3日、10月5日に発生した3件の重大ࡂ害の合計りࡂ者3໊を含Ή。
*7 Րࡂによるਓのඃ害はありませんでした。

ＪＸ߭ ੴۚ ଐ
�
શ̓Ӵੜجຊํ 

�を߁たͪɺＪＸ߭ੴۚଐάϧーϓͰಇくશてͷਓͷ҆શͱ݈ࢲ
कΔ͜ͱを࠷༏先͠ɺ̓ શͰ҆৺な৬ͮくΓに取Γみ·͢。

1. ҆શӴ生マネジメントシステムのߏஙとޮ率的ӡ用により、̓ શӴ生管理レベルのܧ続的改ળにめる。
2. શての事業ྖ域においてݥة・有害要Ҽの抽出と、それらの除去・ݮにめ、ࡂ害θロを目指す。
。ҡ持૿進をਤる߁なコミュニケーションとշ適な৬場環境֬保により、৺と体の݈ྑ .3
。いਓ材のҭ成にめるڧҭを行い、自ら行動できる҆શにڭとڙ的に情報ఏۃੵ .4
5. ҆શӴ生関連法規などはもとより、必要な自主基準をઃ定し९कする。

����
ɹ

શ̓Ӵੜཧํ 
ඪ
⬟ 重大ࡂ害：θロ
⬡
�

以下ݮˋগ件数の10࠷害件数：過去ࡂ
⬣
�

ര発・Րࡂ事ނ：θロ
⬥
�

業務上࣬ප：θロ
ॏࡦࢪʢൈਮʣ
⬟
�

重大ࡂ害໓活動の推進
⬡
�

各事業所の実ଶにଈした҆શӴ生管理活動の推進
⬣
�

֊ผڭҭのڧԽ
⬥
�̓

શ文Խの・定ணにけた活動の推進

　当社グループでは、2009年6月と2010年9月に重大ࡂ害を発
生させたことをडけ、2度とこのような൵ࢂなࡂ害を発生させな
いとのܾ意のもと、「重大ࡂ害໓活動の推進」「҆શ文Խの・
定ணԽ活動の推進」「֊ผ҆શڭҭのڧԽ」などの҆શ活動にグ
ループશ社で取り組んできました。2011年には೦ながらさら

に3件もの重大ࡂ害を発生させてしまいました。これは、当社グ
ループの҆શに対する認ࣝがະだෆे分であり、これまでの活動
の大幅な見直しが必要であることを示しているとडけࢭめ、改め
て次ϖージに示す活動を進めています。

2011にൃੜ͠たॏେࡂͷ֓ཁ
発生 発生事業所 ֓要 対Ԡ（શ社対Ԡ）ࢭ害ࡂࣅྨ
2月 見工場 工事負会社従業員が、後進中にϋンドルૢ作をޡったフォークリフトにܹಥされた ■ 管理者けフォークリフトڭҭ資ྉの作成・発行

■ フォークリフトٕ能スΩルチΣοクの֦大
10月 三金日比ߓӡ（株） 関係会社従業員が、トラϒルॲஔ後に再ى動したベルトコンベϠにרきࠐまれた ■ ベルトコンベϠרきࠐまれࢭ管理基準を制定
10月 パンパシフィοク・

Χοパー（株）日比
࿃所

工事負会社従業員が、ࠜ上をམした資材を、̓ શଳを外していかけ、ಓ
࿏にམした

■ མࡂ害ࢭ基準に「高所作業時におけるのམ
下ࢭાஔ」と「ࠜ上工事におけるམࢭાஔ

（҆શネοト、手すりなどのઃஔ）」をՃしపఈ
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औΓΈதͷ׆ಈ�
ɹ

શ̓จԽͷߏங
　以前から取り組んできた「҆શ文Խの・定ணԽ活動の推進」
のলは、この活動の目的である「҆શ࠷優先のࢥ考と行動を
組৫とݸਓに২え付けること」が、作業者一ਓひとりにࢸるまで
しっかりと認ࣝされていなかったことにあると考えました。
　そこで、改めて҆શ文Խを明֬に定ٛ*1した上で、自分たちには
Կが足りないのかを各事業所において明֬にし、そのෆ足を補う
活動に計ը的に取り組んでいます。ซせて、「֊ผڭҭのڧԽ

（管理監ಜ者も含Ή）」「過去のࣦഊに学Ϳ体質のߏங（過去に発
生させたࢮࡂ害の෩Խと再発のࢭ）」の活動にもܧ続して取り
組んでいます。
*1 ҆શ文Խの定ٛ：「҆શ文Խとは、組৫の҆શの問が、Կにもউる優先度を持ち（҆

શ࠷優先）、その重要度を組৫およびݸਓがしっかりと認ࣝし、それをىとしたࢥ考、行
動を組৫とݸਓが߃常的に、かつ自વに取ることができる行動༷式の体ܥをいう。」（国際
原子ྗ機関（IAEA）の定ٛより）

औΓΈதͷ׆ಈ�
ɹ
՝ผࡂ׆ࢭಈͷపఈ

　2010年までは、「重大ࡂ害໓活動の推進」として、過去に発生
した重大ࡂ害にಛԽした再発ࢭ活動に取り組んできました。۩体
的には、自動ӡసઃ備におけるはさまれࢭ、མࢭ、有害と
の৮ࡂ害などに限定して、これらのࡂ害をࢭするための事༝ผ

定し、グループશ体でこれに基づく૯検を実施してࡦ通基準をڞ
きました。しかしながら、重大なࡂ害のഎܠには数ଟくのܰඍなࡂ
害事ނがજんでおり、これらのܰඍなࡂ害事ނをࢭするため
の活動をపఈ的に実施しなけれ、ࡂ害そのものの発生を下さ
せることはできません。その結果としてࢮࡂ害のような重ಞなࡂ
害の໓もできないと考えました。そこで、શてのࡂ害の過去3年
間の発生を改めて分析し、当社グループのࡂ害໓のための
՝を下記のとおり再抽出しました。各事業所においては、その実
ଶに合わせて優先順位をઃ定し、3年計ըでこの՝にపఈして取
り組Ή活動を開࢝しています。

աڈ�ؒ ͷൃࡂ ੜ͔ Βநग़ͨ͠
ͷͨࢭࡂ� Ίͷ՝

⬟ ༗࣭͓ΑͼߴԹとの৮ࡂ害のࢭ
⬡
�
ॏྔऔѻ͓ۀ࡞Αͼॏྔऔѻઃඋに関連したࡂ害の
ࢭ

⬣
�ߴ
ॴۀ࡞に関連したࡂ害のࢭ（ਓのམࢭ、のམ下

ࢭ）
⬥
�
͞·Εɺࠐ͖ר·Εࡂ害のࢭ

⬧
�
Εɺ͜ ͢Εࡂ害のࢭ

ͦͷଞͷ҆શӴੜཧ׆ಈ　
શ̓Ӵੜؔ ࿈ձٞ ମʢશࣾ ձٞ ʣ

　本社において中ԝ҆શӴ生委員会（年1回）および中ԝ҆શӴ
生常任委員会（年5回）を開࠵し、̓ શӴ生ॾ施ࡦの૯括と次年度
҆શӴ生管理方針の審議、ࡂ害の再発ࢭ対ࡦの審議などを
行っています。また、̓ શӴ生管理状況ॾ施ࡦに関する協議
情報ަを目的として、࿑合ಉ҆શӴ生८ࢹ（年1回）グルー
プ҆શ୲当者会議（年2回）を開࠵しています。

࿑ಇ̓ શӴੜϚωδϝϯτγεςϜͷߏஙͱӡ༻
　҆શӴ生基本方針に「҆શӴ生マネジメントシステムのߏஙと
ޮ率的ӡ用」を掲͛ており、当社直轄事業所および国内主要関係
会社などで0)SAS18001の認証を取ಘし、ӡ用しています。
2011年度は三༑電子工業（株）ߐ工場が認証を取ಘしました。

0)4"41�001取ಘࡁみۀࣄॴ
認証取ಘ年度 事業所
2006年度 パンパシフィοク・Χοパー株式会社日比࿃所（日比ڞಉ࿉株式会社ۄ野࿉所、三金日比ߓӡ株式会社を含Ή）
2008年度 日ཱ事業所（ٕज़開発センター、パンパシフィοク・Χοパー株式会社日ཱਫ਼銅工場、ＪＸ金属環境株式会社、ＪＸ日鉱日石フΝンドリー株式会社 

日ཱ事業所）、見工場（ＪＸ日鉱日石コイルセンター株式会社、ＪＸ金属事株式会社見ࢧళを含Ή）、パンパシフィοク・Χοパー株式会社 
㟨有限公司（ീಙ工場）ވ日鉱金属、（լ関を含Ήࠤӡ株式会社、株式会社PPCプラントߓ日本ர銅株式会社、日照）լ関࿉所ࠤ

2009年度 ү原工場（ＪＸ日鉱日石フΝンドリー株式会社ү原事業所を含Ή）、ү原Ճ工工場、ＪＸ金属খケミΧル株式会社、ＪＸ金属三日ࢢリサイクル株
式会社、ＪＸ金属ರլリサイクル株式会社、Gould Electronics Gmb)

2010年度 三༑電子工業株式会社ؗྛ工場
2011年度 三༑電子工業株式会社ߐ工場
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શ̓දজ੍ ͷಋೖ
　直轄事業所および国内関係会社を対象として、ಛ定期間（ਓ員
規にԠじてઃ定）、ແࡂ害をܧ続した事業所を社長表জする「҆
શ表জ制度」をಋ入しました。2011年9月にӡ用を開࢝して以߱、
2011年度までに16事業所が表জされました。

҆શ表জۀࣄॴ ʢ໊2011�݄Ҏ߱ʣ
事業所໊

害表জࡂશແ य़日鉱山（株）、ＪＸ金属ࠇ部ガルό（株）、ਆ็クリーンサー
ビス（株）、ＪＸ金属事（株）ೌ ・ళ、ಉ東京リサイクルࢧ࡚
テクϊセンター、進鉱業（株）、上鉱山（株）、Ֆྠ鉱山

（株）、Ԗ山鉱業（株）、大୩鉱山（株）、٢野鉱山（株）、日ཱ
鉱山（株）、鉱山（株）

ແࡂ害表জ 一関ഩ（株）、ＪＸ金属事（株）州ࢧళ

ڥ̓ શࠪ
　直轄事業所および国内主要関係会社を対象として、社長直属の
環境҆શ監査チームによる環境҆શ監査を行っています。監査で
抽出した問は社長に報告後、各事業所に通して改ળをଅす
とともに、その後の実施状況についてもフォローしています。

๏ྩ ९कͷऔΓΈ
　҆શӴ生および環境関連法改ਖ਼情報の֬実な把握と適切な対
Ԡを目的として、法ྩ監ࢹシステムをಋ入しています。࠷新の法
改ਖ਼情報をຖि定期的に入手した上で、重要な法改ਖ਼については
解説書対Ԡマニュアルを作成・発行し、各事業所における改ਖ਼
内容の理解とҨ࿙なき管理にめています。
　また、ಛ定の項目に関連した法規定指針・告示などの֓要を
まとめた解説書を発行し、関係者の法ྩの理解上にめてい
ます。

ࡂରԠʢಛผߨԋձͷ։࠵ͱڭࡂҭ資料ͷ࡞ʣ
　2011年3月11日に発生した東日本大ࡂでは、東・関東地
方に所在する当社グループ事業所も大きなඃ害をडけました。し
かしながら、日ࠒの܇࿅に従って従業員がྫྷ੩に行動した結果、
従業員のਓ的なඃ害はありませんでした。当社グループでは、「こ
のࡂの経ݧをࠓ後のࡂ活動に活かそうʂ」とのझࢫで、2011
年6月17日にߨࡂԋ会（ಛผ҆શߨԋ会）を開࠵しました。ߨԋ
会では、外部の専門家をটして「東日本大ࡂに学Ϳ　〜必ず
དྷる大地の備え〜」としてߨԋしていただきました。
　また、この大ࡂで大きなඃ害をडけたү原工場と日ཱ事業所
から、「東日本大ࡂの実ଶ」としてࡂのඃ害状況෮چ状況
の報告にՃえ、「日ࠒのࡂ活動で役にཱった」「ࠓ後のࡂ
活動に当たっての՝」などについてߨԋしました。
　さらに、ү原工場と日ཱ事業所のߨԋで用した資ྉを基に
。ҭ資ྉを作成し、各事業所にしましたڭࡂ

ߨࡂԋ会でߨԋするү原工場のখ௩෭工場長（当時）（ࠨ）と
日ཱ事業所の山田ઃ備ٕज़部長（当時）（ӈ）

ڭࡂҭ資ྉ
（ү原工場と日ཱ事業所のߨࡂԋ資ྉ）
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Ҭ社ձͱͷίϛϡχέーγϣϯ
　ここでは、2011年度におけるコミュニケーション事ྫをご紹介します。

ＪＸ߭ੴۚଐάϧーϓͷࠃ֎ͷ֤ۀࣄॴにおいてɺํ࣏ࣗମ・Ҭ࣏ࣗମを͡ΊɺҬͷձٞॴおΑͼ
ॾஂମͱͷఆظతなίϛϡχέーγϣϯを࣮͠ࢪɺ৴པؔͷߏஙにΊてい·͢。·たɺೲྋࡇなͲͷ։࠵にΑΓɺҬ
ͷํʑͱͷੵۃతなަྲྀをਤってい·͢。

Ҭؔ ࿈ஂ ମͳͲͷՃೖঢ়گʢ����ʣ
　各事業所、関係会社が所在する地域（খ、ҵ、日ཱ、ࠇ
部、ರլ、東京、פ、ۄ野、大分、ປ࡚、ؗ ྛ、Ԟ州、フィリϐン、
フライϒルグ（ドイツ）などで、工会議所および工会にՃ入し

ています。また、下記に͛ڍる団体などにもՃ入し、定ྫ૯会（役
員会）および各種委員会の出੮などを通じて、活発な活動を
行っています。

ۤɾΫϨʔϜͷରԠ
　地域の方ʑからۤ情がدせられた場合はਅにडけࢭめ、ૣ ٸ
に実ଶの把握を行い改ળࡦを検討するべく、実な対Ԡをపఈす
るよう৺ֻけています。2011年度は下記のようなۤ情・クレーム

をଷしました。いずれも、できるだけਝな対Ԡを৺ֻけ、ੋ ਖ਼
ાஔを施しました。ࠓ後も問のະવࢭにけ、さらにめて
いきます。

活動団体 ʪ໊そのଞʫ 参Ճ主体の事業所またはグループ会社໊
（括ހ内はࠨ、 記の活動団体における役৬໊）

産業ഇغ協会
（海ಓ、富山ݝ、ҵݝ、 
Ҫݝ、大ࡕ）

ＪＸ金属খケミΧル（株）（理事）、ＪＸ金属三日
リサイクル（株）、ＪＸ金属環境（株）、ＪＸ金属ರࢢ
լリサイクル（株）、日ཱ事業所、ＪＸ金属事（株）

ಓԝ産業ٕज़ৼڵ機ߏ ＪＸ金属খケミΧル（株）（評議員）
ҵݥةࢢ҆શ協会 ү原工場（理事）、ү原Ճ工工場（理事）
ҵࢢՐ管理協議会 ү原工場（理事）、ү原Ճ工工場（理事）
高ഡ地区ޏ用対ࡦ協議会 ү原工場（理事）
日ཱࢢ࿑ಇ基準協会 日ཱ事業所、ү原工場（理事）
日ཱ地区ަ通҆શ協会 日ཱ事業所
協議会ࡦ水資源対ࢢ部ࠇ ＪＸ金属三日ࢢリサイクル（株）（理事）
会ڵ部企業団地ৼࠇ ＪＸ金属ࠇ部ガルό（株）
ྮೆ環境保શ協会 ＪＸ金属ರլリサイクル（株）
ರլඒ方ݥة҆શ協会 ＪＸ金属ರլリサイクル（株）（෭会長）
҆શ協会ݥة町פ 見工場（෭会長）
海上保҆協会ۄ野ࢧ部 日比ڞಉ࿉（株）（෭ࢧ部長）
通҆શ協会ަࢢ野ۄ 日比ڞಉ࿉（株）（理事）
NP0さがのせきまちづくり 
協議会

パンパシフィοク・Χοパー（株）
լ関࿉所（෭理事長）ࠤ

活動団体 ʪ໊そのଞʫ 参Ճ主体の事業所またはグループ会社໊
（括ހ内はࠨ、 記の活動団体における役৬໊）

 ࡦॿ金対ࢍլ関ࠤ
連བྷ協議会

パンパシフィοク・Χοパー（株）
լ関࿉所（෭会長）ࠤ

州地方鉱山会 パンパシフィοク・Χοパー（株）
լ関࿉所（会長）、य़日鉱山（株）（理事）ࠤ

҆શ協会ݥة 三༑電子工業（株）
（目ߐ・ྛؗ・ࠇ）

蘇州日۞ָ部 日鉱金属（蘇州）有限公司
常州ࢢ外投資企業協会 常州金源銅業有限公司
౧Ԃݝഇغ公会 日鉱金属ވ㟨有限公司（理事）
マニラ日本ਓ会 JX Nippon Mining & Metals  

Philippines Inc.
ラグナ工業団地協会 JX Nippon Mining & Metals  

Philippines Inc.
Japan #usiness 
Association of Ari[ona

JX Nippon Mining & Metals 6SA Inc.
（理事）

アタΧマ州鉱山協会 SCM Minera -umina Copper Chile（議長）

˞上記はՃ入している団体の一ྫです。

事業所 クレーム内容 対Ԡࡦなど などࡦ後の改ળࠓ
日ཱ事業所 ૽Իの発生 工場内の工程を検したとこΖ、όΩュー

ムコンベアのԻと判明したため、Ϟーター
の出ྗを下͛たとこΖ、通報ݩで૽Իが解
ফしたことを֬認した。

Ի対ࡦを施工༧定。

見工場 ৼ動の発生 工場前を通過する大ंܕの度過が原Ҽ
と推定されたため、改めて҆શ・環境に しྀ
たӡసをपపఈし、ҧं྆には都度意
をଅした。

ӡస方法のपపఈと、現場での֬認ௐ査
のܧ続。

パンパシフィοク・Χοパー（株）
լ関࿉所ࠤ

૽Իの発生 ੵସえ作業時の金属Իが主原Ҽと推定さ
れたことから、当֘作業を行う場所をมߋ、
17時以߱は作業ࢭېを内容とする対ࡦを
実施した。

作業場所とॅډ区域の間にԻนをઃஔ༧
定。

SCM Minera -umina Copper Chile 重機ൖ送中の電線切断 ඃ害状況のௐ査および補ঈの査定。 電線の高さをฏ7ۉmに上͛ることで合意。
Χセロネスからの通行ं྆の
度に対するクレーム

通行҆શ規則のઃ定。 ΧセロネスプロジΣクト関連ドライόーの
҆શ規則のपపఈ。
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Ҭࣾ ձͱͷίϛϡχέʔγϣϯྫࣄ
ʢ2011ʣࢪ見ֶձなͲͷ࣮
事業所 実施ܗଶ 参Ճ対象の方ʑ（団体໊など） 実施時期（2011年度） 参Ճਓ数
日ཱ事業所 インターン 日ཱ工業高ߍ 11年10月 4໊

工場見学会 国際資源大学ݚߍम員 11年11月 27໊
見工場 工場見学会 門ڮ自࣏会 11年6月 10໊
य़日鉱山（株） 工場見学会 津まびこ会 12年3月 30໊

ผখ学ߍ 11年10月 15໊
ＪＸ金属খケミΧル（株） 工場見学会 ૣҴ田大学理工学ज़Ӄଞ 11年7月 12໊
ＪＸ金属ࠇ部ガルό（株） 企業見学会 ຽࢢ部ࠇ 11年8月 18໊
ＪＸ金属ರլリサイクル（株） 工場見学会 みらい・つな͙子ども୳検ୂ 11年8月 37໊

地ٿ環境関フォーラム 11年10月 33໊
パンパシフィοク・Χοパー（株）日比࿃所、
日比ڞಉ࿉（株）

工場見学会 協会ޫ؍ࢢ野ۄ 12年2月 43໊

パンパシフィοク・Χοパー（株ࠤ） լ関࿉所 工場見学会 会࣏自ࢢϊࡔ 11年11月 38໊
協会ࢎེ 11年11月 42໊

（株）ླ 作所 工場見学会 大田原プレスࡂ害ࢭ協議会 11年8月 10໊
一関ഩ（株） 工場見学会 ߍ一関工業高等学ཱݝ手ؠ 11年10月 2໊
Gould Electronics Gmb) 工場見学会 従業員の家、地域の代表者 11年5月 300໊
SCM Minera -umina Copper Chile 工場見学会 各種州ہ長ࢹ 11年4月 8໊

Տ水管理組合およびྲྀ域産
༌出協会

11年10月 25໊

門ڮ自࣏会
工場見学会
見工場

ຽࢢ部ࠇ
企業見学会
ＪＸ金属ࠇ部ガルό（株）

地ٿ環境関フォーラム
工場見学会
ＪＸ金属ರլリサイクル（株）

従業員の家、地域の代表者
工場見学会
Gould Electronics Gmb)

みらい・つな͙子ども୳検ୂ
工場見学会
ＪＸ金属ರլリサイクル（株）
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࠙ࣄߦʢೲྋࡇɺՆࡇΓなͲ　2011ʣ
事業所 行事内容、参Ճ者数など

日ཱ事業所 Նࡇり「山ਆࡇ」のԂ༡会を社有グランドで、ಓ大会を日鉱ࢩ
㆗ ㆩ ㆄ

ಓؗで開࠵（ຖ年7月、2000໊の参Ճ）。
見工場 ਆࡇの参Ճ（ຖ年9月、200໊の参Ճ）。地域の「見ਆ社」でのおࡇりに当たり、ཱ ちدり先として工場の一部を

開์し、社員もਆ
ㆿ ㆓ ㆗

༫୲͗に参Ճしています。
ＪＸ金属ರլリサイクル（株） 地ݩのNP0「水ล会議Aqua Sangha」とڞಉで、「ほたるؑ会」を開࠵（6月、20໊の参Ճ）。

ರլあじさいロードプロジΣクトに参Ճ（11月、9໊）。
パンパシフィοク・Χοパー（株）
日比࿃所、日比ڞಉ࿉（株）

ौফ団「出ॳ式」に参Ճ（ۄ野ࢢ内にて、1月、20໊）。

パンパシフィοク・Χοパー（株）
լ関࿉所ࠤ

「関のୄつりおどり大会」に参Ճ（ຖ年9月、30໊の参Ճ）。

ＪＸ日鉱日石ඒज़工 （ܳ株） 。金属・ඒज़工ܳを出（11月）و・լ関;るさとまつりに、ๅ০ࠤ
य़日鉱山（株） 山ਆࡇを開࠵（10月、30໊の参Ճ）。
ＪＸ金属ࠇ部ガルό（株） 。内、200໊参Ճࢢ、新年会2012年1月ࢢ部ࠇ

Ωスり大会、2011年7月、ࢢ内、20໊参Ճ。
三༑電子工業（株）ؗ ྛ工場 ຖ年12月に開࠵される「ؗྛӺ伝大会」に参Ճ（ؗྛপӡ動場にて、80໊）。
JX Nippon Mining & Metals 
Philippines Inc.

খ学ߍ（#untog Elementary School）、ࣇݽӃ（)ome of Joy 0rphangae）、ཆӃを๚問（5月、6月、9月に実施、
計60໊）。

JX Nippon Mining & Metals 6SA Inc. 日ܥ企業の団体（Japan #usiness Association of Ari[ona）の新年会に参Ճ（2012年1月、100໊）。
SCM Minera -umina Copper Chile Tierra Amarillaফ団のدݿଃ式యに参Ճ（2011年9月、アタΧマ大学にて、100໊）。

༮ஓԂの協ྗ、पลখ学ߍ学年のクリスマス協 （ྗそれͧれ12月に実施、計460໊が参Ճ）。

山ਆࡇ　日ཱ事業所

ほたるؑ会　ＪＸ金属ರլリサイクル（株）

ಓ大会　日ཱ事業所

ರլあじさいロードプロジΣクト 
ＪＸ金属ರլリサイクル（株）

ਆࡇ　見工場

ਆࡇ　見工場

լ関;るさとまつりࠤ
ＪＸ日鉱日石ඒज़工 （ܳ株）

ؗྛӺ伝大会
三༑電子工業（株）ؗ ྛ工場

関のୄつりおどり大会
パンパシフィοク・Χοパー（株）
լ関࿉所ࠤ



JX Nippon Mining & Metals Corporation Sustainability Report 2012 78

ࣾ
ձ
׆
ಈ
ใ
ࠂ

Ҭͷਗ਼׆ಈʢ2011ʣ
事業所 活動内容
ү原工場、ү原Ճ工工場 工場पลಓ࿏の環境ඒԽӡ動工場付ۙのਗ਼活動をそれͧれ実施（6月と9月に、計280໊が参Ճ）。
日ཱ事業所 事業所のपลを含Ήߏ内一੪ਗ਼、ຖ月ॳ०、શ事業所員で実施。
見工場 「૬クリーンΩϟンϖーン」参Ճし、地域をྲྀれる૬のՏෑでのਗ਼を実施（5月、60໊）。

。町ඒԽӡ動に年2回（6月と11月）、計100໊が参Ճפ
ＪＸ金属খケミΧル（株） ྟ海企業࠙会ਗ਼活動に参Ճ（4月と10月にԆべ18໊）。

工場पลಓ࿏の自主ਗ਼活動（4月〜 10月にԆべ33໊）。
ＪＸ金属ರլリサイクル（株） ರլࢢ（Ҫݝ）主࠵「クリーンアοプ;くい大作ઓ」参Ճ（9月と3月、計37໊）。

。のਗ਼を実施（6月、33໊が参Ճ）؛比のদ原海ؾ、ຽ૯͙るみ環境ඒԽӡ動でࢢ
。一੪ਗ਼活動（3月、12໊が参Ճ）ބޒఫ去作業（5月、25໊が参Ճ）。三方غ比田地区ෆ法投ݩ

パンパシフィοク・Χοパー（株）日比࿃所
日比ڞಉ࿉（株）

2ϱ月に一度、工場पลのಓ࿏およびาಓのਗ਼活動を実施（ຖ回20໊が参Ճ）。
ौ海؛のਗ਼活動に参Ճ（6月、20໊が参Ճ）。
˞ौ海؛は、戸内海国ཱ公Ԃのಛผ地域に指定されています。ྡ するパンパシフィοク・Χοパー（株）日比࿃所および

日比ڞಉ࿉（株）のෑ地面ੵは、合わせて789517m2になります。

パンパシフィοク・Χοパー（株ࠤ） լ関࿉所 一੪ਗ਼ඒԽ活動を、ຖ月1回実施（80ਓʗ回）。
य़日鉱山（株） 地域のไ活動（ߓのਗ਼、公ಓのמり、海の日の海؛ਗ਼など）。
三༑電子工業（株）ߐ工場 工業団地クリーンΩϟンϖーン（6月、10月Ԇべ4໊）。

（株）ླ 作所 工場पลのΰミरいを実施（ຖ月、30໊）。
ؖ国ＪＸ金属（株） 工業団地ਗ਼（4月、45໊）。
JX Nippon Mining & Metals Philippines Inc. ඒԽ活動（the -aLeshore Clean-up in -aguna、4月）。

マングローϒの২थ（Guisguis Sariaya 2ue[on、7月）。

Ҭࣾ ձͷ׆ݙߩಈ
　当社グループでは、企業行動規範の考え方に基づき、事業を通
じた貢献活動にՃえ、地域社会の発展・ॆ実、地域社会とのڞӫ
を目指した貢献活動にめています。各種のਗ਼活動、൜・
続ܧ࿅などの取り組みにより、地域の方ʑとの対・ަྲྀを܇ࡂ

的に行い、૬ޓの理解およびກをਂめています。
　2011年度における、当社グループ関係先の地域社会に対する
主な貢献活動は、次のとおりです。

環境ඒԽӡ動
ү原工場

マングローϒの২थ
JX Nippon Mining & Metals 
Philippines Inc.

૬クリーンΩϟンϖーン
見工場

のਗ਼؛比のদ原海ؾ
ＪＸ金属ರլリサイクル（株）

内ਂのਗ਼活動ߏ
ＪＸ金属ರլリサイクル（株）

三方ބޒ一੪ਗ਼活動
ＪＸ金属ರլリサイクル（株）

工業団地ਗ਼
ؖ国ＪＸ金属（株）

ෆ法投غఫ去作業
ＪＸ金属ರլリサイクル（株）
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Ҭͷ൜ɺ׆ࡂಈなͲʢ2011ʣ
事業所 活動内容
見工場 ૯合܇ࡂ࿅を実施（10月、200໊が参Ճ）。
ＪＸ金属খケミΧル（株） ফୂফՐ܇࿅を実施（6月）。
ＪＸ金属ರլリサイクル（株） 。࿅（3月）を実施しશ社員が参Ճ܇時ٸۓ࿅（9月）、間܇ආࡂ࿅（7月）、܇時ٸۓ

自Ӵফୂૢ法大会、8月、7໊が参Ճ。
ರլࢢ企業҆શ҆৺まちづくり推進協議会の会合出੮（7月）。

パンパシフィοク・Χοパー（株ࠤ） լ関࿉所 協議会の自主パトロールࡦॿ金対ࢍլ関ࠤ （ୂうみͶこୂ）による൜活動（ຖ月実施、ຖ回8໊が参Ճ）。
૯合܇ࡂ࿅を実施（6月、150໊が参Ճ）。

一関ഩ（株） ফॺ主࠵のݚࡂम会に参Ճ（10月）。
ແऎ日鉱富士ਫ਼ີՃ工有限公司 ফ、܇ࡂ࿅を実施（11月、34໊が参Ճ）。
Gould Electronics Gmb) ফ܇࿅を実施（10月、43໊が参Ճ）。
SCM Minera -umina Copper Chile アルコールおよびༀ用༧ڭҭߨश会に、30໊が参Ճ（9月）。
日鉱金属ވ㟨有限公司 ܇ࡂ࿅を実施（5月）

૯合܇ࡂ࿅
見工場

࿅܇時ٸۓ
ＪＸ金属ರլリサイクル（株）

自Ӵফୂૢ法大会
ＪＸ金属ರլリサイクル（株）

܇ࡂ࿅
日鉱金属ވ㟨有限公司

ফ܇࿅
Gould Electronics Gmb)

間ٸۓ時܇࿅
ＪＸ金属ರլリサイクル（株）
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छ֤ࢪઃͷҰൠ։์ ʹͭ ͍ͯ
　当社グループでは、主要事業所ならびに関係会社において、グランドなどの各種施ઃ（社有施ઃ）を開์しています。これらの施ઃ
は、各地域におけるॾ行事の開࠵場所として、年間を通じて広く利用されています。
　2011年度における施ઃ開์のྫは、次のとおりです。
事業所 施ઃ໊ 活動内容
ү原工場 社員クラϒ 子ڙ会の会場としてఏڙ。

日ཱ事業所 日鉱ࢩ
㆗ ㆩ ㆄ

ಓؗ গ年団、中学ߍ・高等学ߍのٷಓ・ಓの࿅श場および試合会場としてఏڙ。
見工場 グランド 野ٿ大会の会場としてఏڙ。
パンパシフィοク・Χοパー（株）
日比࿃所
日比ڞಉ࿉（株）

ֆの原グランド 野ٿの࿅श場所、試合会場としてఏڙ（地ݩগ年野ܯ、ٿॺ、年間1920໊が利用）。
比体ҭؗڵ όレーϘール、όドミントン、ಓなど、スポーツ大会の会場としてఏڙ（地ॅݩຽの方、

年間15120໊が利用）。
社ۭき地 খ学ߍ行事ࡂ害時のආ所としてఏڙ（年間960໊が利用）。

パンパシフィοク・Χοパー（株） 大ࢤ生ٿ場 野ٿ大会の試合会場、࿅श場所としてఏڙ（年間60回）。
լ関࿉所ࠤ ౻生グランド グランドΰルフ大会の会場としてఏڙ。
य़日鉱山（株） 社内グランド ΰルフ࿅शの場所としてఏڙ。

ປ࡚鉱石ੵ出ߓϒース Նࡇりのଧ上ՖՐ؍覧場所、およびறं場としてఏڙ。
SCM Minera -umina Copper Chile ロスロロスのM-CCΦフィス ަྲྀの場として、地域ॅຽならびにM-CC৬員にఏڙ（月200໊が利用）。

コϐアポࢧ所 ৬業説明会・ڭҭの場として、地域ॅຽならびにM-CC৬員にఏڙ（月2200໊が利用）。

ަ௨҆શ׆ಈɺ׆݂ݙಈなͲʢ2011ʣ
事業所 活動内容
ү原工場 ަ通҆શ֗಄指ಋをຖ月実施（450໊が参Ճ）。

献݂を実施（11月、3月、111໊が参Ճ）。
日ཱ事業所 ަ通҆શ協会主࠵の行事の参Ճ（年5回。ຖ回50໊が参Ճ）。

献݂を実施（3月、9月、100໊が参Ճ）。
見工場 ަ通҆શߨश会を実施（6月、12月、それͧれ80໊が参Ճ）。

献݂を実施。
ＪＸ金属খケミΧル（株） 地ݩのަ通҆શ自࣏会、ܯॺによる҆શߨの参Ճ（5月）。
ＪＸ金属三日ࢢリサイクル（株） 。श会を実施（7月）ߨ法ٸٹ
ＪＸ金属ರլリサイクル（株） ަ通҆શݝຽӡ動に参Ճ（年4回、ຖ回各2໊ずつが参Ճ）。
パンパシフィοク・Χοパー（株）日比࿃所、
日比ڞಉ࿉（株）

。野地区҆શӡస管理協議会の行事にメンόーとして参Ճ（数回ʗ年、1໊）ۄ

パンパシフィοク・Χοパー（株ࠤ） լ関࿉所 「まびこӡ動」（ަ通҆શݺびかけ活動）をຖ月実施。ຖ回15໊が参Ճ。
自動ं学҆ߍશӡసߨशに参Ճ（年4回、145໊）。
献݂を実施（4月、10月、それͧれ50໊が参Ճ）。

三༑電子工業（株）ߐ工場 献݂を実施（2月、20໊が参Ճ）。
（株）ླ 作所 献݂を実施（6月、15໊が参Ճ）。
JX Nippon Mining & Metals Philippines Inc. 献݂を実施（年3回）。
SCM Minera -umina Copper Chile ポトロ部མ८ྱの協 （ྗ5月）。

όージンΧルメンࡇ協 （ྗ7月）。

ࣾ
ձ
׆
ಈ
ใ
ࠂ

ަ通҆શߨ
日ཱ事業所

श会ߨ法ٸٹ
ＪＸ金属三日ࢢリサイクル（株）

献݂
JX Nippon Mining & Metals Philippines Inc.
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ओなలࣔձͷग़లʢ2011ʣ˞ 会社໊は2011年度当時のものです。

展示者 活動内容
ＪＸ日鉱日石金属（株）本社 「JPCAショー 2011」の出展（6月）。ѹԆ銅ഩ、電解銅ഩ、リチムイΦン電用銅ഩに関する各種開発を展示。

「FP% International 2011」に、ӷথ用スパοタリング ターήοト（IT0、IG;0）を展示（10月）。
「TPCA ShoX 2011」に、ѹԆ銅ഩ、電解銅ഩ、表面ॲ理ࡎなどを展示（11月）。
「SEMIC0N JAPAN 2011」の出展、次ੈ代メϞリ用スパοタリングターήοトをॳめて展示（12月）。
「NEPC0N 80R-% JAPAN 2012」の出展（2012年1月）。
⬟ ಋ体パοケージングٕज़展：各種表面ॲ理ࡎなどをＪＸ金属事（株）とڞಉで展示。
⬡ 先電子材ྉエΩスポ：ੈքで࠷もബいѹԆ銅ഩ（6Жm）リチムイΦン電用銅ഩなどを展示。

「SEMIC0N K0REA 2012」に、各種スパοタリングターήοトなどを展示（2012年2月）。
「CPCA ShoX 2012」の出展（2012年3月）。ѹԆ銅ഩ、電解銅ഩなどの各種開発を展示。

ＪＸ金属三日ࢢリサイクル（株）
ＪＸ金属ࠇ部ガルό（株）

。の「くΖべフΣア 2011」の出展（9月）࠵主ࢢ部ࠇ・部工会議所ࠇ

ＪＸ金属ರլリサイクル（株） 「つるが環境フΣア」の出展（2012年2月）。
日鉱金属ވ㟨有限公司 「%ISP-A: TAI8AN 2011」に、ӷথ用スパοタリングターήοト（IT0、IG;0）を展示（6月）。

「SEMIC0N TAI8AN 2011」に、各種スパοタリングターήοト、450mmଟ結থシリコンΣϋなどを展示（9月）。

Ҍֻ ͷྛࢁ උۀ࡞ͷࢀՃ
　日ཱ事業所にྡするҌ

ㆎ㇉ㆉ㆐㇄ㆾ
ֻ山には、明࣏・大ਖ਼時代に日ཱ鉱山が২した大ౡࡩ、山ࡩなど、

500本が২生しています。このҌֻ山では、日ཱࢢが主体となって結成された「Ҍֻ山さくら
100年委員会」の主࠵により、2008年度からྛ整備作業が実施されており、日ཱ事業所から
も都度、従業員がϘランティアとして参Ճしています。
　2011年度のྛ整備作業は、度5ڧの地߱Ӎがあったため2時間ほどで中ࢭになりま
したが、Ҍֻ山を「ࢢຽのܜいの場」「子ڙの自વ؍、ྛ体ݧなどの環境ڭҭの場」として活
かすため、行、ࢢຽおよび企業の連ܞによるྛ整備作業が、ࠓ後もܧ続的に実施される༧
定です。

Ҍֻ山のྛ整備作業の༷子

JPCAショー 2011

SEMIC0N K0REA 2012

FP% International 2011

CPCA ShoX 2012

SEMIC0N JAPAN 2011

NEPC0N 80R-% JAPAN 2012

%ISP-A: TAI8AN 2011 SEMIC0N TAI8AN 2011くΖべフΣア 2011
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ࣾ
ձ
׆
ಈ
ใ
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Ҭ社ձなͲͷ寄付ʢ2011ʣ
付先د 金 （ֹԯԁ） 件数（件）

（1）地方公ڞ団体（大学およびපӃを含Ή） 1.0 38
（2）そのଞ、地域関連団体（ྱࡇ、イベント、自࣏会など） 1.5 117
（3）財団法ਓ、社団法ਓ、基金など 0.1 39
合計 2.6 194

お٬さ·͔Βͷ表জ
事業所 団体໊ 表জ（ड）内容 表জ事༝
ＪＸ日鉱日石金属（株） Intel Corporation Intel SC2I AXard スパοタリング ターήοト材のڅڙで先分野における質の৴པ性

ٕज़改ળ、ೲ期の҆定性を評Ձされた。また、東日本大ࡂで拠
のү原工場がඃࡂしたが、素ૣい෮چとその後の目֮ましい生産数ྔの
回෮でサプライチΣーンに影響を及΅さなかったことが高く評Ձされた。

ੵ体電࿏ވ㟨有
限公司

サプライチΣーンマネジ
メントフォーラム　優ल

ಉ上

0N semiconductor 2011 Annual Perfect 
2uality AXard

ಉ上

Raytheon Company 2011 Supplier 
Excellence AXard

Խ合ಋ体のఏڙに際し、高水準のೲ期、質、Ӧ業活動を実現した
ほか、ࡂからのかな෮ڵが高く評Ձされた。

Materials Service Complex 
Malaysia Sdn. #hd.

M0-EX 	M
 Sdn. #hd. 優लサプライϠ࠷ 金属Ճ工のೲ期、質対Ԡなどの૯合ಘで࠷上位を֫ಘしたこ
とが評Ձされた。

JX Nippon Mining & Metals 
Singapore Pte. -td.

X-FA# SaraXaL Sdn. 
#hd.

Supplier Excellence 
AXard 2010

スパοタリングターήοトのൢചを通じての当社サービス、デリόリー
などがಉ社取引先中ྑ࠷のパフォーマンスと評Ձされた。

8estern %igital 
Corporation

#est Supplier 2010 開発、情報ڞ有、֬ 実なڅڙ、̓ 定質のҡ持など、本社、ү原な
どグループ一ؙとなってのサポートが評Ձされた。

֎෦ஂ ମ͔ Βͷදজ
　2011年度において、当社グループは、各地域の公ڞ団体および業ք団体から下記のようなଟذにわたる表জをडけました。日ࠒのさま
͟まな活動に対する評Ձがಘられたことを、ࠓ後の事業発展のための活ྗとしていきます。

քஂମなͲۀ・ڞެ
事業所 団体໊ 表জ（ड）内容 表জ事༝
ү原Ճ工工場 ҵࢢՐ管理協議会 Ր管理表জ Ր管理のڧԽ・ॆ実（ଞの範であること）
ү原工場 高ഡ地区ޏ用対ࡦ協議会、

日ཱࢢ࿑ಇ基準協会
優ྑ従業員表জ 工場の発展の貢献（管理৬ঠ社員が対象）

日ཱ事業所 日ཱࢢ࿑ಇ基準協会 優ྑ従業員表জ Ӭ年ۈ続者（ଞの社員の範となる者）
日ཱࢢࡂ協会 優ྑ従業員表জ 取ѻ者、Ր管理者として3年以上従事し、ଞの社員ݥة

の範となる者
日本クレーン協会 優ྑクレーンӡస士 クレーンなどのࡂ害ࢭ活動推進、ӡൖ管理上の面でݦ

ஶなޭがあった者
見工場 日本৳銅協会 優ྑ従業員表জ ๛富なࣝとٕ能の保有（ଞの社員の範となる者）
ＪＸ金属ರլリサイクル（株） Ҫݝ࿑ಇ基準協会 

ྮೆࢧ部
҆શӴ生優ྑ従業員表জ 長年にわたり、ແ事ނ・ແࡂ害で業務に従事

Ҫݝ産業ഇغ協会 産業ഇغ適ਖ਼ॲ理優ྑ従業者表জ 長年にわたり৬務にਫ਼ྭし、ۈ務成が優लであったため
ರլ工会議所 優ྑ従業員表জ 長年にわたり地域の発展にྗをਚくしたため

パンパシフィοク・Χοパー（株）
լ関࿉所ࠤ

日本Ϙイラー協会 日本Ϙイラー協会大分ࢧ部長表জ Ϙイラーઃ備の҆定、̓ શૢ業
大分ަࢢ通҆શ推進委員会 ަ通҆શޭ࿑事業所表জ ަ通҆શの֬保とަ通҆શࢥ想のී及
大分ݝ高ѹガス保҆協会 大分ݝ事表জ（ݸਓ） 高ѹガスઃ備の保҆、̓ શ指ಋの取り組み

（株）ླ 作所 ಢݝ ฏ成23年度フロンティア企業認証 ӽしたٕज़を保有するとともに、ଞの範となる活動を実ફ
常州金源銅業有限公司 常州ࢢਓຽ 優ल企業（「のশ号ผ企業」お

よび「ൢച規」）、優ल企業家
会社の業（ചり上͛、利ӹ）

常州ࢢఱೡ区ਓຽ ੫ऩ貢献 所在地域におけるೲ੫面での貢献
JX Nippon Mining & Metals 
Philippines Inc.

フィリϐンڞ国 
エネルギーল

%on Emilio Abello エネルギーޮ
率

エネルギーのޮ率的な利用にݦஶなޭがあったこと

˞ 海外関係会社からのد付の場合、ԁ՟算に当たり2011年度の期中ฏۉレート
を用しています。
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VOICE

日ཱࢢ長

٢�໌�༷
"LJSB�:PTIJOBSJ

　ＪＸ日鉱日石金属グループは、本ࢢにおいて業以དྷ100年以上にわたり地域にࠜ͟した企業活動を進めて
います。経済産業লのۙ代Խ産業Ҩ産に認定されている日鉱記೦ؗにおいては、ॆ 実した資ྉ܈が展示されて
おり、དྷؗ者に工都日ཱࢢの発展してきた経ҢをごҊ内いただいているほか、本ࢢのਗ਼センターݐઃ事業、
日ཱӺ前再開発事業などの推進にଟ大なる貢献をいただいております。そこには、「ある町の高いԎಥ」（新田
次ஶ）に記された業者のࢤである「地域とのڞ存ڞӫ」のਫ਼ਆが৭ೱくөし出されていると感じています。
　そしてこの度、২ྛにより鉱山のԎ害からの山を෮活させた先ਓたちの取り組みをশえるとともに、そのਫ਼
ਆを100年後にすため、地域の方ʑＪＸ日鉱日石金属とڞに、෮活のシンϘルである大ౡࡩをҌֻ山に২थ
し、ซせてҌֻ山入ޱに記೦石ൾをઃஔいたしました。
にҌֻ山の整備を行う一方、環境保શの重要性についても次ੈ代に伝えڞຽの皆さまとࢢ後は、引き続きࠓ　
ていきたいと考えています。
　先ਓたちのおӄで、ࠓでは日ཱࢢはશ国でも໊高いࡩの໊所となりましたが、কདྷ的には、Ҍֻ山を含めた
大༤Ӄ地区についても、大ౡࡩ山ࡩの໊所になることを期しています。
　ＪＸ日鉱日石金属グループには、これからもࢢӡӦのྑきパートナーとして、環境に関する取り組みをはじめ、
地域社会行との協ಇなどにおいて、本ࢢに対し引き続きごࢧԉ、ご協ྗをࣀりますようお願いਃし上͛ます。
　結びに、ＪＸ日鉱日石金属グループのさらなるご発展をف೦しております。

ॴଐۀքஂମʢ2011ͷҰྫʣ
Ճ入団体໊শ 当社グループからの参Ճ（括ހ内はࠨ記の団体における役৬໊）
日本鉱業協会 ＪＸ日鉱日石金属（株）（理事）、य़日鉱山（株）、ＪＸ日鉱日石୳開（株）、パンパシフィοク・Χοパー（株）

（理事）、日比ڞಉ࿉（株）（理事）、（株）日鉱ྲྀパートナーζ
国際金属・鉱業評議会

（ICMM : International Council on Mining & Metals）
ＪＸ日鉱日石金属（株）

国際銅協会
（ICA : International Copper Association）

パンパシフィοク・Χοパー（株）

鉱業࿑ಇࡂ害ࢭ協会 य़日鉱山（株）
資源・素材学会 ＪＸ日鉱日石金属（株）、日比ڞಉ࿉（株）（常議員）
新金属協会 ＪＸ日鉱日石金属（株）
日本金属学会 ＪＸ日鉱日石金属（株）
Ԡ用理学会 ＪＸ日鉱日石金属（株）
エレクトロニクス実学会 ＪＸ日鉱日石金属（株）
銅ഩ工業会 ＪＸ日鉱日石金属（株）
日本ค金工業会 ＪＸ日鉱日石金属（株）
日本分析学会 ＪＸ日鉱日石金属（株）
日本৳銅協会 ＪＸ日鉱日石金属（株）
৮ഔ資源Խ協会 ＪＸ日鉱日石金属（株）
資源地質学会 ＪＸ日鉱日石金属（株）、ＪＸ日鉱日石୳開（株）
協会ࢎེ パンパシフィοク・Χοパー（株）（෭会長）、ＪＸ金属খケミΧル（株）（理事）、

日比ڞಉ࿉（株）（理事）
電ؾ協会 ＪＸ金属三日ࢢリサイクル（株）
日本༹༥ѥԖ金協会 ＪＸ金属ࠇ部ガルό（株）
日本表面ॲ理機材工業会 ＪＸ金属事（株）
日本内ߤ海ӡ組合૯連合会 日本マリン（株）（IM0関係専門委員会委員など）
日本ધ主協会 日本マリン（株）（内ߤ部会委員など）
શ国内ߤ༌送海ӡ組合 日本マリン（株）（常任理事など）
日本ϖルー経済委員会 パンパシフィοク・Χοパー（株）
ؖ国ディスプレイ産業協会 ؖ国ＪＸ金属（株）
常州ࢢ外投資企業協会 常州金源銅業有限公司
;7EI（ドイツ・電ؾ・電子工業連ໍ） Gould Electronics Gmb)
87I#  

（Association of Industrial Companies #aden e7）
Gould Electronics Gmb)
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　ＪＸ日鉱日石金属の前である日本鉱業は、ઓ前にの金ӝ
石鉱山をૢ業していました。現在、金ӝ石鉱山はด山されていま
すが、その地にの新ࢢが「ԫ金തԂ区」をӡӦし、ಉ鉱
山のྺ࢙・鉱山文Խを伝える໊所・چとなっています。2011年
は、中՚ຽ国ݐ国ඦ年という記೦の年であり、その「ԫ金തԂ

区」にある「ԫ金തؗ」において、2011年10月28日から12月
4日までの38日間にわたり、「日鉱記೦ؗಛผ展示会（ඦ年回ސ ɻ
金ӝ石ᛝ山ᢛ日本ᮅ業ಛ展）」が開࠵されました。日鉱記೦ؗで
所ଂしている金ӝ石鉱山のྺ࢙鉱山文Խに関する展示の一
部などを出展し、ԫ金തؗとの文Խަྲྀを行いました。

ۚӝੴ߭ࢁͱຊ߭ۀ

ʮԫۚതԂ۠ʯͱʮԫۚതؗʯ

　1894年に金ӝ石において金鉱຺が発見されました。その後、
000期には1年間に金を7トン、銅を7࠷トン産出するなど、
アジアで۶指の大鉱山に発展しました。
　1933年、日本鉱業が金ӝ石鉱山をങऩし、1945年のऴઓに
当たりಉ鉱山が中՚ຽ国にऩされるまでの12年間にわた
り経Ӧに当たりました。日本鉱業による経Ӧ期間中の産金ྔは、
23.8トンにの΅っています。
　金ӝ石鉱山の経Ӧは、その後金属鉱業ވ㟨有限公司に引
きܧがれ、1987年にด山となりました。

　現在、金ӝ石鉱山地一ଳは、ྺ 重なو的・文Խ的な資産と࢙
自વをָしΉことができる「ԫ金തԂ区」となっています。ಉԂ
区内には、日本鉱業がૢ業していた当時のװ部社員の社などが
丁ೡに保存され、一ൠに公開されています。
　また、Ԃ区の中֩スポοトである「ԫ金തؗ」は、金属鉱
業ވ㟨有限公司の事務所を改ஙしたものです。1֊では金ӝ石鉱
山のྺ࢙、文Խ、自વを、2֊ではԫ金をテーマにした展示を行っ
ています。

日本鉱業が経Ӧに当たっていた当時の金ӝ石鉱山のશܠ

ઃ中の࿉所ݐ

日本鉱業ૢ業当時のװ部社

ࣾ
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　展示会開࠵に当たり、ԫ金തؗから「中՚ຽ国ݐ国ඦ年を記
೦して、かつてアジア۶指の大金山として໊を成した金ӝ石鉱山
と、かつてその経Ӧ・ૢ業を行い、ಉ鉱山のོにਚྗした日本
鉱業の事業をܧঝするＪＸ日鉱日石金属とのަྲྀイベントを開࠵
したい。これをܖ機に目標としているੈքҨ産のొにみを
つけたい」とのਃし出がありました。当社も、日本鉱業がかつてૢ
業をしていた地とのごԑ、日本鉱業ૢ業当時のҨが大切に保存
されていることのԿらかのおྱをしたいとのࢥい、さらには本
展示会が日本・の༑関係および当社とԫ金തԂ区との新
たな文Խަྲྀに資するものとの考えから、શ面的に協ྗすること
としました。

本展示会の主な展示テーマは、
⬟
�日本鉱業および金ӝ石鉱山のྺ࢙・Ԋ革とਓ
⬡
�日本鉱業業者・久原೭ॿと中՚ຽ国ݐ国の・ଙ文と

のަྲྀ
⬣
�日本鉱業時代の金ӝ石鉱山ૢ業状況
⬥
�日ཱ鉱山の「一山一家」など鉱山文Խの紹介
⬧
�日ཱ鉱山のԎ害対ࡦ・大Ԏಥ

です。

　これらのテーマのために、日鉱記೦ؗに所ଂしてあった「ଙ文か
ら久原೭ॿに宛てた手ࢴ」「日ཱ鉱山で用されていたさくؠ機」

「金ӝ石鉱山から産出された鉱石」などの展示のほか、金ӝ石・
日ཱ྆鉱山のૢ業当時の੩ࢭը金ӝ石鉱山でのૢ業෩ܠをө
した動ըなどをఏڙしました。
　11月4日に開࠵されたΦープニングセレϞニーの場で当社の
Ԭ田社長（当時）は、「金ӝ石鉱山地が自વ環境とのௐ金属
素材を主とした産業・工ܳのҭ成、さらには地域ॅຽの皆さまとの
༥に意をԊう໊উ・࢙として生まれมわっている࢟に大ม感
しました。とりわけ、日本鉱業がૢ業していた当時のװ部社員の日
本式宿ࣷなどをほ΅往時のまま丁ೡに保存・管理していただいて
いることは大มにありがたく、感動すら֮えました」と述べました。
　また、ΦープニングセレϞニーには、業者である久原೭ॿ
のଙに当たる久原༟ࢯ、かつて金ӝ石鉱山所長を務めた三ໟ٠
次ݩ日本鉱業社長のご家のほか、当社ૢ業当時のݩ社員の
ご家の方ʑにも出੮していただきました。

展示会場

ΦープニングセレϞニーでѫࡰをする
Ԭ田社長（当時）

展示会のポスター

さくؠ機

金ӝ石鉱山の鉱石

ԫۚതԂ۠ͱͷจԽަྲྀ׆ಈなͲͷܧଓ
　2012年2月13日、の金ӝ石鉱山地においてࡩ২थࡇを
開࠵しました。
　ෑ地内には、かつての山ਆ社であるԫ金ਆ社があり、ԫ金ਆ社
の参ಓにはかつてはࡩの並がありました。この並を෮活させ
るために、当社からはࡩのබを40本دଃするとともに、ط存の
。56本について手入れを行いましたࡩ
には、当ࡇした২थ࠵ಉで開ڞの২थを記೦しԫ金തؗとࡩ　
社からはদҪ෭社長ଞが参Ճしました。ԫ金തؗとは、ࠓ後と
も文Խަྲྀをਂめていく༧定です。 ২थ式にྟΉদҪ෭社長（ӈから2ਓ目）
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ԫ金തؗ ؗ長
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　私は、2012年2月にԫ金തؗのؗ長にब任しました。このイベントには、前৬の新ࢢ文Խہの代表とし
て参Ճいたしましたが、金ӝ石鉱山と日本のྺ࢙、およびＪＸ日鉱日石金属とのਂいឺを感じていました。この
৬に任໋されたのも、Կかಛผなԑがあってのことだと感じています。
　「ඦ年回ސ ɻ  金ӝ石ᛝ山ᢛ日本ᮅ業ಛ展」の開ນ式では、Ԭ田社長（当時）がごѫࡰの中で、Կ度もʠ感ँʡと

ʠԸฦしʡという言༿をޱにされたことがڧくҹ象にっています。ԫ金തؗは2004年の年に開ؗしまし
た。金ӝ石鉱山の金鉱山としてのًかしい㑖࢙を記し、後代にすことがതؗઃཱの目的の一つです。そ
して、当തؗにདྷؗされたશての方に、ૢ 業当時の状況を෮ݩした家、町並み、৺をこめて作られた展示
を通して、鉱山文Խとप囲の自વのଚさを理解していただきたいとࢥいます。そして金ӝ石から水䰩ಎまで広
範囲にわたる文Խ・産業Ҩ産をみんなでकり続けてくれることが私たちの願いです。ＪＸ日鉱日石金属がこの一
年、当ؗでの展示、২थ事業などにଟ大なご協ྗとʠԸฦしzをいただけたことに感ँいたします。

ԫۚ തؗ Ｊ͕Ｘ߭ ੴۚ ଐʹ Ή͜ͱ
　当ؗのࠓ年のテーマの一つとして、「鉱山ָ活文Խ」を͛ڍています。これは、ܧ続的に鉱山Ҩ産を保存、ҡ
持していくことにՃえ、金ӝ石鉱山୳๚ϋイΩングイベントの開࠵、改म後の二連౩日本式宿ࣷの有ޮ活用な
どを通して、鉱山生活を実地体ݧできるコーナーをઃけ、イベントを行うというものです。ಛに、ੲの鉱山文Խ
を再現する࠵し、・日本の間の文Խަྲྀ・༑関係をଅ進する࠵しを企ըしたいと考えています。その際に
は、ぜひＪＸ日鉱日石金属にもご協ྗいただきたいとࢥいます。
　また、私はＪＸ日鉱日石金属が展開する資源॥環ܕの事業にڵຯがあり、ಛにٳഇࢭ鉱山のԽ活動いわ
Ώる都ࢢ鉱山の開発事業に大いに目しています。কདྷ、当ؗはこの分野のಛผ展を開࠵することも検討して
います。現在の企業はいかに自વ環境にྀし、و重なఱવ資源を有ޮ活用して事業を行っているかが一ൠの
方ʑにわかりすく展示できれと考えております。その際には、ＪＸ日鉱日石金属から展示、情報などをご
ఏڙいただきたくお願いいたします。
　当ؗは、ＪＸ日鉱日石金属と金ӝ石鉱山の༑情関係の証しでもあると考えています。「日本鉱業会社」時代のॾ
先ഐ方を含め、金鉱山から鉱山Ҩとして࢟をมえてӡӦしている࢟を見にདྷていただけれとࢥっています。

߭ه೦ؗにͭいて
　日鉱記೦ؗは、1986年に日ཱ鉱山の地にݐઃされました。 
ＪＸ日鉱日石金属グループの成期からࠓ日までのྺ࢙を示す資
ྉを中৺に展示し、当社グループのྺ࢙と伝統を後ੈにडけ͙ܧ
社会ڀݚҭ機関のڭなどߍを୲っています。開ؗ以དྷ、学໋
見学などを目的としたଟくの皆さまにごདྷؗいただいています。日
鉱記೦ؗは、経済産業লのۙ代Խ産業Ҩ産に認定されています。

日鉱記೦ؗ
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　当社グループは日本各地の鉱山で非మ金属資源の۷࠾を行って
いましたが、現在ではそのほとんどでૢ業をऴえています*1。現在
当社グループでは、39ϱ所のٳഇࢭ鉱山を管理し、そのうち12ϱ
所でഇ水のॲ理を行っています。
　このうち๛Ӌ鉱山において、2011年11月に本山水ॲ理ઃ備
をॡ工させました。2008年10月からՔಇを開࢝したおしどりഇ
水ॲ理ઃ備と合わせ、当ॳの計ը通り、ഇ水をॲ理できる体制
が整いました。
*1 当社グループ（日本国内）でՔ行しているのはय़日鉱山（ࣛࣇౡݝ）のみです。

とଯੵ場などの鉱山施ઃか「水」内から༙き出る、ഇ水は　
らഉ出される「ഇ水」からなります。ٳഇࢭ後の鉱山にる鉱石、
そのपลのม質ؠ、ଯੵ場に集められた選鉱ഇᕥなどに、Ӎ水な
どが৮することによって発生します。
　మ、ѥԖ、マンガンなどの金属は、ེ ԫと結合したེԽ鉱の状
ଶで鉱石ม質ؠに含まれています。このེԽ鉱は、ࢎ素と結
合してࢎԽされると、金属イΦン、水素イΦン、ེ でܗイΦンのࢎ
水に༹け出し、ࢎڧ性のഇ水となります。

　๛Ӌ鉱山におけるഇ水ॲ理ઃ備のॡ工を記೦し、2011年
12月2日、現地においてॡ工式యをڍ行しました。
　式యには、当社Ԭ田社長（当時）をはじめ、経済産業ল、地域行
、地ݩ関係者など100໊が出੮し、ઃ備のॡ工をॕいました。
　式యの੮上、Ԭ田社長（当時）は、「ٳഇࢭ鉱山でのഇ水ॲ理
事業は、鉱山をૢ業してきたものが負うべき責任です。๛Ӌ鉱山
のഇ水ॲ理ઃ備には100ԯԁを投じましたが、これはपลの
環境と๛ฏ水ܥを利用しているࡳຈࢢຽ190ສਓにઈ対に
をかけないためにܽかせない投資であり、ࡳຈࢢຽの上水ಓの
水源にかかわる者としての責任です」と述べました。

ॡ工式య

߱Ӎ

地表水

地下水

ޱ

ਫ ഇਫ

鉱Խଳ

۷࠾

性水ࢎڧ
ଯੵ場
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ഇਫॲཧͷϓϩηス
、ഇ水のॲ理は性で金属を含Ήࢎڧ
⬟
�中（ഇ水をアルΧリ性のফ石փで中する）
⬡
（で析出した金属をఽ除去するܗԽのࢎ水）ӷ分ݻ�
⬣
中（ॲ理後の水を中性にௐ整する）ٯ�

の3つのプロセスからߏ成されます。

ຊࢁਫॲཧʢچબ߭ʣ
。水ॲ理場まで༲水されます水は、マイナス136mの地にઃஔされた取水ポンプでಓに༙き出たچ　
　߽ઇ地ଳである鉱山पลのݫしい自વ環境の中で、長期的、̓ 定的かつޮ率的に水のॲ理ができるよう、࠷新のઃ備をچ選鉱場内
にશてऩ容したશఱީܕ内水ॲ理場です。

本山水ॲ理場（چ選鉱場）

ॲ理場内のఽ૧

ਫॲཧͷԼஅ໘ਤ

お͠ͲΓഇਫॲཧ
　おしどりにଯੵされた7800千m3 の鉱ڧ

㆓ㆄ㆕ㆂ
ᕥから発生するഇ水をॲ理する施ઃです。本山水ॲ理場とಉ༷、ઃ備શ体をݐ内に

ऩೲし、פݫ・߽ઇなどのݫしいؾ象件下でも҆定したૢ業が可能です。

おしどりଯੵ場とഇ水ॲ理場 

水管ڮとഇ水ॲ理場

水管ڮ内部
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ࢁͷ๛Ӌ߭࣌ۀૢ

๛Ӌ߭ࢁにお͚Δೖ社2ݚम

　๛Ӌ鉱山は、長年にわたりわが国を代表する金属鉱山として、
ѥԖ・Ԗ・ۜ・インジムなどの鉱資源をڅڙし、産業の発展に
貢献してきましたが、2006年に鉱ྔׇރによりそのૢ業をࢭٳし
ました。1914年に、当社の前である久原鉱業が鉱山開発にண
手して以དྷ、ಉ鉱山が生産した鉱石（ૈ鉱）ྔ は2119ສトンにの
΅ります（ۜ、ѥԖ、Ԗの生産ྔは、それͧれ3700トン、200ສ
トン、53ສトンになります）。ಛに、ӷথテレビଠཅޫ発電パネ
ルに用されるレアメタルの一種であるインジムについては、
ੈք࠷大ڃの産出ྔをތりました。

　当社では2010年度より、入社2年目の学ଔ社員શ員を対象に、
๛Ӌ鉱山においてݚमを行っています。2011年度は、社長による

「当社のʠ%NAʡと社会的໋」についてのٛߨから࢝まり、グ
ループのٳഇࢭ鉱山における環境マネジメントの֓要を学んだあ
と、๛Ӌ鉱山におけるഇ水ॲ理ઃ備などを見学しました。見学
をऴえたあとはグループディスΧοションなどを通じ、「当社の
%NAとはԿか」「ࠓ後どのように%NAを活かすか」などについて
認ࣝをਂめました。

レοクさくؠ作業 シϟフローダーによる作業

Ԭ田社長（当時）によるٛߨ

๛Ӌ߭ࢁͷԊֵ

1800年代後 開山（ৄࡉな時期はෆ明）
1914年 久原鉱業（当社の前）がങऩ
1945年 の事業ྩࢭٳでٳ山
1950年 ๛Ӌ鉱山株式会社として෮ڵ
1962年 日本鉱業株式会社（当社の前）と合ซ
1973年 日本鉱業からಠཱして๛Ӌ鉱山株式会社として

ಠཱ
2006年 鉱ྔׇރによりૢ業ࢭٳ

VOICE

ү原工場ઃ備ٕज़部

த�ୡ
5PSV�/BLBOP

日ཱ事業所૯務部

ۚా�ಸॹ
/BP�,BOFEB

๛Ӌ߭ݚࢁमをऴ͑て

　「๛Ӌ鉱山の水ॲ理」は、進行中の環
境事業の一つです。ࠓ回のݚमで、その
スケールの大きさ先進性を目の当た
りにし、当社が環境問にえられてき
たというྺ࢙をഽで感じることができま
した。現在୲当しているਖ਼ۃ材プロジΣ
クトは、エネルギー利用ޮ率の上資
源の有ޮ活用に資するものであり、߈め
の環境事業と言えます。これまで環境と
ともにาんできたྺ࢙を引き͗ܧ、ਅ
に՝を解ܾしていきたいとࢥいます。

　資源開発は環境問に直結する事業
です。そうであるからこそ、たとえ経済
的な利ӹは生まなくとも、環境問に関
する社会的な責任をશうするために、必
ずらなけれいけない事があると
いうことを学びました。๛Ӌ鉱山のഇ
水ॲ理ઃ備の見学を通し、զʑएいੈ
代はこの会社の社会的責任を果たすた
め、利ӹを生み出す事業を発۷・発展さ
せる໋を୲っているというࢥいをあら
たにしました。
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২थ׆ಈ
ＪＸ߭ੴۚଐάϧーϓɺٳഇࢁ߭ࢭͷをத৺に֤Ͱྛඋ׆ಈをਐΊてい·͢。ຊリポートͰɺ2011
தにߦったُా・େߐ・ཽঢ殿・ۄߴͷ֤߭ࢁͰͷྛඋ׆ಈにͭいてɺごใ͠ࠂ·͢。

ࢁ߭ాُ
　ُ田鉱山地（海ಓവ
で5月13日から18日（ࢢؗ
の間、3ha の地にϒ
ナ・ミζナラなどの広༿थ
5000本の২थを行い
ました。
　ಉ地における২थ活動
は、ジϟパンエナジー（現ＪＸ
日鉱日石エネルギー）が2007年度から5年計ըで࢝めたものを、
2010年度から当社で引きܧいでいます。2011年度は計ըの࠷
ऴ年度に当たります。ࠓ年度২थしたものを含めると、5年間で
14.52haに31300本の২थを行いました。

にͭいてɿࢁ߭ాُ
　1915年にچ久原鉱業が鉱区をങऩした後、1919年に事業を
106Քಇ期間中に金（16。ࢭٳg）、ۜ （1868Lg）、銅（926t）を
生産しました。

େࢁ߭ߐ
　大ߐ鉱山地（海ಓ༨܊ࢢਔ町）で11月7日から9日の間、
3.47haの地にアΧエκマツのබ7300本の২थを行いまし

た。ಉ地における২थ活動
は、2008年度から5年計ը
で࢝めたもので、2011年度
で4年目となります。ࠓ年度
২थしたものを含め、4年間
で10.7haに22500本
の২थを行いました。

େࢁ߭ߐにͭいてɿ
　1915年にچ久原鉱業が鉱区をങऩした後、1984年にด山する
までの間、マンガン、金、ۜ 、銅、Ԗ、ѥԖを産出しました。現在は
関連会社の進鉱業（株）が、ഇ水のॲ理を行っています。

ཽঢ殿߭ࢁ
　ཽঢ఼鉱山地（海ಓ
ผࢢ）で11月の後、
8000m2の地にΧラマ
ツのබ1600本の২
थを行いました。ಉ地にお
ける২थ活動は、2011年
度から5年計ըで開࢝した
ものです。

ཽঢ殿߭ࢁにͭいてɿ
　1960年に当社の前である日本鉱業の関連会社である進
鉱業（株）が鉱区をങऩした後、1974年にด山するまでの間、水
ۜを産出しました。現在は進鉱業（株）が、ഇ水の管理を行って
います。

ࢁ߭ۄߴ
　高ۄ鉱山地（ౡ܊ݝ山ࢢ）において、ࡶྛ6.38haの
整備（ࢧো除去、つるきり）を行いました。
　ಉ地におけるྛ整備事業は2005年度からジϟパンエナジー

（現ＪＸ日鉱日石エネルギー）が࢝めたもので、当社が引きܧいで2
年目となります。これまでに80haのྛ整備を行いました。

にͭいてɿࢁ߭ۄߴ
久原鉱業が1918年に鉱区をങऩし、1976年にด山するまچ　
で、ଟくの金を産出しました。現在は関連会社の新高ۄ鉱業（株）
が管理しています。

　当社グループでは、さらにՏ山鉱山地（山ؠݝޱ国ࢢ）、ಊケ୩鉱山地（ಸྑेݝ津ଜ）でのྛ整備活動の可能性を検
討しています。

২थ作業地

২थしたΧラマツのබ২थ作業地ԕܠ

整備作業の༷子
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ࡍࠃ

　ＪＸ日鉱日石金属は、ICMMの10原則に基づいて企業行動規
範を制定しているほか、ICMM声明文についても取り組Ήことと
しています。
　ICMMは社会の持続可能な発展に対する金属･鉱山業の貢献に
যを当てて活動を続け、2011年はઃཱから10प年に当たりま
す。2011年には、3企業が新たにՃわり、地ٿ規の重要な՝
であるީؾม動のプログラムをཱち上͛ました。
　当社はICMMの会員企業として、l鉱山業における水管理zのリ
ポートに๛Ӌ鉱山における水ॲ理をケーススタディとして紹介しま
した。また、ICMMが主࠵する第4回マテリアル・スチュϫードシο
プԁ会議に出੮し、ฆ૪鉱に関してステークホルダーと情報
̓、を行うなど、環境ަ શӴ生、Խ学質管理、地域社会との関
わりに関する՝にੵۃ的に取り組んでいます。
　なお、ICMM の会員企業17社は、事業活動のಁ明性の؍か
らICMMの10原則および検証手順書（ICMM Assurance Pro-ICMMの10原則および検証手順書（ICMM Assurance Pro-の10原則および検証手順書（ICMM Assurance Pro-10原則および検証手順書（ICMM Assurance Pro-原則および検証手順書（ICMM Assurance Pro-ICMM Assurance Pro-
cedure）に従ってサステナビリティリポートを作成し、アプリケー
ションレベルA+を取ಘしました。

2011ͷ*$..ͷ׆ಈঢ়گ

*$..໌ จʢ1PTJUJPO
�
4UBUFNFOUʣ

˙� �Ҭޢ۷ͱอ࠾
.JOJOH�BOE�1SPUFDU�"SFB

˙� �۷ͱઌॅຽ࠾
.JOJOH�BOE�*OEJHFOPVT�1FPQMF

˙� �มಈʹؔ͢Δํީؾ
*NQMFNFOUJOH�B�HMPCBM�TPMVUJPO�UP�NBOBHJOH�B��
MPX�FNJTTJPO�FDPOPNZ��1PMJDZ�PO�$MJNBUF�$IBOHF

˙� 鉱ऩೖͷಁ໌ੑ�
5SBOTQBSFODZ�PG�.JOFSBM�3FWFOVFT

˙� �۷ɾ։ൃʹର͢Δύートナーγοϓ࠾
.JOJOH�1BSUOFSTIJQT�GPS�%FWFMPQNFOU

˙� ਫۜͷリスΫཧ�
.FSDVSZ�3JTL�.BOBHFNFOU

ଇݪຊج..$*
1. 倫理的企業活動と݈શな企業統࣏を実ફし、ҡ持します。
2. 企業の意ܾࢥ定過程において「持続可能な開発」の理೦をݎ持します。
3. 従業員事業活動の影響をडけるਓʑとの関わりにおいては、基本的ਓݖをकり、 

൴らの文Խ、श׳、Ձ؍にܟ意をいます。
4. ࠜ拠のあるデータと݈શなՊ学手法に基づいたリスク管理ઓུをಋ入し、実行します。
5. ࿑ಇ҆શӴ生成のܧ続的改ળにめます。
6. 環境パフォーマンスのܧ続的な改ળを及していきます。
7. 生ଟ༷性のҡ持と地用్計ըの統合的取り組みに貢献します。
8. 責任あるઃ計、用、再利用、リサイクル、ഇغが行われるようྭし、推進します。
9. 事業をӦΉ地域の社会、経済、制度の発展に貢献します。
10. ステークホルダーとޮ果的かつΦープンな方法でかかわり、意ૄࢥ通をਤり、第三者保証を考ྀした 

報告制度により情報ఏڙを行います。

ICMMのΣϒサイト http://www.icmm.com/WEB
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&*5*ʢ࠾取ੑ໌ಁۀ࢈ΠχγΞティϒʣͷࢍಉ・ࢧԉ
　2002年9月に開࠵されたϤϋネスϒルグ･サミοトで、ӳ国の
ϒレアट૬（当時）により、EITI（࠾取産業ಁ明性イニシアティϒ）
がఏএされました。これは、石༉･ఱવガス金属鉱業などの࠾取
産業におけるऩӹ資金のྲྀれのಁ明性を高め、持続可能な社
会の開発にけ、この産業が貢献することを目的とし、資源産出
国がその保有する資源Ώえにශࠔを一ਂࠁԽさせるという、い

わΏる「資源のढい」に対する有ޮな取り組みとなることが期さ
れています。2012年6月時で、21ϱ国が「ީ補国」となってお
り、14ϱ国がEITI認証基準をશて満たした「९क国」です。
　ICMM（国際金属･鉱業評議会）は、2005年にEITIのܧ続ࢧ
ԉについて表明しています。また、当社グループもEITIの原則に
。ԉを行っていきますࢧಉするとともにࢍ

ଇݪ*5*&
1. ఱવ資源の৻重な利用は、持続可能な開発とශࠔ໓にد与する持続的な経済発展における重要な推進ྗであるが、 

適ਖ਼に管理されなけれ、経済および社会に負の影響をもたらす。
2. 国ຽの利ӹにかなうఱવ資源の管理は、当֘国の発展のために実施されるべきものである。
3. 資源開発による利ӹは、長期にわたるऩӹのྲྀれの中で発生し、Ձ֨に大きくґ存する。
4. のऩࢧに関する一ൠ国ຽの理解は、持続可能な開発にけた国ຽの議論と適ਖ਼かつ現実的な選をଅ進させる。
5. 資源開発産業に関すると企業におけるಁ明性֬保が重要であり、資金管理の公開とアΧンタビリティॆ実が必要である。
6. 資金のಁ明性の上は、ܖ法をଚ重する中で推進されるべきである。
7. 資金のಁ明性は、国内および海外における直投資環境を改ળする。
8. ऩӹのྲྀれと公的ࢧ出の管理にけた、国ຽに対するによるアΧンタビリティの方針とその実ફがٻめられる。
9. 国ຽ生活、の施ࡦ、産業活動におけるಁ明性とアΧンタビリティに関する高い基準のઃ定をଅ進する必要がある。
10. ऩࢧに関する情報公開において、一؏性があり実施可能でಋ入しすいシンプルなアプローチがٻめられている。
。取産業に属するすべての企業が含まれていなけれならない࠾出に関する情報公開においては、その国のࢧ .11
12. 問の解ܾにけては、すべてのステークホルダーが重要かつ適切な貢献をすべきである。その中には、および 

関連機関、࠾取産業の企業、サービス関連企業、ଟ面的性֨をもつ組৫、金༥機関、投資家、NG0が含まれる。

　当社は、2008年8月、国連「グローόル・コンパクト」に参Ճし、ਓݖ・࿑ಇ基準・環境・ഊࢭの4分野の「10原則」をࢧ持すると
ともに、その実現にめています。

Ճࢀ࿈άϩーόϧ・ίϯύΫトͷࠃ

ʮάϩーόϧ・ίϯύΫトʯͷ10ݪଇ
ਓݖ

　　企業は、国際的に宣言されているਓݖの保ޢをࢧ持、ଚ重し、 原則 1
　　　　自らがਓݖ৵害にՃ୲しないよう֬保すべきである。 原則 2

࿑ಇج४
　　企業は、組合結成の自༝と団体ަবのݖ利の実ޮ的なঝ認をࢧ持し、 原則 3
　　　　あらΏるܗଶのڧ制࿑ಇのఫഇをࢧ持し、 原則 4
、持しࢧをࢭಐ࿑ಇの実ޮ的なഇࣇ　　　　 原則 5
。持すべきであるࢧ用と৬業におけるࠩผのఫഇをޏ　　　　 原則 6

ڥ
　　企業は、環境上の՝に対する༧原則的アプローチをࢧ持し、 原則 7
　　　　環境に関するより大きな責任を率先して引きडけ、 原則 8
　　　　環境に優しいٕज़の開発とී及をྭすべきである。 原則 9

ഊࢭ
　　企業は、ڧ要とଃऩを含ΉあらΏるܗଶのഊのࢭに取り組Ήべきである。 原則10

EITIのΣϒサイト http://www.eiti.org/WEB
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$43ਪਐ会ٞ
ࠪ

ٕज़։ൃ会ٞ

+9ϗーϧσィϯάス株式会社

+9日鉱日石ΤωϧΪー株式会社 +9日鉱日石։ൃ株式会社 +9日鉱日石金属株式会社
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ＪＸάϧーϓにͭいて

ɹＪＸ日鉱日石金属の経Ӧ体制は、各事業
を行する「事業部門」、企ը・経理・૯
務・環境҆શなどのスタοフ機能を୲う

「コーポレート部門」、ٕ ज़の開発を行う
「ٕज़開発部門」によりߏ成されています。
事業部門は、「金属事業本部」「環境リサイ
クル事業本部」および「電材Ճ工事業本部」
によりߏ成されています。

　新日鉱ホールディングスと新日本石༉
は、2010年4月に統合持株会社「ＪＸホー
ルディングス株式会社」をઃཱいたしまし
た。新たな統合グループ「ＪＸグループ」で
は、国内外におけるエネルギー・資源・素
材を҆定的かつޮ率的にڅڙしていきま
す。当社グループは、ＪＸグループの中֩
を୲う金属事業会社グループです。

ＪＸάϧʔϓͷγϯϘϧϚʔΫʹ ͍ͭ ͯ
　このマークは、グループの基本的な理೦に基づき、地ٿ環境とＪＸグループのӬ続性を象しています。「ＪＸ」がٿ
体とަわるデβインは、ＪＸグループが、エネルギー・資源・素材におけると革新を通じて、の地ٿ、すなわち
持続可能な経済・社会の発展に貢献していくことを表現しています。

*1 当社グループは、海外10ϱ国で事業を展開しています。

： ＪＸ日鉱日石金属株式会社
： 400ԯԁ（2012年4月1日現在）
： 代表取締役社長　足ཱ 㖊ਖ਼
： 9972ԯԁ（2012年3月期　連結ベース）
： 600ԯԁ（2012年3月期　連結ベース）
： 〒100-8164　東京都千代田区大手町2-6-3
： 資源開発事業
： 金属࿉事業
： 電材Ճ工事業
： 環境リサイクル事業

： 日ཱ事業所（ҵݝ）
： ү原工場（ҵݝ）
： ү原Ճ工工場（ҵݝ）
： ٕज़開発センター（ҵݝ）
： 見工場（ਆಸݝ）
： 見工場࡚分工場（ਆಸݝ）
： ರլ工場（Ҫݝ）
： チリ事務所
： Φーストラリア事務所

ձ 社 ໊
ࢿ ຊ ۚ
代 表 ऀ
ച ্ ߴ
ܦ ৗ ར ӹ
ຊ社ॴࡏ
ࣄ ۀ  ༰

ॴۀࣄࠃ

ւ֎ۀࣄॴ�1

ձࣾ ཁ֓

（2012年4月1日現在）

資料編
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ＪＸ日鉱日石金属άϧʔϓɺݯࢿ։ ɾൃ࿉͔Βૉࡐͷੜ࢈ɾൢ ചɺͦ ΛۀࣄϦαΠΫϧ·ͰҰ؏ͨ͠ඇమؔ࿈ڥͯ͠
ల։͍ͯ͠·͢ɻٕ ज़త߹ཧੑɺޮ ੑΛ͠ٻɺϚςϦΞϧɾενϡϫʔυγοϓΛਪਐ͢Δ͜ͱʹΑΓɺະདྷΛ͍ͯ͑ࢧ
ͷ͞ΒͳΔ༗ޮར༻ʹΊ͍ͯ·͢ɻݯࢿॏͳ金属و͘

ۀ֓ࣄ ཁ

上流
資ݯ։ൃ ۀࣄ

　チリにおけるΧセロネス銅・Ϟリϒデン鉱চの
2013年からのૢ業開࢝を目指し、開発に取り
組んでいます。

下流
ۀࣄՃࡐి

　ѹԆ銅ഩ、ಋ体用スパοタリング ターήοト、
チタン銅など、ੈ քトοプシΣアのを数ଟく
有しています。ं 載けリチムイΦン・όοテ
リー用のਖ਼ۃ材など、次ੈ代用్けの素材の
開発・に取り組んでいます。

下流
ۀࣄϦαΠΫϧڥ

　リサイクル原ྉから銅و金属などを回ऩする
「リサイクル事業」と、二次ഇغを出さずに産
業ഇغをແ害Խॲ理する「環境事業」を行って
います。

中流
ç
ଐۚ࿉ۀࣄ

　国内外の企業との業務ఏܞを通じて質・ྔ ともに
ੈքトοプクラスの生産者連合体をߏஙし、銅・金・
ۜなどの非మ金属の生産・ൢചを行っています。

ΧηϩωεಔɾϞϦϒσϯ߭ চ
ͷࣗޙ࢝։ۀૢ� ߭ࢁ ൺ

ਖ਼ࡐۃੜ࢈ྗ
ϦαΠΫϧݪ料͔ Βͷۚ ੜྔ࢈

άϧʔϓ࿉ྗ

現在の20�から

2011年度実

（能ྗ૿ڧ後）

パンパシフィοク・Χοパー（株）（610千t）と
-S-ニοコー・Χοパー（560千t）の合計 %

Uʗ

ઍUʗ

্ʹ

Uʗ

50

5,0007.0

1,170

ರլ工場
-i#リサイクル#౩

լ関࿉所 సΧセロネス銅・Ϟリϒデン鉱চࠤ

ਖ਼ۃ材 ಋ体用スパοタリングターήοト
日ཱ事業所
)MC部

野࿉所 ਫ਼ۄ

事業活動の流れ
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͓ڌ࢈ੜࠃ Αͼւ֎ڌۀࣄ
˞2012年7月1日現在

 1� ＪＸۚଐখέϛΧϧʢגʣ
JX Nippon TomaLomai Chemical

 2� ߐ　ʣגʢۀࢠ༑ిࡾ
Esashi 8orLs Sanyu Electronic 
Industry

 3� Ұؔഩʢגʣ
IchinoseLi Foil Manufacturing

 4� үݪ
Isohara 8orLs

� � үݪՃ
Isohara Fabricating 8orLs

 5� 立ۀࣄॴ
)itachi 8orLs

� � ύϯύγϑィοΫ・Χούーʢגʣ
 � 立ਫ਼ಔ

)itachi 8orLs Pan Pacipc Copper
� � ＪＸۚଐڥʢגʣ

JX Nippon Environmental Services

 6� ྛؗ　ʣגʢۀࢠ༑ిࡾ
Tatebayashi 8orLs  
Sanyu Electronic Industry

 7�ʢגʣླ ࡞ॴ　࡛ۄ
SaLitama 8orLs  
Su[uLi Manufacturing

 8� 見　࡚
Kurami 8orLs KaXasaLi Plant

 � ＪＸ߭ੴίΠϧηϯλーʢגʣ
 � ࡚ۀࣄॴ

KaXasaLi 0⒏ce  
JX Nippon Coil Center

 9� 見
Kurami 8orLs

 � ＪＸ߭ੴίΠϧηϯλーʢגʣ
 � 見ۀࣄॴ

Kurami 0⒏ce JX Nippon Coil Center

 10�ＪＸۚଐࠇ෦Ψϧόʢגʣ
JX Nippon Kurobe Galva

 � ＪＸۚଐࡾࢢリサΠΫϧʢגʣ
JX Nippon MiLLaichi Recycle

 11� ರլ
Tsuruga 8orLs

 � ＪＸۚଐರլリサΠΫϧʢגʣ
JX Nippon Tsuruga Recycle

 �

 12�ＪＸۚଐࣄʢגʣ　ߴ௬
TaLatsuLi Plant JX Metals Trading

�13� ൺڞಉ࿉ʢגʣ　ۄ࿉ॴ
Tamano Smelter  
)ibi Kyodo Smelting

 14� ύϯύγϑィοΫ・Χούーʢגʣ
 � լؔ࿉ॴࠤ

SaganoseLi Smelter & Repnery  
Pan Pacipc Copper

 � ຊரಔʢגʣ　ࠤլؔ
SaganoseLi 8orLs  
Japan Copper Casting

 15� य़߭ࢁʢגʣ
Kasuga Mines

ࠃ
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ۚଐۀࣄຊ෦

 1� ৗभۚݯಔۀ
Chang[hou Jinyuan Copper

 2� ্ւ߭
NiLLo Metals Trading & Services 
	Shanghai


 3� ࡾଠಔۀʢ্ւʣ
Pan Pacipc Copper 	Shanghai


 4� -4�χοίー・Χούー
-S-NiLLo Copper

 5� ΦーストϥリΞࣄॴ
Australia 0⒏ce
PPC Exploration 	Australia


 6� ίδϟϫγ߭ࢁ
Collahuasi Mine

 7� Τスίϯσィーμ߭ࢁ
Escondida Mine

 8� ϩス・ϖϥϯϒϨス߭ࢁ
-os Pelambres Mine

 9� νリࣄॴ
Chile 0⒏ce

� � 11$νリࣄॴ
Pan Pacipc Copper Chile 0⒏ce

� � 11$�&YQMPSBUJPO�	$IJMF

� � .JOFSB�-VNJOB�$PQQFS�$IJMF

 10� 11$�&YQMPSBUJPO�	1FSV


ຊ෦ۀࣄՃࡐి

 1� +9�/JQQPO�.JOJOH���.FUBMT�64"

 2� (PVME�&MFDUSPOJDT

 3� +9�/JQQPO�.JOJOH���.FUBMT�&VSPQF

 4� ＪＸۚଐࠃؖ
JX Nippon Mining & Metals Korea

 5� ๛ࢁ߭ऎΊっ͖
Poongsan-NiLLo Tin Plating

 6� ্ւ߭ۚଐ
NiLLo Metals Shanghai

 7� ߭ۚଐʢોभʣ
Nippon Mining & Metals 	Su[hou


 8� ແऎ߭࢜ਫ਼ີՃ
NiLLo Fuji Precision 	8uxi


 9� ߭ۚଐߓ߳
NiLLo Metals )ong Kong

 10� ߭ۚଐ
NiLLo Metals TaiXan

 11� +9�/JQQPO�.JOJOH���.FUBMT�
1IJMJQQJOFT

 12� .BUFSJBMT�4FSWJDF�$PNQMFY�.BMBZTJB

 13� +9�/JQQPO�.JOJOH���.FUBMT�
4JOHBQPSF

ւ֎
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用語 意ຯ 記載ϖージ

#CP #usiness Continuity Plan（事業ܧ続計ը）。企業がその事業をܧ続するための計ը。ࡂ害などの༧
期せ͵出དྷ事の発生により、限られた経Ӧ資源で࠷限の事業をܧ続、または目標෮چ時間以内に再
開するための行動計ը

16 20 36 37

#0% 生Խ学的ࢎ素要ٻ （ྔ#iochemical 0xygen %emand）。水中の有機がඍ生のಇきによって分
解されるために要するࢎ素のྔで示した水質の指標。Տの有機Ԛをଌる代表的な指標

58

C0% Խ学的ࢎ素要ٻ （ྔChemical 0xygen %emand）。水中のඃࢎԽ性質をࢎԽするために要するࢎ
素のྔで示した水質の指標。海水ބপの有機Ԛをଌる代表的な指標

58

%C企業ܕ年金制度 ֬定拠出（%epned Contribution）年金制度。後にࢧわれる年金ֹは、現役時に拠出したֻけ金
のӡ用ଛӹがөされたものとなる。֬ 定しているのはֻけ金であり、কདྷのडֹڅはະ֬定

50

EITI 
The Extractive Industries Transparency Initiative	取産業ಁ明性イニシアティϒ࠾。鉱業石
༉・石など資源産業の資金のྲྀれのಁ明Խをਤる取り組み。2002年にϤϋネスϒルグで開࠵された
第2回地ٿサミοトで、当時のӳ国ϒレアट૬がఏএした

4 32 92

E6指ྩ E6（Ԥ州連合）指 （ྩしれい）は、Ճໍ国に対してある目的をୡ成することをٻめるもの。その方法まで
は定めていない。ࣥ 行ྗを持ち、Ճໍ国においてཱ法手続きを必要としない規則とはҟなる

66

FP% ฏ面ディスプレイ（Flat Panel %isplay）。ӷথプラζマなどの種ྨがある 81 97 99

G)S Խ学の分ྨおよび表示に関するੈքௐシステム（Globally )armoni[ed System of Classipcation 
and -abeling of Chemicals）

58

GRI グローόル・レポーティング・イニシアティϒ（Global Reporting Initiative）。サステナビリティ報告
書の質৴པ性、比較可能性の上を目的に1997年にઃཱされた団体。報告書のੈքڞ通のガイド
ラインを作成している。パートナーは国連環境計ը。本部はΦランダのアムステルダム

2 15 97 101　
102

GRIガイドライン第3版 GRIが、2006年10月に発行したサステナビリティ・リポーティング・ガイドラインの第3版。「情報の重
要性」を考ྀしながら開示すべき情報をܾ定すること、また、組৫のࢧ・影響ྗおよびインパクトの大
きさを考ྀしながら報告組৫境քをઃ定することを要ٻされることがಛ

1 4 33 97 101

GRI鉱山・金属業補足文書 鉱山・金属事業における報告要素のうち、GRIガイドライン第3版に記載されていないものを補する
ためのガイドライン

1 4

ICA 国際銅協会（International Copper Association） 83

ICMM 国際金属・鉱業評議会（International Council on Mining & Metals） 1 4 12 15 83 91 
92 100

IG;0 インジム・ガリム・ѥԖ・ࢎԽ（Indium Gallium ;inc 0xide）。FP%などにわれるಁ明ಋ電
材ྉの一種

81

IS0 国際標準Խ機ߏ（International 0rgani[ation of Standardi[ation）。電子・電機分野を除く工業分
野の国際的な標準規֨をࡦ定するためのຽ間の非Ӧ利団体。本部はジュネーϒ（スイス）

13 14 70

IS014001 国際標準Խ機ߏによる環境規֨。組৫の活動、、サービスによるஶしい環境影響環境リスクを
事項を規定しているٻし、発生を༧するための環境マネジメントシステムの要ݮ

36 52 61

IS09001 国際標準Խ機ߏによる質規֨。ސ客満足の上を含Ή 64

IS026000 国際標準Խ機ߏによる社会的責任ガイダンス規֨。企業以外の幅広い組৫の社会的責任をࢹ野に入れ
たもの。ガイダンスであり、認証を目的としない

15 34

IT0 インジム・ऎ・ࢎԽ（Indium Tin 0xide）。FP%などにわれるಁ明ಋ電材ྉの一種 81

0)SAS ࿑ಇ҆શӴ生審査規 （֨0ccupational )ealth and Safety Assessment Specipcation）。組৫の
リスク管理とそのパフォーマンスを上させることを目的とした、̓ શӴ生管理システムに関する要ٻ
を定めた国際規֨

13 14 36 97

0)SAS18001 0)SASの࿑ಇ҆શӴ生の規֨として、ੈ քで࠷もडけ入れられている規֨ 73

PC# ポリԘԽビフΣニル（Polychlorinated #iphenyl）。二つのフΣニル基が結合したビフΣニルにԘ素が
ଟく付ՃしているԽ合の૯শ。Խ学的に҆定で、ઈԑ༉・ഔ体・可઼ࡎ・५༉などに広くわれ
たが、生体にੵされ有害なので、現在は用ࢭې

11 14 59

P%CAサイクル マネジメントの手法の一つ。計ը（plan）、実行（do）、評Ձ（checL）、改ળ（act）を順に実施し、その܁
りฦしによって、質のҡ持・上およびܧ続的な業務改ળ活動を推進する

11 33 57 64

PRTR法 Խ学質ഉ出Ҡ動ྔ届出制度（Pollutant Release and Transfer Register）。有害なԽ学質につい
て、環境（大ؾ、水域、等）のഉ出ྔ、ഇغとしての事業所外のҠ動ྔを届け出、その集計
結果を国が公表する組み

1 58

REAC)規制 Խ学質に関するԤ州連合（E6）の規制（Registration Evaluation Authori[ation and Restriction 
of Chemicals）。E6域内では、Խ学質・を年間1トン以上あるいは༌入する事業者に対し、
そのશてのొ҆શ性の評Ձをٛ務付けられる

59 66 98

ޠू༺
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Ro)S指ྩ 電子・電ؾ機ثにおけるಛ定有害質の用制限（Restriction of )a[ardous Substances）につい
てのԤ州連合	E6
による指ྩ

66

S%S Safety %ata Sheet。Խ学質を取りѻうϢーβーの҆શ・݈ 者څڙを֬保するために、Խ学質の߁
が当֘質の性質等の情報をϢーβーにఏڙするためのデータシート

58 64

SPC 統計的プロセス制ޚ（Statistical Process Control）。統計的手法を用いてラインの能率をଌり、
ෆ合֨を生じる可能性の有意なภࠩを༧ଌする方法

64

S2C 統計的質管理（Statistical 2uality Control）。統計的手法を用いて、の一つ一つの質ではな
く、生産工程શ体（材ྉ・機ցஔ・作業・）を対象として質ಛ性をଌ定し、その分（らつき）
を見て管理を行う質管理の方法

64

S7)C46質 Ԥ州Խ学質ிがREAC)規制に基づき、ਓ体に影響が出る可能性が高いと発表した46の質 66

SX-E8 ༹ഔ抽出電解࠾取法。銅のਁ出ӷから銅イΦンを選的に回ऩ（༹ഔ抽出）し、このེࢎ銅ӷから電解
銅を生産するؾ取により電࠾

39

インόータ 直ྲྀ電ྗをަྲྀ電ྗにมするஔ 22

Σϋ ಋ体の୯結থをബい൘状に切断したもの。集ੵ回࿏の基൘となる 81

֬定څ付ܕ（年金） डֹڅを前もって֬定した年金である。֬ 定したडֹڅを֬保できない場合、長णにより༧定したֹ
よりもଟくの資金が必要となる場合は、企業がՃ資金を拠出する必要もある

50 98 103

֬定拠出ܕ（年金） 現役時代にֻけ金を֬定して拠出し、その資金をӡ用しଛӹがөされたものを後のडֹڅとして
ֻ。われる年金ࢧ け金は֬定しているが、কདྷのडֹڅはະ֬定

50

Խ合ಋ体 2種ྨ以上のݩ素からなるಋ体 82

規ܕ企業年金 ֬定څ付ܕ企業年金の一種。࿑が合意した年金規に基づいて企業が外部の金༥機関に年金資金
の管理・ӡ用を委ୗするもの

50

集ڽ 成する現象ܗしているখさなཻ子が集まり、より大きいཻ子をࢄ体またはӷ体中に分ؾ 45

Ωルン Ώっくりした回సによりম٫を֧፩し、Ҡ動させながらম٫する 45

金ۜᕥ 金ۜを含Ή産業ഇغ 45 56

クラοシϟー 鉱石をՃѹによりഁࡅするઃ備 39

グリーンエコϊミー 環境対ࡦをޏ用の֦大につな͛ることを目指す施ࡦ。リΦʴ20での主要な議の一つ 20

グリーンߪ入 CSRௐୡの一種。環境負荷ができるだけখさいサービスを、環境負荷のݮにめる事業者か
ら優先してߪ入すること

12 32 52 66

グローόル・コンパクト あえて༁すると「ੈք的なଋ事」（Global Compact）。2000年にニューϤークの国連本部でਖ਼式
に発足した企業の自主行動原則。参Ճ企業は、ਓݖ、࿑ಇ、環境、ഊࢭの4分野でੈք的にཱ֬さ
れた10原則を実ફするようめる

4 32 67 92

鉱ࢎܔ 石ӳ、そのଞࢎܔ分からなる鉱石 56

మ（スラグ）ࢎܔ Iron Silicate Sand。࿉の各工程で生じるమ・ࢎܔ等のෳ合ࢎԽ。スラグ	slag
ともいう 41 42 56 99

ケーιン అなどの水中ߏをߏஙする際に用いられるコンクリートの中ۭശ 42 98

ケーιン中ࠐ材 ケーιンのුྗによるු上をࢭするために、その中にॆరする材ྉ 56

原୯位 鉱工業の一定ྔを生産するのに必要な、原材ྉ、࿑ಇྗ、動ྗなどの分ྔ。ྫ え、࿉関係での
エネルギー用原୯位とは、電ؾ銅を1トン生産するのに必要なエネルギー用ྔのこと

13 14 21 22 52 
53 54 55 57

鉱
㆓ㆄ㆕ㆂ

ᕥ 鉱石から有Ձを࠾取したあとのりかす 4、9 20 37 38 88

鉱山保҆法 1949年に公された、鉱山࿑ಇ者に対するة害のࢭと鉱害をࢭし、鉱資源の合理的な開発をਤ
ることを目的として定められた法

20 37 38

খܕ家電リサイクル法 自࣏体等とリサイクル事業者がॊೈに連ܞしたリサイクルを推進することがૂいとなっている 19

国際金༥公社 1956年7月にઃཱされたੈքۜ行グループの国際機関。発展్上国のຽ間セクターをࢧԉすることに
より、్ 上国の経済開発をଅ進することを目的としている。プロジΣクトに対する投༥資地域コミュニ
ティーのٕज़ࢧԉなどにより、్ 上国のශࠔのݮと生活水準の上をਤっている

40

国際࿑ಇ ࿑ಇ件の改ળを目的とした国連の専門機関である国際࿑ಇ機関（I-0）によって࠾された 40

コジΣネ
（コジΣネレーション）

電ซڅ（Co-generation）。発電時にഇなどを用いることで、電ྗだけでなくもڅڙし、エネル
ギーのޮ率的利用をਤること。「コジΣネ」はそのུশ

50

銅ނ 銅および銅合金スクラοプのうち、高位なものの૯শ 56

ऩ率࠾ 含有ྔに対する目的生産の比率。࿉工程で、銅ਫ਼鉱リサイクル原ྉに含まれる金属の含有ྔに
対する、の生産ྔの比率

49 51 55
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再生資源原ྉ 銅リサイクル原ྉ、金ۜ等の有Ձ金属を含Ήഇغ等 56 60

サプライチΣーン あるの原材ྉが生産されてから、࠷ऴফඅ者に届くまでのプロセス。ۙ 年、企業の社会的責任につ
いて、その企業が関連を持つサプライチΣーンશてについて問われるようになってきている

15 82

Խਫ਼ࢎ ૈ銅中のమなどのෆ७をࢎԽすることで除去し、ؐ した後、ரしアϊードをするઃ備ݩ 13

サンドコンパクションパイル
工法

海ఈの地൫改ྑ工事の一種。ࢎܔమ（スラグ）をߌとしてೈऑ地൫にଧઃし、ෳ合地൫をܗ成してせん
断ྗ߅を૿Ճさせるとともに、地൫中の水をਁみ出させることで、地൫の改ྑをਤる

42

サンドϒラスト材 མࡺなどにより対象にਧき付けることで、対象がຏかれる。ધഫのؾຏ用の材ྉの一種。ѹॖۭݚ
とし等に用いる

56

資源・素材学会 資源・素材に関するௐ査・ڀݚ、情報のऩ集およびఏڭ、ڙҭおよびਓ材ҭ成等を行うことにより、資
源・素材に関するՊ学・ٕज़の進าおよび上をਤり、産業および学ज़文Խの発展にد与することを目
的とした学会

24 83

資源ナショナリζム 資源保有国が、自国の資源についての主ݖを回෮しようとすること。自国の企業自国内のڅڙを優
先するなどのさま͟まなࡦをう

15

資源メジϟー 金属資源等の۷࠾を行う国際的なڊ大企業 18

自山鉱比率 銅࿉に必要な鉱石ྔに対する、自社がݖӹを持つ鉱山から۷࠾されるݖӹ見合い鉱石ྔのׂ合 49 94

シοクナー ӷ体中にࠞじるݻ体ཻ子をスラοジとして分・回ऩするઃ備 39

࣪式࿉ 等のༀを用い、常Թで鉱石を༹解・ਫ਼し、目的金属を生産する方法ࢎེ 11 25 100

自༹ 銅࿉のの一種。銅鉱石に含まれるེԫのࢎԽ発Ԡを利用して、銅およびమ分をマοトおよびܔ
ེ、మとして༹༥分しࢎ ԫ分はѥེࢎガスとして回ऩする

53 54

ショοト 金属のܗ状の一種で、主にཻ状のもの 56

スパοタリング ബບܗ成方法の一種。金属などのターήοトにෆ活性ガスイΦンをୟきつけることで、き出された
ターήοト成分が目的（基൘）の表面にଯੵし、ۉ一で高質なബບがܗ成される

37 65 81 82 94 
99

スマートマテリアル 一定のѹྗ、Թ度、࣪ 度、p)、電ؾ、࣓ ஶにมԽしたݦを与えることにより、一つ以上のܹなどのؾ
ಛ性を持つ素材

18

スラοジ Ԛట（Sludge）。下水ॲ理工場ഇ水ॲ理などの過程で生じる、ഊしすい有機を含みषؾのڧい
఼

45 99 104

スリοト Ճ工方法の一種。৳銅およびಛघ߯、または電解銅ഩのを、の幅にॎ方に分ׂすること 22

ਫ਼ సでされたૈ銅に、ؐ 素を除去し、銅位をࢎみ、含まれるࠐとしてϒタンガスをਧきࡎݩ
99.3�まで高めるઃ備

53 94

生ଟ༷性 શての生の間のมҟ性を指すものであり、種内のଟ༷性、種間のଟ༷性および生ଶܥのଟ༷性を
含Ή

6 20 40 52 91 
103 104

θロエミοション ऴຒめཱてॲ分となるഇを出さないこと࠷ 6 11 13 41 55

૯質投入ྔ 再生資源とόージン原ྉ（銅ਫ਼鉱等）の投入ྔの合計 56

第二種エネルギー管理指定
工場

エネルギーの用の合理Խに関する法（লエネ法）で規定されている、1500Ll ʗ年 （と電ؾを合
算した原༉算ྔ）以上のエネルギーを用する工場

1 52

ターήοト スパοタリングஔにணするബບܗ成材ྉ。ಋ体、FP%、ϋードディスクなどさま͟まな分野で
用される

36 37 65 81 82 
94 99

タϒレοト の情報の一種。ฏ൘（タϒレοト）で、「タοチパネル」（ӷথのը面）でૢ作するܕଳܞ 22

ダンプリーチング 鉱石をคࡅせずଯੵさせ、ࢎེرをࢄし、銅をਁ出（リーチング） する方式 39

チタン銅 銅にチタニムをఴՃした銅合金。ベリリム銅にඖఢするڧ度があり、Ͷ材ྉ等に用される 94

中ᕥ ࿉工程で中Ԡによって生じるഇغ 56

定ஔ ശܕのখݻܕ定式ম٫。ݻ定したচにম٫を載せ、όーナーՃと送෩によりݮ容ম٫する 45

適֨ୀ৬年金 企業が従業員のୀ৬金をなどを、社外の金༥機関に委ୗしてੵみཱてるしくみ 50

మਫ਼鉱 ࿉所のసスラグを選鉱することによりಘられるค状高మ含有。మの原ྉとなる 56

電ؾ銅 アϊードをཅۃとして電ؾ分解（電解）することで、७度を99.99�以上にまで高めた銅 41 42 43 53 54 
55 57 60 98 100

電ؾ・電子機ثの含有Խ
学質情報開示に関するガイ
ドライン

Joint Industry Guide：JIGの༁。 電ؾ電子に含有する開示すべきԽ学質のリスト、および
開示が必要となる含有ྔ等を規定したガイドライン

66
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用語 意ຯ 記載ϖージ

ఽ 銅を電解する際に電解૧のఈにཷまる、金・ۜ等のඍྔ有Ձ金属のೱॖ 48 58

స 銅࿉のの一種。銅マοトをૈ銅にするためのస式の 42 94 99

銅ਫ਼鉱 銅鉱石をഁࡅ・คࡅ・ු選することで銅分をೱॖ・分した銅位20 〜 40�のค状原ྉ 11 15 18 41 43 
56 98 99 100

都ࢢ鉱山 ఱવの鉱石から抽出され、࿉工程を経てさま͟まなܗで一度はਓྨの経済活動の中に入った非మ金
属のうち、リサイクルの対象となるものの૯শ

11 16 18 25 86

日鉱ԘԽ法 ࣪式࿉の一種。位の銅ਫ਼鉱から銅、金・ۜ等のو金属をޮ率的に回ऩすることを目的とする 11

όイΦ・マイニング 生工学を利用した鉱業（#io-mining）。όイΦ・リーチングにಉじ 11

όーθル ਖ਼式には「有害ഇغの国境をӽえるҠ動およびそのॲ分の規制に関するόーθル」といい、一定
のഇغの国境をӽえるҠ動等の規制について、国際的な組みおよび手続き等を規定した

52

パーマネントΧιード法 銅࿉における電ؾ銅の法の一種。Χιード（ӄۃ）としてステンレス൘を用することで、従དྷ法に
比べ電ྲྀޮ率が高く、高い質の電ؾ銅を生産できる

53

ඌ鉱 鉱石から有Ձを࠾取したあとのりかす 104

ϐοト 鉱山を࿐ఱ۷りした際にできるすりു状の （݀ϐοト） 39

ビϤンド・コンプライアンス 法ྩ९क以上のことに企業が自主的に取り組Ήこと 18

フィーダー൫ 電ྗ回࿏に地བྷ事ނが生じたときྲྀれる過大電ྲྀは、機ثप囲の事ࡂ害を及΅す。ः断
めるために用いらࢭখ限に࠷害をة所を҆શかつかに切りしてݸোしたނはこのような場合にث
れる保ޢஔである

42

ු選 ຏ鉱工程ですり௵した鉱石をスライム状にした上でؾ๐ࡎをఴՃし、表面にೱ集した金属を含Ή鉱石が
๐を回ऩして、銅ਫ਼鉱をする工程（ઃ備）

39 100

าཹり ྑ率。「าཹりが高い」とは「ෆྑがগない」こと 13 21 22 51 53 
55

ฆ૪鉱 アフリΧ等のฆ૪地ଳにおいて۷࠾される鉱資源。コンΰຽ主ڞ国およびそのपล国から۷࠾さ
れる、タンタル・金・ऎ・タングステン鉱石、およびそれらの生で、ฆ૪の資金源とされている

66 91

ค金 金属のՃ工方法の一種。ค状の金属をՃѹ成ܕし、মきݻめること 83

ຏ鉱 ߯、された鉱石をࡅഁ మのϘールとともに高回సさせることにより目的の大きさまですり௵す
工程（ઃ備）

39 100

マテリアル・スチュϫードシοプ 金属資源の࠷適な活用によりその社会におけるՁを࠷大Խするための活動の૯শ。国際金属・鉱業
評議会（ICMM）により推進されている

16 45 91 94 105

見えるԽ マネジメント手法の一種。企業活動における問を常に見えるようにし、数ࣈ等客؍的に判断できる指
標で把握する取り組み

20 22 28

Ϣϐϊーグ 高७度ེࢎ銅の当社グループの໊。	6PIN0RG: 6ltra Pure IN0RGanic Chemical
 65

༹ഔ抽出 ࠞ合を分する方法。各種質が༹けている水༹ӷに、水に༹けないベンθン・クロロホルムなどの
༹ഔをՃえ、この༹ഔにಛ定成分を༹かすことで抽出する方法

45 98

リΦʴ20 1992年のリΦ地ٿサミοトから20प年にあたる2012年6月にϒラジルのリΦデジϟネイロで開࠵され
た「国連持続可能な開発会議」のུশ

20 98

リサイクル工学 質をリサイクルするためのٕज़開発にとどまらず、環境とのௐを目指し、資源॥環ܕ社会をߏஙす
るための開発・ڀݚ

4 23

りん੨銅 銅合金の一種。銅にऎおよびඍྔのりんをՃえたもの 22

レアアース ݩ素（Rare Earth）。प期表3（A）であるスΧンジム・イοトリムおよびランタϊイド15ݩྨر
素を合わせた17ݩ素の૯শ

11 46

レアメタル の定ٛはな「গر」、গ金属（Rare Metal）。ఱવの存在ྔがগないと考えられている金属のことだがر
い。一ൠにニοケル・コόルト・クロム・マンガン・チタンなどを指す

11 18 23 41 45 
46 49 50 89

ロοクアト ࿑ಇ૪議発生時に、経Ӧ者側が、事務所、工場などを一時的にดして従業員のब業をڋみ、金をࢧ
わないことで࿑ಇ者側がىこしたストライΩなどの૪議行ҝに対する行ҝ

69

ϫイϠーϋーネス 電源څڙ৴号通৴に用いられるෳ数の電線をଋにした集合部。自動ंのं内線などに用いら
れる

19 20
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番号 項目 記載内容 記載ϖージなど

ઓུおよび分析

1.1 組৫にとっての持続可能性の適合性と、そのઓུに関する組৫の࠷
高意ܾࢥ定者（CE0、会長またはそれに૬当する上װڃ部）の声明

4

1.2 主要な影響、リスクおよび機会の説明 16 21-22

報告組৫のプロフィール

2.1 報告組৫の໊শ 93

2.2 主要なϒランド、およびʗまたはサービス 94

2.3 主要部ॺ、事業会社、子会社およびڞಉ事業などの組৫の経Ӧߏ 2 93

2.4 組৫の本社の所在地 93

2.5 組৫が事業展開している国の数および大規な事業展開を行ってい
る、あるいは報告書中に掲載されているサステナビリティの՝にಛ
に関連のある国໊

93 95-96

2.6 所有ܗଶの性質および法的ܗ式 93

2.7 参入ࢢ場（地理的内༁、参入セクター、ސ客、डӹ者の種ྨを含Ή） 50 93-94

2.8 報告組৫の規 49 93-94

2.9 以下の項目を含Ή、規、ߏまたは所有ܗଶに関して報告期間に生
じた大幅なมߋ
■ 施ઃのΦープン、ดおよび֦ுなどを含Ή所在地またはӡӦの

มߋ
■ 株式資本ߏおよびその資本ܗ成におけるҡ持およびมߋ業務

（ຽ間機関の場合）

֘当なし

2.10 報告期間のडྐྵ 65 82

(3*ΨΠυϥΠϯରরද

ຊリポートɺ(3*ΨΠυϥΠϯୈ�൛にఆٛさΕΔɺΞϓリέーγϣϯϨϕϧʢใࠂॻద༻Ϩϕϧʣ"�に૬当͠·͢。

$ $� # #� " "�

ඪ४։ࣔ

(�ϓϩϑィーϧͷ
ใ։ࣔ

報告
1.1
2.1 - 2.10
3.1 - 3.8 3.10 - 3.12
4.1 - 4.4 4.14 - 4.15

֎෦อূ

を
ड
͚
た
ใࠂॻ

レベルCの要ٻ項目に以下を
Ճえる。
1.2
3.9 3.13
4.5 - 4.13 4.16 - 4.17

֎෦อূ

を
ड
͚
た
ใࠂॻ

レベル#とಉ༷

֎෦อূ

を
ड
͚
た
ใࠂॻ

(�Ϛωーδϝϯト・
Ξϓϩーνͷ։ࣔ

要ٻ項目なし 各Χテΰリの指標に対するマ
ネージメント・アプローチの
開示

各Χテΰリの指標に対するマ
ネージメント・アプローチの
開示

(�ͱۀछผิ足จॻ
ͷύϑΥーϚϯスࢦඪ

パフォーマンス指標について
গなくとも10の報告があるこ
と。そのうち、社会、経済、環
境分野についてগなくとも一
つ報告があること。

パフォーマンス指標について
গなくとも20の報告があるこ
と。そのうち、経済、環境、ਓ
࿑ಇ、社会、責任分野、ݖ
についてগなくとも一つ報告
があること。

G3の中֩指標および業種ผ
補足文書*のパフォーマンス指
標に対Ԡしていること。重要性
の原則を考ྀして、a）指標に
ついて報告、またはb）指標の
報告のলུの説明があること。

0
6
516

5
0
6
516

5
0
6
516

5

ऴ版の業種ผ補足文書࠷*
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番号 項目 記載内容 記載ϖージなど

報告要素

3.1 報告書のプロフィール ఏڙする情報の報告期間（会計年度ʗྐྵ年など） 1

3.2 前回の報告書の発行日（֘当する場合） 1

3.3 報告サイクル（年次、年ごとなど） 1

3.4 報告書またはその内容に関する質問の૭ޱ ཪ表ࢴ

3.5 報告書のスコープ
およびόンダリー

報告書の内容を֬定するためのプロセス 1 15-16

3.6 報告書のόンダリー（国、部ॺ、子会社、リース施ઃ、ڞಉ事業、サ
プライϠーなど）

1 2

3.7 報告書のスコープまたはόンダリーに関する۩体的な制限事項を
明記する

1 52 58

3.8 ಉ事業、子会社、リース施ઃ、アトιーシングしている業務およびڞ
時ྻܥでのおよびʗまたは報告組৫間の比較可能性に大幅な影響を
与える可能性があるそのଞの事業体に関する報告の理༝

1

3.9 報告書内の指標およびそのଞの情報をฤ集するために適用された推
計の基となる前ఏ件およびٕ法を含Ή、データଌ定ٕ法および計
算の基൫

50 52-54 56-59 67-69 72 82

3.10 以前の報告書で掲載済みである情報を再度記載することのޮ果の説
明、およびそのような再記述を行う理༝（合ซʗങऩ。基本となる年ʗ
期間、事業の性質、ଌ定方法のมԽなど）

55-58

3.11 報告書に適用されているスコープ、όンダリーまたはଌ定方法にお
ける前回の報告からの大幅なมߋ

1

3.12 GRI内容ࡧ引 報告書の標準開示の所在を示す表 101-105

3.13 保証 報告書の外部保証ఴ付に関する方針および現在の実務׳行 106

ガόナンス・コミοトメントおよび参ը

4.1 ガόナンス ઓུのࡦ定またはશ組৫的監ಜなど、ಛผな業務を୲当する࠷高統
ߏ࣏機関の下にある委員会を含Ή統࣏

31

4.2 機関の長がࣥ行役員を݉Ͷているかどうかを示す（݉Ͷてい࣏高統࠷
る場合は、組৫の経Ӧにおけるその役ׂと、このようなਓ事になって
いる理༝も示す）

31

4.3 ୯一の理事会ߏを有する組৫の場合は、࠷高統࣏機関における社
外メンόーおよびʗまたは非ࣥ行メンόーのਓ数を明記する

31

4.4 株主および従業員が࠷高統࣏機関に対してఏҊまたは指示をఏڙす
るためのメΧニζム

31 69

4.5 管理৬およびࣥ行役についての報ڃ機関メンόー、上࣏高統࠷ （ुୀ
任についての取りܾめを含Ή）と組৫のパフォーマンス（社会的および
環境的パフォーマンスを含Ή）との関係

32

4.6 機関が利害૬問の回ආを֬保するために実施されてい࣏高統࠷
るプロセス

法ྩおよび定に基づき、取締役と会
社の利ӹが૬する取引については、
株主૯会（当社の場合、ＪＸホールディン
グス（株））のঝ認をಘることとしています

4.7 経済的、環境的、社会的テーマに関する組৫のઓུをಋくための、࠷高
統࣏機関のメンόーの適性および専門性をܾ定するためのプロセス

明文Խした取締役ܾ定プロセスはなく、
記載していません

4.8 経済的、環境的、社会的パフォーマンス、さらにその実ફ状況に関し
て、組৫内で開発したミοション（໋）、およびόリュー（Ձ）につ
いての声明、行動規範および原則

5-6

4.9 組৫が経済的、環境的、社会的パフォーマンスをಛ定し、マネジメント
していることを࠷高統࣏機関が監ಜするためのプロセス

16 32-33

4.10 機関のパフォーマンスを、ಛに経済的、環境的、社会的パ࣏高統࠷
フォーマンスという؍で評Ձするためのプロセス

32-33
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番号 項目 記載内容 記載ϖージなど

4.11 外部のイニシアティϒの
コミοトメント

組৫が༧的アプローチまたは原則に取り組んでいるかどうか、およ
びその方法はどのようなものかについての説明

59

4.12 外部で開発された、経済的、環境的、社会的ݑষ、原則あるいは組৫
がಉ意またはडするそのଞのイニシアティϒ

4 91-92

4.13 組৫の団体およびʗまたは国内外のఏ言機関における会員資֨ 75 83

4.14 ステークホルダー参ը 組৫に参ըしたステークホルダー・グループリスト 12

4.15 参ըしてもらうステークホルダーのಛ定および選定の基準 12

4.16 種ྨごとのおよびステークホルダー・グループごとの参ըのස度な
ど、ステークホルダー参ըのアプローチ

12 17 23 34

4.17 その報告を通じた場合も含め、ステークホルダーの参ըを通じてුか
び上がった主要なテーマおよびݒҊ事項と、それらに対して組৫がど
のように対Ԡしたか

17-20 23-26 34

経済

マネジメントアプローチ 5-6 11 39 41 43 45 49-50

EC1 経済的パフォーマンス ऩ入、事業コスト、従業員のڅ与、د付およびそのଞのコミュニティ
の投資、内部ཹ保および資本ఏڙ者に対するࢧいなど、出
および分した直的な経済的Ձ

50

EC2 ม動による組৫に対する財務上の影響およびそのଞのリスクとީؾ
機会

16 21

EC3 ֬定څ付ܕ年金制度の組৫負୲の範囲 50

EC4 からडけた૬当の財務的ࢧԉ 50

EC6 場での存在感ࢢ 主要事業拠での地ݩサプライϠー（څڙ者）についての方針、業務
出のׂ合ࢧ行および׳

鉱石は海外の鉱山からௐୡしていま
す。鉱石以外のߪങはJX日鉱日石プロ
Ωュアメントに委ୗしており、ಉ社のߪ
ങ方針が適用されます

EC7 現地࠾用の手順と、主要事業拠において現地でのコミュニティから
上ڃ管理৬となった従業員のׂ合

67

EC8 間的な経済的影響 業活動、現څࢧ、またはແྉไを通じて、主に公ڞの利ӹのた
めにఏڙされるインフラ投資およびサービスの展開ਤと影響

80

環境

マネジメントアプローチ 5-6 11 51-53 55 57 61-62

EN1 原材ྉ 用原材ྉの重ྔもしくはྔ 56

EN2 リサイクル༝དྷの用原材ྉのׂ合 56

EN3 エネルギー 一次エネルギー源ごとの直的エネルギーফඅྔ 53

EN4 一次エネルギー源ごとの間的エネルギーফඅྔ 53

EN8 水 水源からの૯水取水ྔ 55

EN11 生ଟ༷性 保ޢ地域内あるいはそれにྡした場所および保ޢ地域外で、生
ଟ༷性のՁが高い地域に所有、आ、または管理している地の所
在地および面ੵ

40 78

EN12 保ޢ地域内保ޢ地域外で、生ଟ༷性のՁが高い地域内での生
ଟ༷性に対する活動、およびサービスのஶしい影響の説明

40

EN14 生ଟ༷性の影響を管理マネジメントするためのઓུ、現在のાஔ
およびࠓ後の計ը

40
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番号 項目 記載内容 記載ϖージなど

EN16 ഉ出、ഇ水およびഇغ 重ྔで表記する直および間的なԹࣨޮ果ガスの૯ഉ出ྔ 54

EN17 重ྔで表記するそのଞの関連ある間的なԹࣨޮ果ガスഉ出ྔ 54

EN19 重ྔで表記するΦκンഁյ質の૯ഉ出ྔ ֘当なし

EN20 種ྨผおよび重ྔで表記するN0x、S0x、そのଞのஶしい影響を及
΅すഉؾ質

57

EN21 水質および์出先ごとの૯ഉ水ྔ 55 58

EN22 種ྨおよびഇغ方法ごとのഇغの૯重ྔ 56

EN23 ஶしい影響を及΅す࿙出の૯件数および࿙出ྔ 62

EN26 およびサービス およびサービスの環境影響を؇する率先取り組みと影響ݮ
の程度

43-44

EN27 Χテΰリーผの再生利用されるൢചおよびそのࠝ包材のׂ合 ֘当なし

EN28 ९क 環境規制のҧに対する૬当なേ金の金ֹおよびേ金以外の制ࡋ
ાஔの件数

62

MM1 生ଟ༷性 （所有またはआしていて、生産または۷࠾の管理しているもので）開
発・۷࠾された、または現状回෮した地の面ੵ

（地の所有： 自社所有またはリース）
（地の用్： 生産活動またはಛ定質の抽出）

֘当なし（Χセロネス銅・Ϟリϒデン鉱
চのૢ業は2013年を༧定しています）

MM2 生ଟ༷性計ըが必要であるとಛ定した事業地の数もしくはׂ合と、
管理計ըがطに備わっている事業地の数もしくはׂ合

40

MM3 ഉ出、ྲྀ 出、ഇغ 表、ؠ、ඌ鉱、スラοジの૯ྔとそれらの関連リスク 37-38 87-88

࿑ಇ׳行とディーセントϫーク（公ਖ਼な࿑ಇ件）

マネジメントアプローチ 5-6 11 67 69 72-74

-A1 用ޏ および地域ผの૯࿑ಇྗܖ用ޏ、用の種ྨޏ 67

-A2 従業員の૯৬数および৬率の年ྸ、性ผおよび地域による内༁ 68

-A4 ࿑関係 団体ަব協定の対象となる従業員のׂ合 69

-A5 ࿑ಇ協に定められているかどうかも含め、ஶしい業務มߋに関する
通期間࠷

69

-A7 ࿑ಇ҆શӴ生 地域ผの、ই害、業務上࣬ප、ଛࣦ日数、ܽ のׂ合および業務上のۈ
૯ࢮ者数

72

-A8 な࣬පに関して、࿑ಇ者、その家またはコミュニティのメンࠁਂ
όーをࢧԉするためにઃけられているڭҭ、ݚम、Χンセリング、༧
およびة機管理プログラム

71

-A10 ҭڭमおよびݚ 従業員のΧテΰリーผの、従業員あたりの年間ฏݚۉम時間 69

-A11 従業員のܧ続的なޏ用適性をࢧえ、Ωϟリアのऴྃ計ըをࢧԉする
ٕज़管理および生֔学शのためのプログラム

69-71

-A13 ଟ༷性と機会ۉ等 性ผ、年ྸผ、マイϊリティグループおよびそのଞのଟ༷性の指標に
従った、統࣏体のߏ成、およびΧテΰリーผの従業員の内༁

67-69

-A14 従業員のΧテΰリーผの、基本څ与のஉঁ比 69

MM4 ࿑ಇと࿑務管理 1ि間以上ܧ続したストライΩと、工場ดの数。国ผごとに記載 69

ਓݖ

マネジメントアプローチ 5-6 67

)R1 投資およびௐୡの׳行 ਓݖ項を含Ή、あるいはਓݖについて適ਖ਼審査をडけた重大な投
資協定のׂ合とその૯数

֘当なし

)R2 ਓݖに関する適ਖ਼審査をडけた主なサプライϠー（څڙ者）および
負業者のׂ合と取られたાஔ

66

)R4 ແࠩผ ࠩผ事ྫの૯件数と取られたાஔ 36
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番号 項目 記載内容 記載ϖージなど

)R5 結社の自༝ 結社の自༝および団体ަবのݖ利行がஶしいリスクがあると判断
された業務と、ݖ利をࢧԉするためのાஔ

海外法ਓについては所在国の࿑ಇ法規
に則りӡӦしており、ಛに団体ަবの制
限は行っていません。国内については
P69をご参照ください

)R6 ಐ࿑ಇࣇ ࣇ、ಐ࿑ಇの事ྫに関してஶしいリスクがあると判断された業務とࣇ
ಐ࿑ಇのࢭに貢献するための対ࡦ

67

)R7 制࿑ಇڧ ڧ、制࿑ಇの事ྫに関してஶしいリスクがあると判断された業務とڧ
制࿑ಇのࢭに貢献するための対ࡦ

67

MM5 先ॅຽのݖ利 先ॅຽのॅΉ地域内もしくはそれにྡした事業所の数。および先
ॅຽの地域社会と公式な協定を結んだ事業所の数とׂ合

先ॅຽのॅΉ地域内あるいは地域にྡ
した事業所はありません

社会

マネジメントアプローチ 5-6 11 35-36 75 78

S01 コミュニティ 参入、事業展開およびఫୀを含Ή、コミュニティに対する事業の影響
を評Ձし、管理するためのプログラムと実務׳行の性質、適用範囲と
有ޮ性

40 75-82

S02 ෆਖ਼行ҝ ෆਖ਼行ҝに関連するリスクの分析を行った事業୯位と૯数 35

S03 組৫のෆਖ਼行ҝ対ࡦの方針および手順に関するݚमをडけた従業員
のׂ合

35

S04 ෆਖ਼行ҝ事ྫに対Ԡして取られたાஔ ֘当なし

S05 公ڞࡦ 公ڞࡦの位ஔづけおよび公ڞཱࡦҊの参Ճおよびロビー活動 91-92

S08 ९क 法規制のҧに対する૬当のേ金の金ֹおよびേ金以外の制ࡋા
ஔの件数 

േ金制ࡋાஔをडけた法規制ҧは
ありませんでした

MM6 地域社会 地の用および地域社会と先ॅຽの׳श上のݖ利に関する、重大
なฆ૪の数とその記述

地の用および地域社会と先ॅຽの
利に関する重大なฆ૪はあݖश上の׳
りませんでした

MM7 地域社会 地の利用、地域社会および先ॅຽの׳श上のݖ利に関するฆ૪を
解ܾするために問解ܾの手ஈが用された範囲、およびその結果

地の利用、地域社会および先ॅຽの
利に関する重大なฆ૪はあݖश上の׳
りませんでした

MM8 খ規鉱山 খ規鉱山（ASM）内事業地あるいはそのྡ地の事業所の数（とׂ
合）。খ規鉱山の影響によるリスクと、そのリスクを管理しܰݮする
ための対Ԡࡦ

ASM内あるいはそれにྡする事業所
はありません

MM9 再定ॅ 再定ॅが行われた事業場、それͧれの事業場における再定ॅした所
ଳ数および生活に及΅した影響

再定ॅはありませんでした

MM10 事業場ด ด計ըがあるૢ業の件数とׂ合 40

責任

マネジメントアプローチ 5-6 11 63-64

PR1 客の҆શӴ生ސ およびサービスの҆શӴ生の影響について、改ળのために評Ձ
が行われているライフサイクルステージ、ならびにそのような手順の
対象となる主要なおよびサービスΧテΰリーのׂ合

64

PR3 およびサービスのラベリング 各種手順により必要とされているおよびサービス情報の種ྨと、
このような情報要ٻの対象となる主要なとサービスのׂ合

64

PR6 マーケティングコミュニケーション 広告、宣伝およびࢧԉ行ҝを含Ήマーケティング・コミュニケーション
に関する法、基準および自主規範の९कのためのプログラム

コンプライアンス・ガイドϒοク等により
企業活動に関わる९क事項の一つとし
てपపఈしています

PR9 ९क およびサービスのఏڙ、および用に関する法規のҧに対す
る૬当のേ金の金ֹ

64

MM11 原材ྉに対するスチュϫードシοプ マテリアル・スチュϫードシοプに関するプログラムおよびその進 23-26 45-46



お読みいただくに当たって
編ू ํ
　ＪＸ日鉱日石金属グループは、事業活動を通じて、社会の持続
可能な発展に貢献すべくCSR活動に取り組んでいます。
　お客さま、お取引先、株主・投資家、産官学団体、地域社会をは
じめとした幅広いステークホルダーの皆さまに適切な情報開示を
行い、CSR活動をご理解いただくためのコミュニケーションツール
として年1回「サステナビリティリポート」を発行しています。
　「サステナビリティリポート2012」は、ICMM（国際金属・鉱業
評議会）の10原則および「検証手順書」に基づき、「GRIガイドラ
イン第3版」および「GRI鉱山・金属業補足文書」に準拠して作成
し、企業行動規範を踏まえ、「マネジメント」「経済活動」「環境活動」

「社会活動」の各側面から活動をご紹介しています。

ରൣ ғ
　当社および当社の国内・海外の主要関係会社（計54社・2012年
4月1日現在）を報告対象としています。なお、各指標の報告対象
範囲は、以下のとおりです。

報告対象分野 国内 海外 合計
経済*1 13 12 25
環境 12*2 4*3 16
社会*4 39 15 54

*1 経済活動報告「ステークホルダーに対する経済的な影響」での報告対象社数です。連結
子会社を対象としています（ただし、非連結子会社の東莞日鉱富士電子有限公司を含み、
事業活動を行っていない連結会社は除いています）。

*2 生産活動を行う当社の直轄事業所と環境負荷の比較的大きな会社（第二種エネルギー管
理指定工場、PRTR法の届出対象事業所を持つ会社）を対象としています。

*3 対象となる4社は、常州金源銅業、日鉱金属（蘇州）、JX Nippon Mining & Metals Philip-）、JX Nippon Mining & Metals Philip-、JX Nippon Mining & Metals Philip-
pines、Gould Electronicsです。

*4 社会活動報告「従業員とともに」での報告対象社数です。

ظ࣌ߦൃ
　2012年9月（前回の発行時期：2011年10月）

ใࠂରؒظ
　2011年4月〜 2012年3月（原則として2011年度の事業活動
を対象としていますが、重要な情報を包括的にお伝えするため、
一部に対象期間前後の情報を掲載しています）

私たちは、資源と素材の生産性を革新し、 
社会の持続可能な発展に貢献します。

本リポートの第三者機関による保証対象指標には
保証マーク（ ）を表示しています。

文中の下線を引いた語彙については、その説明を用語集（P97 〜 100）に掲載しています。
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తٴͼൣ ғ
　当社は、ＪＸ日鉱日石金属株式会社（以下、「会社」という。）からの委嘱に基づき、会社が作成したサステナビリティリポート2012（以下、「サステナビリティリポート」とい
う。）に対して限定的保証業務を実施した。本保証業務の目的は、以下について保証手続を実施し、その結論を表明することである。

■ サステナビリティリポートに記載されている2011年4月1日から2012年3月31日までを対象とした マークの付されている環境・社会･経済パフォーマンス指標
（以下、「指標」という。）が以下に示す会社の定める基準に従って作成されているか

■ Global Reporting Initiative（以下、「GRI」という。）アプリケーションレベルに関する自己宣言（A+）がGRIの定める基準に準拠しているか
■ 会社の方針が、91頁に記載されているようにInternational Council on Mining & Metals（ICMM）の基本原則及び適用される声明文（position statements）

で定められている必須要件（mandatory requirements）と整合しているか
■ 会社の重要テーマの抽出及び優先順位付けが15頁に記載されているとおりに行われているか
■ 会社が16頁に記載されているとおりに重要テーマに対する取組及びマネジメントを行っているか

　サステナビリティリポートの記載内容に対する責任は会社にあり、当社の責任は、限定的保証業務を実施し、実施した手続に基づいて結論を表明することにある。

அن४
　会社はGRIのサステナビリティ・レポーティング・ガイドライン2006等を参考にして定めた指標の算定・報告基準（以下、「会社の定める基準」という。）に基づいてサス
テナビリティリポートを作成しており、当社はこの会社の定める基準を指標についての判断規準としている。また、GRIアプリケーションレベルの自己宣言についての判断規
準としてはGRIの定める基準を用いている。

อূ खଓ
　当社は、国際監査・保証基準審議会の国際保証業務基準（ISAE）3000「過去財務情報の監査又はレビュー以外の保証業務」（2003年12月改訂）及びサステナビリティ
情報審査協会のサステナビリティ情報審査実務指針（2012年4月改訂）に準拠して本保証業務を実施した。本保証業務は限定的保証業務であり、主としてサステナビリティ
リポート上の開示情報の作成に責任を有するもの等に対する質問、分析的手続等の保証手続を通じて実施され、合理的保証業務ほどには高い水準の保証を与えるものでは
ない。
　当社の実施した保証手続には以下の手続が含まれる。

■ サステナビリティリポートの作成・開示方針についての質問
■ 指標に関して、

• 会社の定める基準の検討
• 算定方法並びに内部統制の整備状況に関する質問
• 集計データに対する分析的手続の実施
• 会社の定める基準に従って指標が把握、集計、開示されているかについて、試査により入手した証拠との照合並びに再計算の実施
• リスク分析に基づき選定した国内1事業所における現地往査
• 指標の表示の妥当性に関する検討

■ GRIアプリケーションレベルについてGRIの示す基準に照らした検討
■ 会社の方針に関する文書の閲覧及び質問を通じたICMM基本原則及び適用される声明文で定められている必須要件と会社の方針との整合性の検討
■ 重要テーマの抽出及び優先順位付けのプロセスについての質問及び関連文書の閲覧
■ 重要テーマに対する取組及びマネジメントについての質問及び関連文書の閲覧

݁
　上述の保証手続の結果、以下のように認められる重要な事項は発見されなかった。

■ サステナビリティリポートに記載されている指標が会社の定める基準に従って作成されていない
■ GRIアプリケーションレベルに関する自己宣言（A+）がGRIの示す基準を満たしていない
■ 会社の方針が、91頁に記載されているようにICMMの基本原則及び適用される声明文で定められている必須要件と整合していない
■ 会社の重要テーマの抽出及び優先順位付けが15頁に記載されているとおりに行われていない
■ 会社が16頁に記載されているとおりに重要テーマに対する取組及びマネジメントを行っていない

　当社及び本保証業務に従事したものと会社との間には、サステナビリティ情報審査協会の倫理規程に規定される利害関係はない。また、本保証業務は、環境及び社会的
側面並びに保証業務に関する専門性を有するチームによって実施された。

以上

ಠཱ อূ ใࠂॻ

2012年8月31日
ＪＸ日鉱日石金属株式会社
代表取締役社長　足立　吉正　殿

KPMGあずさサステナビリティ株式会社
東京都新宿区津久戸町1番2号

 代表取締役社長
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サステナビリティリポート 2012

サステナビリティリポート2012をお読みになったご意見・ご感想をお寄せください。
次回リポートをよりよいものにするために、皆さまのご意見を参考にさせていただきたく存じます。
お読みいただいた率直なご意見、ご指摘をぜひお聞かせください。
ご意見・ご感想につきましては、弊社宛にご送付いただくか、メールもしくはFAXにてお願いいたします。

送付先
ＪＸ日鉱日石金属（株）　CSR 推進部
〒100-8164 東京都千代田区大手町二丁目6番3号
Mail: info@nmm.jx-group.co.jp
FAX: 03-5299-7343
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